
●2019年度 同窓会 総会・懇親会のご案内
今年の朝陽同窓会総会は以下のとおり執り行います。
皆様のご出席をお待ちしています。懇親会は4時から、
参加無料です。お気軽にご参加ください。

　日時： 5月25日(土)午後2時～6時
　場所： 総会 新宿高校３階視聴覚室　2時～
　　　　  懇親会 クルーズ・クルーズ新宿店　4時～
　総会議事：　
　  ●2018年度 活動報告・決算
　  ●2019年度 活動計画・予算
　  ●100周年記念事業、その他
　記念講演：
　「ピーター・ドラッカー(1909～2005)の思い出。
　　　　　　　　　　　　　　　そのジャーナリスト論」
　 小池洋次氏(グローバル・ポリシー研究センター代表・21回)

●募金のお願い
皆様のご協力により､100周年記念募金は､第Ⅰ期､第Ⅱ期の4年間通算で5500万円超のご寄付が集まりました。
引き続き第Ⅲ期として2年間5000万円を目標に募金活動を継続します｡100周年まであと3年です｡｢朝陽奨学金の給付｣
｢館山寮改築｣｢集いの場の確保｣はもとより100周年事業全般の成功に向けてご支援のほどよろしくお願いいたします。
詳しくは同封の趣意書をご覧ください。

●“朝陽同窓会集いの場”を再び
同窓会員が時間にとらわれず夜間や休日でも集える常設のスペースを都区内で探しています。
｢同期会の準備会合を仕事帰りに行いたい｣､｢趣味のブリッジをゆっくり楽しみたい｣といったニーズに応えられる場所が手
に入らないものか。こんな願いを叶える情報を求めています。できれば長期無償借用が可能なオフィスの一部、マンション
の一室などの物件情報、またそういった資産のご提供者に関する情報など、集いの場の確保に結び付く情報を朝陽同窓
会事務局にお寄せください。

●第４回ホームカミングデーは１１月２３日（土）母校に集合！
昨年のホームカミングデーは「部活ＯＢＯＧ全員集合！」をテーマに１８０名の
ご参加で盛大に開催することができました。恩師の方々にもお越し頂き、部活
OB会では先輩・後輩が旧交を温めました。ダンス部、軽音楽部の現役生による
パフォーマンスに会場は沸きました。詳しくは、本誌「世代を超えて思いを繋ぐ
部活ＯＢＯＧ会に乾杯！」をご覧ください。
今年の「第４回ホームカミングデー」のテーマは、「音楽会」です。管弦楽部OBOG、
六声会、朝陽合唱団などのご協力の下に楽しい一時をお過ごしいただきます。
どうぞお誘いあわせの上奮ってご参加ください。

●会費納入のお願い
朝陽同窓会のさまざまな事業は、すべて皆様からの会費によって運営されています。同窓会活動をさらに充実させるため
にも、一層のご支援ご協力をお願いいたします。
●年会費2,000円、長期会費10,000円(６年間有効)のいずれか。●会費納入のご相談は、お気軽に同窓会事務局まで
どうぞ。●なお、今年から年会費納入は預金口座からの振替ができます。同窓会に振替依頼書をご請求ください。

百周年ロゴタイプはホームページからダウンロードできます｡
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株式会社 ゼンショーホールディングス

〒108-0075 東京都港区港南2-18-1 JR品川イーストビル　Tel：03-6833-1600
代表取締役社長　小川 賢太郎 （19回卒）

図書館で勉強する子どもたち図書館で勉強する子どもたち

ゼンショー
フェアトレード商品の
お買い求めはこちら

ゼンショーネットストア 検索

世界に広がる“ゼンショーフェアトレード”
世界18か国でコーヒー、紅茶、ココアの
フェアトレードを行っています。

東ティモール ペルー

メキシコ ニカラグア

タンザニアルワンダ

ケニア インド

パプアニューギニア

コスタリカキューバウガンダ

エクアドルブルンジ マラウイ

コンゴ スリランカネパール

　ケニアには図書館が少なく、農村部に住む子どもたちが優れた書物に触れる
機会は決して十分とはいえません。
　そこで当社は、フェアトレードから生まれる社会開発資金※を活用して図書館を
建設することを提案。地域からの賛同と協力を得て、紅茶生産者の子どもたちが
通う学校の敷地内に公共図書館が誕生しました。
　科学、歴史や小説など様々なジャンルの本が揃う図書館には、50人分の机と
椅子が設置され、休日や祝日にも多くの子どもたちがやってきます。
　子どもたちからは、「時間があるときは図書館で勉強するようになった」という声
が聞かれ、もっと多くの知識に触れ学びたいという向上心を育む場所にもなって
いるようです。

ケニアの中学校に図書館を建設

農村に誕生した図書館と子どもたち

地元関係者と図書館前にて

世界中の知識に出会える場所

※社会開発資金…原料買取価格の中で現地の人々が必要とする様々な生活改善活動に充てられる金額のこと。
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目
標
金
額
一
億
円
の
半
分
強
が
集
ま
り
ま
し

た
。
昨
年
と
今
年
の
『
朝
陽
』
に
同
封
し
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
承
諾
い
た
だ
い
た
方
々
の

ご
芳
名
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
ご
寄
付
い
た

だ
い
た
す
べ
て
の
皆
様
に
厚
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
し
か
し
、
残
り
の
五
千
万
円
を
目
指
し

て
、
四
月
か
ら
第
三
期
の
寄
付
を
募
ら
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
教
育
環
境
を
改
善
し
、
皆
様

の
後
輩
た
ち
を
育
て
る
た
め
、
さ
ら
な
る
ご

支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

　
会
長
就
任
以
来
、
米
国
を
除
い
て
、
す
べ

て
の
地
域
朝
陽
会
を
訪
問
し
、
母
校
の
現
状
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ご
説
明
し
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同
窓
会
会
費
納
入
や
寄
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も
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た
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各
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期
会
に
も
、
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き
る
限
り
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。

　
皆
様
の
力
で
、
同
期
の
緊
密
な
横
の
つ
な

が
り
に
加
え
て
、
多
様
な
縦
の
つ
な
が
り
を
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ま
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ょ
う
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同
窓
会
は
そ
の
場
を
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し
ま
す
。
五
月
末
の
「
同
窓
会
総
会
」、
年

三
回
の
「
朝
陽
ク
ラ
ブ
」
に
加
え
て
、「
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
」
を
一
一
月
に
新
設
し
、

過
去
三
回
会
員
間
の
親
睦
だ
け
で
な
く
。
旧

恩
師
と
の
出
会
い
、
異
業
種
交
流
や
現
役
生

と
の
交
流
に
務
め
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
は
「
大
家
族
主
義
」、
最
近
で
は

「
チ
ー
ム
新
宿
」
と
言
わ
れ
る
「
自
由
で
」、

「
暖
か
な
」
校
風
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

れ
ま
し
た
。

　
次
は
、
わ
れ
ら
が
母
校
の
番
で
す
。
一
九

二
二
年
に
東
京
府
立
第
六
中
学
校
と
し
て
創

設
さ
れ
た
母
校
は
、
一
九
五
〇
年
に
東
京
都

立
新
宿
高
等
学
校
と
改
称
し
、
来
る
二
〇
二

二
年
に
創
立
百
周
年
を
迎
え
よ
う
し
て
い
ま

す
。

　
記
念
事
業
と
し
て
、
第
一
に
、
給
付
型
の

朝
陽
奨
学
金
の
支
給
を
開
始
し
、
第
二
に
、

水
泳
教
室
に
使
う
館
山
寮
（
旧
塩
見
寮
）
の

改
修
を
行
い
ま
し
た
。
第
三
に
、
懸
案
の

「
集
い
場
」
と
し
て
、
母
校
近
く
の
明
治
通

り
の
マ
ン
シ
ョ
ン
三
階
一
室
を
賃
借
し
ま
し

た
。
百
周
年
記
念
誌
『
百
年
の
歩
み
（
仮

題
）』
の
編
集
を
優
先
し
ま
す
が
、
同
期
会

や
ク
ラ
ブ
の
幹
事
会
な
ど
で
ご
利
用
下
さ

い
。

　
そ
れ
ら
の
原
資
と
し
て
二
〇
一
五
年
以

来
、
百
周
年
記
念
募
金
が
開
始
さ
れ
、
多
く

の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
、
二
期
四
年
で
、

　
昨
秋
、
東
京
府
立
第
五

中
学
校
（
現
在
の
都
立
小

石
川
中
等
教
育
学
校
）
が

創
立
百
周
年
を
迎
え
祝
賀

会
と
記
念
式
典
が
挙
行
さ

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
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•
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•
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•
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会
長
ご
挨
拶

次
は
わ
れ
ら
が
母
校
の
番
だ

─ 
百
周
年
に
向
け
て
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を 

─

朝
陽
同
窓
会
会
長
　
田
中
俊
郎
（
一
七
回
）

会長ご挨拶　2

 事務局より会費納入のお願い 
☆会費の種類
　①　年 会 費…  2,000円
　②　長期会費…10,000円（₆年間有効）
　①、②のいずれかをお選びいただけま
す。毎年の納入が煩わしい方には長期会
費をお勧めいたします。いずれも本誌に
同封の振込用紙をご利用下さい。
☆会費納入の免除
•�卒業時又は入学時に入会された会員は

入会金を納めていますので、卒業後₅
年間は納入免除です。今年は67～71回
生の方々が該当いたします。

•�現・旧職員［名誉会員］と80歳以上［寿

会員］は納入免除です。今年の寿会員
は中₁～新10回生の方々です。

☆期間
•�会計年度は₄月～翌年₃月で、会費は

納入した年度から起算いたします。
•�重複した期間があった場合には、有効

期間が重ならないよう連続期間として
扱います。

•�寿会員から会費納入された場合は、寄
付扱いとさせていただきます。

☆寄付金
•�昨年も寿会員はじめ多くの方々からご

寄付を頂きました。今後ともよろしく
お願いいたします。

（事務局長　15　西出　紀久）



　

平
成
最
後
の
…
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
近
頃

よ
く
聞
こ
え
て
く
る
（
執
筆
当
時
）。
我
々

四
一
回
生
は
、
当
校
の
自
由
な
校
風
と
い
う

謳
い
文
句
に
入
学
し
て
き
た
だ
け
あ
っ
て
、

い
い
意
味
で
ひ
と
ク
セ
あ
る
メ
ン
バ
ー
が
集

ま
っ
た
。
そ
ん
な
我
々
が
、
平
成
っ
ぽ
い
表

現
を
す
れ
ば
「
ユ
ル
い
感
じ
」
で
、
刺
激
の

多
い
新
宿
の
地
で
三
年
間
を
過
ご
し
、「
平

成
最
初
の
」
卒
業
生
と
な
っ
た
の
が
三
十
年

前
で
あ
る
。

　

高
校
時
代
の
友
人
は
一
生
も
の
、
と
言
わ

れ
る
が
、
我
々
も
例
に
漏
れ
ず
ク
ラ
ス
や
部

活
、
そ
の
他
仲
間
達
と
の
付
き
合
い
は
続
い

て
い
る
ほ
う
だ
と
思
う
。
そ
こ
で
感
じ
る
の

は
、
性
格
、
卒
業
後
の
進
路
や
人
生
、
風
貌

（
ん
？
）
な
ど
、
多
様
な
メ
ン
バ
ー
が
集

ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
あ
る
時
、
妻

か
ら
「
あ
な
た
の
高
校
の
お
友
達
は
色
ん
な

人
が
い
る
ね
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、
傍
か
ら

見
て
も
そ
う
な
の
だ
ろ
う
。
確
か
に
高
校
時

代
の
仲
間
と
い
う
の
は
、
も
っ
と
似
通
っ
た

集
ま
り
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
も
四
一
回

生
独
特
の
特
徴
な
の
か
、
は
た
ま
た
「
自
由

な
校
風
」
新
宿
高
校
生
全
体
の
特
徴
な
の
か
。

　

そ
ん
な
我
々
だ
が
、
同
窓
会
を
過
去
二
回

開
催
し
て
い
る
。
前
回
が
二
〇
一
四
年
十
月
、

そ
の
四
～
五
年
前
に
一
回
、
高
澤
君
や
杉
山

さ
ん
を
始
め
幹
事
の
皆
さ
ん
の
ご
尽
力
も
あ

り
、
五
十
～
百
人
弱
の
規
模
で
、
恩
師
の
先

生
方
も
お
迎
え
し
、
盛
会
と
な
っ
た
。
人
生

ひ
と
段
落
？
、
脂
の
乗
り
切
っ
た
四
十
半
ば

の
集
ま
り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
前
回
は
メ

ン
バ
ー
の
出
入
り
を
し
な
が
ら
二
、
三
次
会

と
延
々
続
き
、
中
に
は
近
く
の
ホ
テ
ル
に
寝

床
を
確
保
し
て
、
朝
ま
で
飲
ん
で
い
た
人
達

も
い
た
と
聞
く
。「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
じ

四
年
周
期
で
や
ろ
う
か
」
と
か
、「
次
は
卒

業
三
十
周
年
か
な
」
と
か
、
当
時
そ
ん
な
話

を
し
て
い
た
気
が
す
る
。
ま
ぁ
、
あ
ん
ま
り

キ
チ
ッ
と
し
て
い
な
い
も
の
四
一
回
生
の
い

い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
卒
業
三
十
年
と
い
う

節
目
、
年
号
変
わ
り
と
い
う
新
し
い
時
代
の

始
ま
り
、
五
十
の
大
台
に
片
足
突
っ
込
ん
だ

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
こ
の
特
集
記
事
が
ま

た
み
ん
な
で
集
ま
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と

願
う
。

　
（
門
脇　

大
介
）

　
卒
業
三
十
周
年
　
…
…
　「
平
成
最
初
の
」
卒
業
生
達

41回
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ラ
グ
ビ
ー
部
の
思
い
出

安
藤　

洋
介　

　

私
は
ラ
グ
ビ
ー
部
に
所
属
し
て
い
た
た
め
、

や
は
り
一
番
最
初
に
思
い
出
す
の
は
戸
山
戦

の
試
合
だ
。

　

弱
小
チ
ー
ム
で
あ
っ
た
た
め
、
公
式
戦
は
、

ほ
ぼ
一
回
戦
負
け
が
続
き
（
よ
く
て
も
二
回

戦
が
限
度
）、
高
校
最
後
の
試
合
と
し
て
、

副
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
、
何
と
し
て
も
戸
山

高
校
に
は
勝
ち
た
い
気
持
ち
が
強
か
っ
た
。

　

小
学
校
四
年
生
か
ら
ラ
グ
ビ
ー
を
始
め
、

こ
の
試
合
を
最
後
に
部
活
と
し
て
の
ラ
グ

ビ
ー
は
や
め
る
つ
も
り
で
い
た
私
は
、
集
大

成
と
し
て
試
合
に
臨
む
つ
も
り
で
い
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
試
合
当
日
の
朝
、
極
め
て

体
調
不
良
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
お
そ

ら
く
体
温
は
４
０
度
近
く
あ
っ
た
と
思
う
。

（
体
温
計
で
事
実
を
知
っ
て
し
ま
う
と
、
頭

が
体
調
不
良
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
し
ま

い
、
身
体
が
い
う
こ
と
を
聞
か
な
く
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
心
配
だ
っ
た
の
で
、
あ
え
て

体
温
は
測
ら
な
か
っ
た
）

　

試
合
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
か
と
か
、

ス
コ
ア
の
結
果
も
全
く
覚
え
て
い
な
い
が
、

三
十
年
経
っ
た
未
だ
に
、
試
合
中
の
ワ
ン

シ
ー
ン
だ
け
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、
相
手
チ
ー
ム
が
、
地
域
を
獲
得
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ま
し
た
。
上
級
生
最
後
の
大
会
で
、
セ
カ
ン

ド
で
ダ
ブ
ル
プ
レ
ー
を
決
め
よ
う
と
し
た
瞬

間
、
そ
れ
を
防
ご
う
と
す
る
ラ
ン
ナ
ー
の
ス

パ
イ
ク
が
自
分
の
膝
に
食
い
込
み
自
分
は
吹

き
飛
ば
さ
れ
ま
し
た
。
試
合
後
病
院
に
行
き
、

医
師
よ
り
靭
帯
損
傷
と
言
わ
れ
、
即
ギ
ブ
ス

で
固
定
さ
れ
ま
し
た
。
新
チ
ー
ム
の
合
宿
で

は
Ｂ
チ
ー
ム
で
バ
ン
ト
練
習
し
か
出
来
ず
、

Ａ
チ
ー
ム
で
監
督
か
ら
猛
ノ
ッ
ク
、
そ
し
て

〝
ケ
ツ
バ
ッ
ト
〟
を
受
け
て
い
る
選
手
達
を

遠
目
に
見
て
、
自
分
も
あ
の
ケ
ツ
バ
ッ
ト
を

受
け
た
い
…
…
と
心
の
底
か
ら
思
い
ま
し
た
。

（
繰
り
返
し
ま
す
が
決
し
て
マ
ゾ
ヒ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
性
格
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

　

こ
う
し
た
背
景
で
新
宿
の
硬
野
に
入
部
。

　

昼
休
み
は
同
期
の
四
人
（
栗
林
、
大
倉
、

小
山
、
河
野
）
で
グ
ラ
ン
ド
整
備
を
す
る
必

要
が
あ
り
、
授
業
の
合
間
に
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

に
着
替
え
、
弁
当
を
食
べ
る
毎
日
で
し
た
。

あ
る
日
、
化
学
の
授
業
で
担
任
の
Ｓ
先
生
か

ら
「
授
業
に
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
な
ん
か
着
る

な
。」
と
叱
ら
れ
、
体
育
教
師
で
硬
野
の
監

督
を
務
め
て
い
た
鈴
木
裕
太
先
生
に
相
談
し

た
と
こ
ろ
「
授
業
な
ん
か
に
（
大
事
な
）
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
る
な
。」
と
言
わ
れ
、
妙

に
納
得
し
た
も
の
で
し
た
。

　

二
年
生
で
エ
ー
ス
に
な
っ
た
も
の
の
、
良

い
結
果
を
残
す
事
は
出
来
ず
、
最
後
の
夏
の

　
ケ
ツ
バ
ッ
ト
と
夢
の
甲
子
園
出
場

河
野　

力　

　

中
学
三
年
生
の
秋
、
私
は
進
路
に
悩
ん
で

い
ま
し
た
。
野
球
で
甲
子
園
を
狙
え
る
私
立

の
強
豪
に
進
む
か
、
か
つ
て
は
「
都
立
の

星
」
と
呼
ば
れ
た
新
宿
高
に
行
く
か
。
背
が

小
さ
く
細
か
っ
た
の
で
担
任
の
先
生
か
ら
は

都
立
に
し
な
さ
い
と
諭
さ
れ
ま
し
た
。
中
学

で
所
属
し
た
新
宿
シ
ニ
ア
リ
ー
グ
の
同
級
生

は
続
々
有
名
私
立
高
へ
の
進
学
を
決
め
て
い

る
時
期
で
し
た
。
あ
る
日
、
中
学
校
か
ら
の

帰
宅
途
中
、
新
宿
高
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
見
え

る
門
か
ら
硬
野
の
練
習
を
た
ま
た
ま
覗
く
事

が
出
来
ま
し
た
。
バ
ン
ト
練
習
の
時
間
で
し

た
が
、
失
敗
続
き
で
、
や
っ
ぱ
り
レ
ベ
ル
低

い
か
、
と
思
っ
た
時
、
監
督
が
選
手
を
招
集

し
、
ノ
ッ
ク
バ
ッ
ト
の
フ
ル
ス
イ
ン
グ
で
選

手
達
全
員
の
お
尻
を
叩
き
始
め
ま
し
た
。

（
通
称
〝
ケ
ツ
バ
ッ
ト
〟）　

痛
さ
で
飛
び
上

が
る
高
校
生
達
。
そ
の
姿
を
見
た
時
、
新
宿

高
に
進
も
う
と
決
め
ま
し
た
。（
決
し
て
マ

ゾ
ヒ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
性
格
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。）

　

そ
う
決
め
た
背
景
は
中
学
の
シ
ニ
ア
リ
ー

グ
時
代
の
経
験
に
あ
り
ま
す
。
肩
が
強
く
内

野
の
守
備
が
得
意
だ
っ
た
の
で
、
上
級
生
の

試
合
で
も
終
盤
守
備
固
め
で
試
合
に
出
て
い

す
る
た
め
に
自
陣
深
く
に
ボ
ー
ル
を
蹴
り
こ

み
、
味
方
の
フ
ル
バ
ッ
ク
（
四
年
前
の
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
で
五
郎
丸
選
手
の
ポ
ジ
シ
ョ

ン
）
が
ボ
ー
ル
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
相
手
陣
地

に
向
か
っ
て
走
り
出
し
た
シ
ー
ン
だ
。

　

そ
の
時
、
私
は
、「
こ
っ
ち
に
走
っ
て
こ

い
」
と
声
を
か
け
た
。

　

そ
の
瞬
間
、
応
援
に
来
て
く
れ
て
い
た
兄

が
、「
お
前
が
戻
れ
！
」
と
大
き
な
声
で
、

私
の
間
違
い
を
指
摘
し
た
こ
と
が
、
ど
う
し

て
も
私
の
頭
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
無
い
。

　

ボ
ー
ル
よ
り
前
方
に
い
る
私
は
、
オ
フ
サ

イ
ド
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
な
る
た
め
、
プ
レ
ー
に

参
加
で
き
な
い
。
プ
レ
ー
に
参
加
す
る
に
は
、

数
的
有
利
な
状
態
を
作
る
た
め
に
、
ボ
ー
ル

の
後
方
に
い
ち
早
く
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
い

か
ら
だ
。

　

試
合
は
残
念
な
が
ら
敗
退
し
、
そ
れ
に
加

え
体
調
は
最
悪
な
状
態
と
な
り
、
そ
の
後
、

約
二
週
間
程
度
４
０
℃
近
く
の
高
熱
を
出
し

て
寝
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

　

集
大
成
と
し
て
臨
む
は
ず
で
あ
っ
た
試
合

で
あ
っ
た
が
、
あ
の
ワ
ン
シ
ー
ン
が
頭
か
ら

離
れ
ず
、
そ
の
後
大
学
で
も
、
会
社
で
も
ラ

グ
ビ
ー
を
続
け
る
こ
と
を
決
断
し
、
三
五
歳

ま
で
プ
レ
ー
を
続
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

や
っ
ぱ
り
高
校
の
ラ
グ
ビ
ー
部
で
活
動
し

て
よ
か
っ
た
と
今
で
も
思
っ
て
い
る
。

5　卒業三十周年



だ
け
で
は
な
く
国
際
的
社
会
貢
献
の
野
望
を

心
に
秘
め
、
米
国
へ
渡
り
、
更
に
渡
英
、
大

学
院
と
地
域
再
生
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
通
算
五
年
を

海
外
で
過
ご
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
、
日
本
の
南
の
島
、
徳
之
島
で

公
務
員
を
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
の
軌
跡

を
翻
っ
て
み
る
に
、
自
分
は
自
ら
の
ス
キ
ル

や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
相
手
の
ニ
ー
ズ
と

顔
が
、
業
務
だ
け
で
な
く
生
活
の
中
で
も
常

に
見
え
る
仕
事
、
中
で
も
地
域
を
ベ
ー
ス
に

人
材
も
含
め
た
地
域
資
源
を
生
か
し
た
仕
事

が
し
た
か
っ
た
の
だ
な
と
わ
か
り
ま
す
。

　

私
の
住
む
徳
之
島
、
特
に
伊
仙
町
は
、
合

計
特
殊
出
生
率
二
期
連
続
日
本
一
（
二
・
八

一
！
）
の
町
で
、
か
つ
て
ギ
ネ
ス
に
載
っ
た

泉
重
千
代
翁
、
本
郷
か
ま
と
媼
を
輩
出
し
た

長
寿
の
町
で
も
あ
り
ま
す
。
観
光
地
と
し
て

は
沖
縄
程
知
ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
一
年

半
後
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
推
薦
さ
れ
る

ほ
ど
固
有
の
自
然
を
有
し
、
そ
の
自
然
と
共

存
し
て
き
た
数
万
年
を
遡
る
人
々
の
伝
統
的

暮
ら
し
が
世
界
基
準
で
評
価
さ
れ
る
地
域
で

す
。

　

子
供
の
誕
生
、
小
学
校
入
学
、
成
人
の
祝

い
に
は
、
個
人
宅
へ
百
人
越
え
の
方
々
が
ご

祝
儀
と
共
に
正
装
し
て
駆
け
つ
け
、
お
葬
式

に
は
数
百
人
の
方
が
参
列
し
、
人
生
の
営
み

を
家
族
だ
け
で
は
な
く
地
域
全
体
で
見
守
り
、

勝
ち
抜
き
、
夢
の
甲
子
園
出
場
を
果
た
し
た

の
で
し
た
。
甲
子
園
で
の
対
戦
相
手
は
そ
の

年
の
夏
に
現
役
も
甲
子
園
出
場
を
果
た
し
た

徳
島
県
代
表
鳴
門
高
校
。
何
を
ど
こ
に
投
げ

て
も
ボ
コ
ボ
コ
に
痛
打
さ
れ
大
敗
し
ま
し
た

が
、
甲
子
園
の
マ
ウ
ン
ド
は
本
当
に
投
げ
や

す
く
、
夢
の
よ
う
な
時
間
で
し
た
。
新
宿
高

の
硬
野
に
入
っ
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
え

た
瞬
間
で
し
た
。

　
毎
日
が
夏
休
み

松
岡　

由
紀　

　

都
内
に
生
ま
れ
育
ち
、
未
来
の
選
択
肢
が

最
も
あ
る
東
京
を
わ
ざ
わ
ざ
離
れ
る
決
断
を

す
る
同
級
生
は
数
少
な
い
中
、
当
時
の
私
は

人
生
の
テ
ー
マ
を
「
毎
日
が
夏
休
み
」
と
設

定
し
、
農
的
暮
ら
し
を
実
現
す
る
手
段
取
得

＋
憧
れ
を
胸
に
北
の
大
地
を
目
指
し
ま
し
た
。

北
大
で
は
農
学
を
専
攻
し
、
か
つ
自
己
実
現

大
会
で
は
二
回
戦
で
東
京
高
校
相
手
に
コ
ー

ル
ド
勝
ち
寸
前
ま
で
い
き
な
が
ら
終
盤
追
い

つ
か
れ
、
延
長
逆
転
負
け
、
泣
い
て
も
泣
き

切
れ
な
い
結
果
で
高
校
野
球
生
活
を
終
え
ま

し
た
。

　

そ
れ
か
ら
二
十
年
以
上
経
過
し
た
二
〇
一

〇
年
、
マ
ス
タ
ー
ズ
甲
子
園
と
い
う
野
球
部

の
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
が
県
予
選
を
行
い
代
表
校
が

甲
子
園
で
一
試
合
プ
レ
ー
出
来
る
大
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
上
は
七
十
歳
を
超
え
る
大
先

輩
方
、
下

は
現
役
の

大
学
生
達

が
同
じ
ベ

ン
チ
に
入

り
本
気
で

甲
子
園
出

場
を
狙
い

ま
し
た
。

鈴
木
裕
太

監
督
率
い

る
我
ら
新

宿
高
Ｏ
Ｂ

は
予
選
で

快
進
撃
を

続
け
ト
ー

ナ
メ
ン
ト

戦
を
三
回

マスターズ甲子園

卒業三十周年　6



助
け
合
う
地
域
で
す
。
そ
の
中
で
、
子
供
達

を
含
め
た
よ
そ
者
の
私
た
ち
家
族
は
、
人
生

の
節
目
を
島
の
人
々
に
一
緒
に
祝
っ
て
頂
き
、

父
の
葬
儀
も
盛
大
に
上
げ
て
い
た
だ
き
、
職

場
で
は
日
々
同
僚
と
笑
い
、
東
京
で
は
信
じ

ら
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
一
流
の
人
た
ち
と
も

出
会
い
、
子
供
た
ち
も
大
き
な
刺
激
を
受
け

て
き
て
い
ま
す
。

　

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
七
五
年
間
に
渡
っ
て

続
け
ら
れ
て
い
る
心
理
学
の
研
究
で
は
「
私

た
ち
を
健
康
で
幸
福
に
す
る
の
は
、
富
、
名

声
、
仕
事
で
は
な
く
、
愛
情
あ
る
人
間
関
係

に
尽
き
る
」
と
の
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
ま

す
。
百
年
越
え
の
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
木
に
掛
け

た
ハ
ン
モ
ッ
ク
に
揺
ら
れ
な
が
ら
、
星
を
見

上
げ
つ
つ
友
人
と
盃
を
交
わ
す
…
経
済
効
率
、

物
欲
と
は
対
極
に
あ
る
こ
の
島
で
、
高
校
時

代
に
心
に
描
い
た
「
毎
日
が
夏
休
み
」
の
暮

ら
し
は
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

　　　　　　　　　

　
不
妊
の
サ
ポ
ー
ト
と
私
に
つ
い
て

菅
谷
（
谷
野
）　

典
恵　

　

私
は
三
七
歳
の
時
に
臨
床
心
理
士
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
か
ら
公
認
心
理
師
と
い
う
国

家
資
格
も
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
認
知
度
が
上

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
人
が
生
ま

れ
る
前
か
ら
亡
く
な
っ
た
後
ま
で
、
周
囲
の

人
も
含
め
た
心
理
的
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
の
が

責
務
で
す
。

　

私
の
専
門
は
希
少
な
「
不
妊
の
心
理
サ

ポ
ー
ト
」
で
す
。
不
妊
と
い
う
問
題
は
神
話

に
も
登
場
し
て
お
り
普
遍
的
な
苦
悩
と
も
い

え
ま
す
。
不
妊
で
悩
む
方
々
の
葛
藤
を
少
し

で
も
軽
い
も
の
に
で
き
な
い
か
、
と
い
う
の

が
願
い
で
す
。

　

そ
も
そ
も
な
ぜ
不
妊
を
専
門
と
し
た
の
か
、

私
は
大
学
卒
業
後
、
銀
行
に
入
行
し
三
年
ほ

ど
働
き
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
息
子
を
二
人
授

か
っ
た
の
で
す
が
、
周
囲
の
人
か
ら
「
女
の

子
が
い
な
い
と
寂
し
い
わ
よ
」
と
し
ば
し
ば

言
わ
れ
ま
し
た
。
息
子
二
人
を
育
て
る
私
の

幸
福
度
は
私
に
し
か
わ
か
ら
な
い
の
に
、
周

り
は
そ
う
判
断
し
な
い
こ
と
に
戸
惑
い
を
感

じ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
世
間
と
の
軋
轢
は
際

限
が
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
生
ん
だ
ら
「
も
う

一
人
」、
二
人
生
ん
で
も
「
も
う
一
人
」、
た

く
さ
ん
生
ん
だ
ら
今
度
は
「
生
み
過
ぎ
」、

そ
し
て
性
別
も
…
。
子
ど
も
を
生
み
た
い
の

に
恵
ま
れ
な
い
状
況
は
ど
ん
な
に
つ
ら
い
だ

ろ
う
、
と
専
門
領
域
に
選
び
ま
し
た
。

　

医
療
は
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
す
。

生
殖
に
関
し
て
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

妊
娠
の
成
否
を
分
け
る
最
も
重
要
な
要
因
は
、

受
精
卵
の
染
色
体
に
異
常
が
あ
る
か
否
か
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
受
精
卵
を
子
宮
内
膜
に

人
工
的
に
着
床
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

医
学
的
な
真
実
の
理
解
を
や
ん
わ
り
と
促
し

つ
つ
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
情
緒
的
な
課
題
や

仕
事
と
の
両
立
の
葛
藤
に
寄
り
添
い
、「
自

己
肯
定
感
を
保
ち
な
が
ら
、
医
療
と
適
切
に

付
き
合
っ
て
い
く
方
策
」
を
患
者
さ
ん
と
探

し
て
い
き
た
い
と
日
々
考
え
て
い
ま
す
。

　

臨
床
心
理
学
で
は
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分

を
肯
定
的
に
受
け
入
れ
生
き
て
い
く
こ
と
を

是
と
し
て
い
ま
す
。
幸
せ
と
は
自
分
で
決
め

る
こ
と
で
す
か
ら
。

　

最
新
の
医
療
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
普
遍
的
な

心
理
的
葛
藤
を
併
せ
持
つ
不
妊
問
題
で
す
が
、

こ
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る
卒
業
生
が
い

る
と
い
う
こ
と
を
こ
の
機
会
に
ご
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

7　卒業三十周年



　
徒
然
な
る
回
顧
録

藤
村　

英
詳　

　

平
成
も
終
わ
り
に
近
づ
い
た
あ
る
日
、
タ

イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
か
ら
明
治
通
り
の
向
こ
う

を
眺
め
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
フ
ェ
ン
ス
だ
け

が
見
え
た
。
朝
暘
会
館
の
あ
っ
た
辺
り
は
今

や
バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
。
我
ら
の
校
舎
が

建
っ
て
い
た
の
は
二
塁
と
三
塁
を
結
ん
だ
延

長
線
上
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。
そ
の
奥
は
道

路
予
定
地
。
も
は
や
御
苑
は
隣
で
は
な
い
…
。

　

三
三
年
前
の
三
月
三
日
、
合
格
発
表
の
朝
。

埼
京
線
の
延
伸
開
通
式
典
で
賑
わ
っ
て
い
た

新
宿
駅
を
抜
け
、
や
が
て
校
門
へ
。
渋
谷
区

に
あ
る
新
宿
高
校
。
自
転
車
置
場
を
転
用
し

た
掲
示
板
に
並
ぶ
受
験
番
号
。
真
ん
前
に
は

８
の
字
マ
ー
ク
を
つ
け
た
Ｔ
Ｖ
局
の
カ
メ
ラ

が
一
台
。
も
し
ダ
メ
だ
っ
た
ら
ブ
ラ
ウ
ン
管

で
晒
し
者
か
…
後
で
昼
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た

ら
合
格
通
知
を
手
に
帰
る
自
分
の
姿
が
一
瞬

だ
け
映
っ
て
い
た
。
さ
て
四
月
に
な
っ
て
入

学
後
初
の
朝
礼
、
最
初
の
連
絡
事
項
は
出
入

り
の
パ
ン
屋
が
夜
逃
げ
し
た
話
。
次
い
で
校

長
講
話
が
始
ま
る
と
二
・
三
年
生
が
い
き
な

り
大
歓
声
を
上
げ
て
拍
手
喝
采
。
笑
い
な
が

ら
と
ん
で
も
な
い
高
校
に
来
た
と
思
っ
た
。

　

五
階
の
廊
下
か
ら
西
を
見
れ
ば
、
貨
物
駅

跡
の
広
い
荒
地
と
高
層
ビ
ル
。
都
庁
は
ま
だ

な
か
っ
た
。
教
室
か
ら
東
を
見
れ
ば
塀
の
向

こ
う
は
ど
こ
ま
で
も
ひ
た
す
ら
森
。
プ
ー
ル

で
泳
げ
ば
息
継
ぎ
で
丸
井
や
伊
勢
丹
の
ネ
オ

ン
が
見
え
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
脇
の
塀

の
大
穴
は
（
大
喪
の
礼
で
埋
め
ら
れ
た
が
）

御
苑
へ
の
フ
リ
ー
パ
ス
。
中
央
公
園
で
は
、

運
動
会
の
シ
ー
ズ
ン
に
応
援
合
戦
の
た
め

チ
ー
ム
対
抗
の
創
作
ダ
ン
ス
を
夜
な
夜
な
練

習
。
行
く
前
に
三
角
ビ
ル
五
十
階
の
展
望
台

か
ら
仲
間
と
下
を
眺
め
て
い
た
ら
、
大
量
の

新
宿
高
生
が
ア
リ
の
様
に
わ
ら
わ
ら
と
噴
水

広
場
の
周
り
へ
集
合
し
て
い
く
の
が
見
え
た
。

　

最
寄
駅
が
日
本
一
の
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
を

抱
え
る
た
め
、
そ
れ
を
避
け
て
一
時
間
目
は

八
時
二
十
分
ス
タ
ー
ト
。
当
時
他
の
都
立
高

よ
り
や
た
ら
早
か
っ
た
。
朝
を
抜
い
て
来
た

の
か
休
み
時
間
に
早
弁
す
る
者
数
名
。
昼
の

放
送
で
ザ
・
ス
ク
エ
ア
の
曲
が
流
れ
る
頃
に

は
、
弁
当
箱
は
既
に
空
っ
ぽ
。
買
い
出
し
に

行
き
た
く
て
も
、
そ
の
頃
学
校
周
り
に
コ
ン

ビ
ニ
は
皆
無
。
あ
る
の
は
校
門
前
の
す
い
か

ソ
ー
ダ
と
か
売
っ
て
い
た
自
販
機
。

　

放
課
後
は
、
校
庭
の
至
る
と
こ
ろ
か
ら
、

ひ
た
す
ら
「
フ
ァ
イ
ト
～
」
の
声
出
し
、
隣

の
体
育
館
は
舞
台
も
な
く
衝
立
で
細
か
く
仕

切
ら
れ
、
各
運
動
部
が
ギ
リ
ギ
リ
練
習
中
。

夕
方
五
時
前
に
は
下
校
放
送
で
シ
バ
の
女
王

が
流
れ
、
夕
日
を
浴
び
て
帰
り
道
。
ち
ゃ
ん

屋
に
寄
っ
て
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
を
開
け
、
買
っ

て
飲
む
は
３
０
０
㎖
の
ダ
ル
マ
瓶
。
チ
ェ

リ
ー
コ
ー
ク
と
か
マ
ウ
ン
テ
ン
デ
ュ
ー
と
か
。

５
０
０
㎖
な
ら
ホ
ー
ム
サ
イ
ズ
の
大
瓶
。
空

に
な
っ
た
ら
店
に
返
し
何
十
円
か
換
金
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
登
場
す
る
よ
り
も
遥
か
以

前
の
話
。
家
に
帰
れ
ば
仲
間
と
の
通
信
手
段

は
固
定
電
話
の
み
。
メ
ー
ル
や
ス
マ
ホ
な
ん

ぞ
未
知
の
世
界
。
女
子
の
家
に
か
け
れ
ば
日

曜
だ
と
父
上
が
出
る
。
敬
語
を
究
め
る
最
高

の
場
だ
っ
た
。

　

街
に
は
Ｊ
Ｒ
マ
ー
ク
を
貼
り
付
け
た
列
車

が
走
り
始
め
た
。
店
か
ら
レ
コ
ー
ド
が
消
え
、

Ｃ
Ｄ
が
一
気
に
並
ん
だ
。
青
函
ト
ン
ネ
ル
も

瀬
戸
大
橋
も
開
通
し
た
。
現
役
で
共
通
一
次

を
受
け
た
最
後
の
学
年
、
そ
し
て
高
校
三
年

間
消
費
税
と
無
縁
だ
っ
た
最
後
の
学
年
、
そ

れ
が
平
成
元
年
に
卒
業
し
た
我
ら
四
一
回
生

な
の
で
あ
る
。
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卒
業
三
十
年
　
─
現
在
の
私
─

三
宅
（
徳
野
）　

礼
子　

　

高
校
を
卒
業
し
て
３
０
年
も
経
つ
と
聞
く

と
そ
ん
な
に
時
間
が
経
っ
た
の
か
と
び
っ
く

り
し
ま
す
が
、
振
り
返
る
と
新
宿
高
校
で
過

ご
し
た
３
年
間
は
私
に
取
っ
て
大
変
幸
せ
な

時
代
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
在
学
中
は
あ

ま
り
勉
強
を
し
な
か
っ
た
せ
い
か
、
日
本
史

の
小
野
塚
先
生
が
「
あ
な
た
方
が
安
い
月
謝

で
高
校
に
通
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
は
都

立
高
校
が
都
民
税
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
勉
強
し
な
い
と
税
金
泥
棒
だ
」
と

い
う
よ
う
な
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
こ

と
は
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
は
東
京
藝
術
大
学
の
邦
楽
科
生
田
流

箏
曲
専
攻
へ
す
す
み
、
地
歌
と
呼
ば
れ
る
箏
、

三
味
線
の
古
典
曲
の
演
奏
を
主
に
学
び
ま
し

た
。
現
在
は
古
典
か
ら
現
代
音
楽
、
コ
ン

サ
ー
ト
や
舞
台
で
の
演
奏
、
ス
タ
ジ
オ
で
の

Ｃ
Ｄ
録
音
、
後
進
の
指
導
な
ど
を
し
て
お
り
、

ま
た
こ
こ
数
年
は
文
化
庁
の
巡
回
公
演
事
業

で
各
地
（
昨
年
度
は
北
海
道
、
青
森
県
７

校
）
の
小
学
校
を
ま
わ
り
コ
ン
サ
ー
ト
や
箏

の
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
て
い
ま
す
。

一
括
り
に
小
学
校
と
い
っ
て
も
学
校
の
あ
る

環
境
も
児
童
の
人
数
も
雰
囲
気
も
様
々
で
知

ら
な
い
土
地
に
行
っ
て
子
供
た
ち
と
触
れ
合

う
の
は
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
す
る
体
験
で
す
。

私
自
身
、
父
の
転
勤
で
小
学
３
、
４
年
生
と

長
崎
県
の
対
馬
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
り
、

学
校
の
体
育
館
で
聴
い
た
プ
ロ
の
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
忘
れ
ら
れ
な
い
感
動

と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
巡
回
公
演
も

子
供
た
ち
の
心
の
中
に
何
か
残
る
体
験
に
な

れ
ば
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ボ

リ
ビ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
和
楽

器
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
の
海
外
公
演
の
機
会

に
も
恵
ま
れ
、
昨
年
７
月
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
を

訪
れ
た
際
に
は
ホ
ー
ル
で
の
公
演
の
ほ
か
日

本
の
中
学
校
か
ら
高
校
に
当
た
る
学
校
で
和

楽
器
（
箏
、
三
味
線
、
尺
八
、
琵
琶
）
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
子
供
た
ち
の
瞳
は
好
奇
心
で
キ
ラ
キ

ラ
し
て
い
て
ど
の
子
も
素
直
で
人
懐
っ
こ
く
、

演
奏
を
聴
く
時
は
と
て
も
真
剣
、
楽
器
の
体

験
は
照
れ
つ
つ
も
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
く

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
不
幸
な
内
戦
の
歴
史

に
よ
り
教
育
制
度
も
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
、

現
在
も
音
楽
、
美
術
と
い
っ
た
芸
術
の
授
業

は
ほ
と
ん
ど
な
く
学
校
も
足
り
ず
、
先
生
も

別
の
職
業
を
掛
け
持
ち
し
つ
つ
パ
ー
ト
タ
イ

ム
の
よ
う
な
制
度
で
働
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

子
を
持
つ
者
と
し
て
日
本
は
な
ん
と
恵
ま
れ

て
い
る
こ
と
か
と
感
じ
ま
す
。

　

今
後
も
箏
と
い
う
楽
器
と
と
も
に
世
界
へ

出
か
け
て
い
き
音
楽
を
通
し
て
さ
さ
や
か
な

が
ら
世
の
中
の
役
に
た
て
る
よ
う
生
き
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　　　
　
四
十
？
の
手
習
い

門
脇　

大
介　

　

五
年
前
ぐ
ら
い
か
ら
、
四
一
回
生
の
仲
間

で
「
一
万
人
の
第
九
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
て
い
る
。
テ
レ
ビ
で
見
た
こ
と
の
あ

る
方
も
多
い
と
思
う
が
、
年
末
の
大
阪
城

ホ
ー
ル
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
第
九

番
を
一
万
人
で
歌
う
、
と
い
う
も
の
だ
。
夏

か
ら
全
国
で
レ
ッ
ス
ン
が
始
ま
り
、
十
二
月

初
旬
の
本
番
ま
で
延
べ
四
か
月
の
活
動
に
な

る
。
本
番
は
譜
面
も
見
れ
ず
、
参
加
者
は
ド

イ
ツ
語
歌
詞
を
丸
暗
記
し
て
臨
む
。
な
か
な

か
本
格
的
な
イ
ベ
ン
ト
な
の
で
あ
る
。
我
々

グ
ル
ー
プ
は
今
の
所
、
延
べ
参
加
者
で
五
名
、

男
声
は
残
念
な
が
ら
私
だ
け
で
あ
る
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
水
泳
ど
っ
ぷ
り
だ
っ
た
私

は
、
当
然
譜
面
な
ど
解
ら
ず
、
耳
で
音
を
覚

え
る
し
か
な
い
。
合
唱
の
経
験
と
言
え
ば
、

授
業
と
高
校
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
ぐ
ら
い
し

か
な
く
、
歌
と
言
え
ば
専
ら
仕
事
帰
り
の
ス
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ナ
ッ
ク
で
、
ち
ょ
っ
と
懐
か
し
め
の
ナ
ン

バ
ー
を
、
と
い
う
ぐ
ら
い
だ
。
最
初
の
頃
は

先
生
か
ら
「
六
拍
子
を
し
っ
か
り
感
じ
て
」

「
ス
フ
ォ
ル
ツ
ァ
ン
ド
・
フ
ォ
ル
テ
を
意
識

し
て
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
も
ピ
ン
と
こ
ず
、

ま
し
て
や
「
愛
す
る
人
を
思
い
描
い
て
」
と

か
「
広
い
宇
宙
感
を
感
じ
て
」
と
か
、
も
う

何
の
こ
っ
ち
ゃ
？　

で
あ
る
。
そ
れ
で
も
本

番
を
迎
え
る
頃
に
は
、
発
音
や
発
声
も
よ
く

な
り
、
先
生
の
独
特
な
指
導
も
何
と
な
く
理

解
で
き
、
合
唱
っ
ぽ
い
感
じ
に
な
っ
て
く
る
。

歌
う
こ
と
は
昔
か
ら
好
き
だ
っ
た
の
で
、
仲

間
達
と
の
反
省
会
？
も
含
め
、
レ
ッ
ス
ン
も

楽
し
く
通
っ
て
い
た
。

　

そ
し
て
本
番
。
歌
声
も
二
百
人
か
ら
一
万

人
に
な
り
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
か
ら
フ
ル
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
に
な
り
、
リ
ハ
ー
サ
ル
の
段
階
で
既

に
圧
巻
、
鳥
肌
、
変
な
興
奮
を
覚
え
る
。
前

夜
祭
と
称
し
大
阪
グ
ル
メ
を
堪
能
し
、
酔
い

と
高
揚
で
な
か
な
か
寝
つ
け
な
い
ま
ま
朝
を

迎
え
る
。
正
装
に
着
替
え
、
さ
ら
に
テ
ン

シ
ョ
ン
二
割
増
し
で
歌
い
切
っ
た
瞬
間
、
思

わ
ず
涙
が
出
た
。
涙
腺
が
弱
い
私
だ
け
で
な

く
、
周
り
の
い
い
お
っ
さ
ん
達
が
み
ん
な
涙

ぐ
ん
で
い
る
。
初
回
だ
け
か
と
思
っ
た
が
、

毎
回
感
極
ま
っ
て
い
る
。（
私
だ
け
？
）

　

参
加
メ
ン
バ
ー
も
毎
回
増
え
た
り
減
っ
た

り
（
私
も
こ
こ
二
年
は
お
休
み
中
）、
抽
選

で
出
ら
れ
な
い
回
も
あ
っ
た
り
す
る
が
、
こ

れ
か
ら
も
あ
ま
り
肩
肘
張
ら
ず
、
み
ん
な
で

無
理
せ
ず
楽
し
く
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て

続
け
て
い
け
た
ら
い
い
な
ぁ
、
と
思
っ
て
い

る
。

　　

 

　　
　
自
分
の
足
で
調
べ
て
学
ぶ宮

﨑　

浩
司　

　

我
々
四
十
一
回
生
が
卒
業
し
た
年
は
平
成

元
年
三
月
で
し
た
。
新
年
早
々
昭
和
天
皇
が

亡
く
な
り
、
平
成
と
い
う
元
号
が
決
ま
る
と

共
通
一
次
を
皮
切
り
に
大
学
受
験
へ
突
入
し
、

大
喪
の
礼
が
行
わ
れ
る
ま
で
、
校
門
前
に
は

警
備
の
機
動
隊
員
が
常
駐
し
、
学
校
に
入
る

為
に
生
徒
手
帳
を
提
示
し
な
け
れ
ば
通
し
て

も
ら
え
ず
、
教
室
か
ら
は
壁
越
し
に
見
え
る

御
苑
に
は
警
察
の
装
甲
車
が
止
ま
っ
て
い
る

と
い
う
今
で
は
異
様
な
時
期
を
経
て
の
卒
業

で
し
た
。
三
十
年
を
経
た
今
年
、
偶
然
に
も

元
号
が
変
わ
る
年
と
な
り
。
さ
ら
に
個
人
的

に
は
卒
業
三
十
年
目
の
今
年
、
長
女
が
高
校

に
進
学
す
る
歳
に
な
り
、
不
思
議
な
め
ぐ
り

あ
わ
せ
を
だ
と
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

私
の
高
校
時
代
を
今
振
り
返
る
と
、
た
だ

毎
日
毎
日
部
活
に
明
け
暮
れ
て
い
た
事
だ
け

の
思
い
出
し
か
浮
か
ん
で
こ
な
い
の
で
す
が
、

日
本
史
の
小
野
塚
先
生
の
授
業
は
今
で
も
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
教
科
書
を
使
わ
ず
毎
回
プ
リ
ン

ト
の
穴
埋
め
を
一
人
ず
つ
指
さ
れ
て
答
え
さ

せ
る
授
業
で
し
た
が
、
試
験
と
は
別
に
実
際

に
先
生
が
指
定
し
た
場
所
へ
実
際
に
出
か
け
、

自
分
の
目
で
見
て
調
べ
、
ク
リ
ア
す
る
と
試

験
の
成
績
に
加
点
さ
れ
る
と
い
う
課
題
が
あ

り
ま
し
た
。

　

私
も
点
数
を
少
し
で
も
増
や
し
た
く
、
何

度
も
挑
戦
し
ま
し
た
。
そ
し
て
挑
戦
し
た
課

題
は
卒
業
し
て
三
十
年
を
経
た
今
で
も
結
構

し
っ
か
り
覚
え
て
い
る
の
で
す
。

　

当
時
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
簡
単
に
活
用

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
実
際

現
地
へ
行
く
こ
と
で
見
た
も
の
感
じ
た
事
、

現
地
で
出
会
っ
た
方
々
か
ら
お
聞
き
し
た
事

と
併
せ
、
課
題
と
な
っ
た
歴
史
の
出
来
事
も

し
っ
か
り
と
頭
に
い
る
の
で
す
。
今
で
も
忘

れ
ず
に
。

　

私
は
映
像
中
継
の
シ
ス
テ
ム
や
映
像
ス
タ

ジ
オ
を
設
計
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
番
組
な
ど
を
中
継
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ひ
と
つ
ず
つ
の
仕
事
に
向
き
合
う

時
、
可
能
な
限
り
実
機
に
触
れ
、
現
地
に
赴

き
、
自
分
の
目
で
確
認
す
る
こ
と
を
大
切
に
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し
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
や
カ
タ
ロ
グ
、
図
面

だ
け
で
は
必
ず
見
落
と
し
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

三
十
年
で
世
の
中
は
情
報
が
常
に
飛
び
交

い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
た
く
さ
ん
の
事
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
自
分
の
目
で
見
て
触
れ
る
大
切
さ
は

こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い
は
ず
で
す
。

　

課
題
の
為
に
真
剣
に
自
分
の
足
で
調
べ
た

あ
の
日
を
忘
れ
ず
、
ネ
ッ
ト
だ
け
に
頼
ら
ず

自
ら
見
て
触
れ
て
学
ぶ
こ
と
の
自
由
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
改
め
て
思
い
ま
す
。

　　　　
　
テ
ニ
ス
部
？
管
弦
楽
部
？

　 

人
生
の
分
岐
点
　
　

㊶
回
生
代
表
幹
事　

斉
藤　

隆
嗣　

　

規
律
の
中
に
あ
る
自
由
な
校
風
に
憧
れ
、

念
願
だ
っ
た
新
宿
高
校
に
入
学
し
た
。
心
を

躍
ら
さ
せ
な
が
ら
学
校
生
活
が
始
ま
っ
た
。

　

学
習
は
さ
て
お
き
、
楽
し
み
な
の
が
部
活

動
で
あ
っ
た
。
中
学
生
の
時
は
バ
ス
ケ
部
、

趣
味
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
（
日
帰
り
で
奥
多
摩

や
江
の
島
な
ど
へ
）
等
、
体
を
動
か
す
こ
と

が
大
好
き
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
も
ち
ろ
ん

体
育
会
系
の
部
活
動
を
見
て
ま
わ
っ
た
。

　

硬
質
テ
ニ
ス
部
が
楽
し
そ
う
だ
し
雰
囲
気

も
よ
か
っ
た
の
で
、「
よ
し
、
僕
の
青
春
は

こ
れ
だ
」
と
思
っ
た
が
、
ど
う
し
て
も
心
に

残
っ
て
い
た
部
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
入
学

式
の
時
に
演
奏
し
て
い
た
管
弦
楽
部
で
あ
っ

た
。

　

音
楽
も
好
き
で
あ
っ
た
私
は
、
入
学
式
に

我
々
の
目
の
前
に
あ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
驚

き
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

生
演
奏
を
聴
く
こ
と
が
初
め
て
だ
っ
た
私
は
、

合
唱
団
と
共
に
校
歌
を
演
奏
し
て
い
る
姿
を

見
て
感
動
し
た
も
の
だ
っ
た
。

　

そ
の
管
弦
楽
部
の
新
入
生
歓
迎
コ
ン
サ
ー

ト
に
音
楽
室
へ
向
か
っ
た
。
演
奏
が
終
わ
る

と
、
早
速
先
輩
が
近
寄
っ
て
く
る
。

　
「
ん
、
何
や
り
た
い
？　

金
管
楽
器
？　

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
は
人
気
が
あ
る
か
ら
未
経
験

者
だ
と
厳
し
い
な
。
え
、
ホ
ル
ン
？　

い
い

よ
！　

今
な
ら
い
け
る
！　

一
緒
に
や
ろ

う
！　

決
ま
り
！
」

　　

こ
こ
が
人
生
の
分
岐
点
で
あ
っ
た
。

　　

そ
こ
か
ら
音
楽
活
動
に
の
め
り
込
む
。
案

の
定
、
成
績
は
右
肩
下
が
り
。
で
も
、
副
部

長
に
な
っ
た
私
は
部
長
等
と
共
に
管
弦
楽
部

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
積
極
的
に
活
動
し
た
。

入
学
式
、
卒
業
式
、
夏
合
宿
、
学
園
祭
、
地

区
音
楽
会
、
中
央
音
楽
会
、
そ
し
て
、
年
に

一
度
の
定
期
演
奏
会
『
メ
イ
コ
ン
』
に
向
け

て
、「
ベ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル
を
目
指
せ
（
到
底

無
理
な
話
だ
が
）
！
」
と
言
っ
て
、
毎
日
練

習
に
励
ん
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
の
新
宿
高
校
の
思
い
出

と
い
え
ば
、
管
弦
楽
部
で
あ
る
。
三
十
年
が

過
ぎ
た
今
で
も
、
管
弦
楽
部
の
皆
が
心
を
ひ

と
つ
に
し
て
目
標
へ
向
か
っ
て
や
り
抜
い
た

達
成
感
は
、
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
の
私
は
十
歳
の
息
子
と
四

歳
の
娘
を
も
つ
父
親
で
あ
る
。
我
が
子
と
共

に
今
の
家
庭
が
あ
る
の
も
、
実
は
こ
の
管
弦

楽
部
が
深
く
関
係
し
て
い
る
。
妻
は
、
管
弦

楽
部
の
後
輩
な
の
だ
。
今
は
、
妻
と
地
元
の

吹
奏
楽
団
に
所
属
し
、
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
の
演
奏
や
定
期
演
奏
会
で
年
に
８
回
程
、

一
緒
に
演
奏
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
校
Ｏ
Ｂ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
も
活
動
し
て
い
る
。

　

私
の
人
生
で
、
あ
の
時
に
管
弦
楽
部
に

入
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
全
く
違
っ
た
人
生
に

な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
今
の
幸
せ
を
か
み

し
め
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
家
族
の
さ
ら
な

る
幸
せ
を
願
い
、
残
り
の
人
生
を
駆
け
抜
け

て
い
く
。
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も
う
す
ぐ
還
暦
、
人
に
よ
っ
て
は
早
め
に

第
二
の
人
生
を
歩
み
始
め
て
い
る
と
か
、
孫

と
遊
ぶ
の
が
楽
し
み
と
か
、
四
十
年
は
長
い

な
あ
と
感
じ
ま
す
。
高
校
生
活
っ
て
た
っ
た

の
三
年
間
で
す
よ
ね
、
な
ん
で
こ
ん
な
に
楽

し
く
思
い
出
す
の
で
し
ょ
う
。
卒
業
し
て
か

ら
の
方
が
ず
っ
と
長
く
生
き
て
い
る
の
に
、

あ
の
三
年
間
に
何
か
が
濃
縮
さ
れ
て
い
て
、

今
も
自
分
の
中
に
い
ま
だ
に
残
っ
て
い
る
か

ら
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
た
く
さ
ん
の
同
期
に
寄
稿
し
て

貰
っ
て
い
ま
す
。
近
況
報
告
や
四
十
年
間
の

振
り
返
り
、
今
思
う
こ
と
な
ど
な
ど
。
仕
事

も
住
む
場
所
も
い
ろ
い
ろ
、
考
え
方
も
い
ろ

い
ろ
。
読
ん
で
み
る
と
、
全
部
嬉
し
い
、
ワ

ク
ワ
ク
し
ま
す
。
そ
う
か
ー
、
こ
れ
か
ー
っ

て
思
い
ま
し
た
。
あ
の
三
年
間
で
た
く
さ
ん

の
個
性
と
濃
く
接
し
た
こ
と
、
そ
の
個
性
を

み
ん
な
が
認
め
合
っ
て
く
れ
た
こ
と
。
だ
か

ら
あ
の
三
年
間
は
特
別
で
消
え
て
い
か
な

い
っ
て
こ
と
じ
ゃ
あ
な
い
か
と
。

　

み
ん
な
と
一
緒
に
新
宿
高
校
卒
業
で
き
て

本
当
に
良
か
っ
た
。
代
表
幹
事　

荒
木
正
直

　

＊
執
筆
者
名
は
全
て
旧
姓
表
記
で
す
。

加
し
ま
し
た
。
銅
版
画
は
、「
水
の
中
に
生

ま
れ
る
」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
を
制
作
し
て
い

ま
す
。
写
真
は
、
Ⅲ
で
、
ア
ワ
ガ
ミ
国
際
ミ

ニ
プ
リ
ン
ト
展
の
入
選
作
で
す
。
染
色
は
体

か
ら
湧
き
上
が
る
衝
動
に
従
い
フ
リ
ー
に
明

る
く
元
気
な
作
品
を
絹
に
制
作
し
て
い
ま
す
。

ま
た
身
に
着
け
て
気
持
ち
の
明
る
く
な
る
作

品
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

（
染
色
・
銅
版
画
作
家
）

　　
　
こ
れ
幸
い
な
り

谷
口　

英
司　

　

新
宿
高
校
卒
業
四
十
周
年
と
い
う
こ
と
は
、

そ
の
卒
業
後
の
半
分
以
上
の
月
日
を
こ
こ
台 

湾
台
北
で
過
ご
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
私 

は
�
年
に
台
北
に
来
て
以
来
、
こ
ち
ら
で

セ
ッ
シ
ョ
ン
ギ
タ
リ
ス
ト
、
作
編
曲
家
、
ギ

タ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
活
動
し
て

い
る
。

　

台
北
へ
の
移
住
を
決
め
た
と
き
、
両
親
は

さ
ぞ
か
し
驚
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
な

が
ら
そ
れ
を
理
解
し
、
支
持
し
て
く
れ
た
こ

と
に
ず
っ
と
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

　

そ
の
父
も
二
年
前
に
亡
く
な
り
、
母
は
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
で
今
は
も
う
私
の
こ
と
は
覚

　
数
学
か
ら
ア
ー
ト
に

椎
名　

明
子　

　

新
宿
高
校
で
は
美
術
と
無
関
係
に
数
学
と

器
械
体
操
一
筋
。
数
学
科
へ
進
学
し
て
か
ら

は
数
学
三
昧
の
時
間
。
そ
し
て
教
員
の
職
も
。

　

と
こ
ろ
が
太
陽
に
当
た
れ
な
い
病
気
に
か

か
り
、
足
も
不
自
由
に
な
り
、
自
宅
近
く
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
行
っ
て
か
ら
、
美
術
一

筋
。「
染
工
房
し
ー
な
」
と
い
う
名
の
工
房

も
借
り
て
、
年
間
十
数
回
の
発
表
を
し
て
い

ま
す
。
最
近
は
、
昨
年
九
月
に
銀
座
ギ
ャ
ラ

リ
ー
G2
で
個
展
を
、
同
じ
く
G2
か
ら
、
十
一

月
に
パ
リ
で
「
富
士
山
を
世
界
に
」
展
に
参

　
卒
業
四
十
周
年
　
…
…

　
　
昭
和
の
終
わ
り
か
ら
平
成
・
新
時
代
へ
　
そ
れ
ぞ
れ
の
轍
。31回
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果
て
し
な
い
稼
業
こ
れ
か
ら
も
！

北
村　

岳
子　

　

高
校
生
の
頃
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
目
指
し
、

ジ
ー
ザ
ス
ク
ラ
イ
ス
ト
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
で

初
舞
台
を
踏
ん
で
か
ら
何
年
経
ち
ま
し
た
か
。

　

今
年
三
月
［
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
フ
ォ
ー
リ
ー

ズV
O

L11

］
五
月
は
［
お
家
さ
ん
］
大
阪

公
演
。
な
ん
だ
か
宣
伝
に
な
っ
ち
ゃ
い
ま
し

た
が
、
ま
だ
ま
だ
や
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

稼
業 

来
年
は
何
を
し
て
る
や
ら
全
く
分
か

ら
ぬ
不
安
定
な
稼
業
で
す
が
、
そ
れ
で
よ
く

こ
こ
ま
で
続
け
て
き
た
と 

我
な
が
ら
感
心

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｅ
テ
レ
の
コ
レ
ナ

ン
デ
商
会
で
タ
ー
キ
ー
さ
ん
と
い
う
ヘ
モ
グ

ロ
便
（
宅
急
便
）
の
オ
バ
さ
ん
の
声
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
お
子
さ
ん
（
お

孫
さ
ん
か
な
）
の
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

大
阪
芸
術
大
学
で
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
コ
ー

ス
の
准
教
授
と
し
て
舞
台
を
目
指
す
若
者
達

に
ダ
ン
ス
の
振
り
付
け
な
ど
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
ま
す
。
歌
っ
て
踊
る
オ
バ
さ
ん
い
や
オ

バ
ー
さ
ん
目
指
し
て
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
（
女
優
）

気
が
つ
い
た
ら
余
命
も
㉚
年
か
な
、
と
い
う

年
齢
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
あ
と
は
好

き
な
こ
と
を
目
一
杯
や
っ
て
、
そ
れ
で
食
べ

て
い
く
こ
と
を
目
指
そ
う
と
思
い
ま
す
。

　

今
は
と
り
あ
え
ず
、
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
で

ハ
ッ
ピ
ー
な
毎
日
で
す
が
、
稼
が
ず
に
ず
っ

と
生
き
ら
れ
る
ほ
ど
優
雅
な
身
分
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
な
の
で
、
書
道
の
お
仕
事
あ
っ
た

ら
下
さ
い
（
切
実
）。
書
道
家
と
し
て
で
き

る
の
は
、
ロ
ゴ
な
ど
を
筆
文
字
で
書
く
こ
と
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
書
作
品
の
制
作
販
売
、
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
出
張
書
道
教
室etc

で
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
書
道
家　

Ｋ
ｏ
ｙ
ａ
）

え
て
い
な
い
。

日
々
当
た
り
前
の

こ
と
に
対
し
て
感

謝
で
き
る
と
い
う

こ
と
は
心
に
少
な

か
ら
ず
余
裕
が
あ

る
と
い
う
こ
と
だ

ろ
う
し
、
ま
た
幸
せ
な
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。

残
る
人
生
を
そ
う
し
て
過
ご
せ
れ
ば
、
こ
れ

幸
い
な
り　
　
　
　
　
（
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
）

　　　
　
書
道
家
（
駆
け
出
し
）
で
す
。

堀
田　

幸
子　

　

会
社
員
の
傍
ら
書
道
家
と
し
て
も
活
動
し

て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
九
月
に
、
㉚
年
ほ
ど

勤
め
た
会
社
を
退
職
し
、
書
道
家
専
業
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
書
道
家
を
名

乗
っ
て
い
た
け
ど
、
実
際
に
は
給
料
を
趣
味

に
つ
ぎ
込
ん
で
い
た
だ
け
、
そ
し
て
今
は
、

書
道
家
を
名
乗
っ
て
い
る
け
ど
、
ぜ
ん
ぜ
ん

稼
げ
て
は
い
な
い
、
っ
て
い
う
の
が
、
実
情

で
も
あ
り
ま
す
。

　

も
と
も
と
会
社
勤
め
な
ん
て
不
向
き
な
人

間
だ
と
思
う
の
に
、
㉚
年
も
続
け
ち
ゃ
っ
て
、

13　卒業四十周年



ア
諸
国
か
ら
中
東
ま
で
飛
ば
さ
れ
る
役
を
任

さ
れ
、
そ
の
多
く
の
出
会
い
と
幸
運
に
は
心

か
ら
感
謝
。

　

家
で
は
夫
と
息
子
と
二
か
国
語
が
飛
び
交

い
、
毎
月
シ
ア
ト
ル
か
ら
新
宿
の
実
家
の
両

親
に
ス
カ
イ
プ
す
る
日
々
で
す
。

　
（
シ
ア
ト
ル
空
港
路
線
開
発
部
長
）

　　　
　
今
、
思
う
事

森
下　

泰　

　

私
、
舞
台
へ
の
強
い
思
い
で
舞
台
照
明
家

の
道
を
選
び
ま
し
た
。

　

先
日
、
芸
能
山
城
組
の
作
品
「
鳴
神
」
の

四
年
振
り
の
本
公
演
に
立
ち
会
い
ま
し
た
。

公
演
の
副
題
は
「
職
業
的
演
劇
家
・
音
楽
家

は
果
た
し
て
必
須
か
」
で
す
。
組
員
は
他
に

本
業
を
持
っ
て
い
る
非
職
業
的
人
員
で
す
。

　

創
設
期
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
は
私
よ
り
年
上

で
す
が
、
こ
の
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
達
の

四
年
振
り
の
再
演
に
向
け
て
の
思
い
は
非
常

に
熱
い
物
で
し
た
。

　

再
演
の
舞
台
へ
の
情
熱
！

　

舞
台
照
明
を
仕
事
と
し
て
い
る
私
は
職
業

的
演
劇
家
の
一
人
で
す
。
彼
ら
に
勝
る
仕
事

く
楽
し
ん
で
い
る
。

（
Ｎ
Ａ
Ｂ
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　　　
　
太
平
洋
を
渡
っ
て

石
渡　

和
恵　

　

大
学
卒
業
か
ら
間
も
な
く
、
ピ
カ
ピ
カ
の

パ
ス
ポ
ー
ト
と
片
道
切
符
と
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス

２
個
だ
け
持
っ
て
、
単
身
ア
メ
リ
カ
・
シ
ア

ト
ル
に
渡
っ
て
住
み
始
め
、
あ
っ
と
い
う
間

に
㊱
年
近
い
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。

　

海
外
経
験
ゼ
ロ
な
の
に
、
い
き
な
り
ア
メ

リ
カ
人
だ
け
の
職
場
に
飛
び
込
む
と
い
う
無

謀
さ
。
今
思
え
ば
、
そ
れ
が
お
そ
ら
く
こ
れ

ま
で
の
人
生
で
最
良
の
判
断
で
し
た
。
あ
り

が
た
い
事
に
シ
ア
ト
ル
の
人
々
は
若
い
と
か

女
性
だ
と
か
日
本
人
だ
と
か
い
う
レ
ッ
テ
ル

に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
私
を
あ
く
ま
で
一

個
の
人
間
と
し
て
扱
い
、
米
国
市
民
で
も
な

い
私
に
㉚
代
半
ば
で
管
理
職
を
与
え
、
そ
の

部
下
に
は
先
輩
も
い
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
に
い
る
か
ら
こ
そ
学
ぶ
こ
と
も

多
く
、
日
本
専
門
家
な
ど
と
自
分
で
壁
を

作
っ
て
は
い
け
な
い
と
叱
ら
れ
、
気
づ
け
ば

シ
ア
ト
ル
の
空
港
を
代
表
し
て
欧
州
・
ア
ジ

　
未
来
へ
の
ホ
ー
プ

福
田　

友
美　

　

平
成
最
後
の
年
に
嬉
し
い
こ
と
が
二
つ
起

こ
っ
た
。
ひ
と
り
娘
が
米
国
で
大
学
院
を
卒

業
。
努
力
家
の
彼
女
に
敬
意
を
払
う
。
も
う

一
つ
は
、
優
秀
で
と
て
も
人
柄
の
良
い
義
理

の
息
子
が
で
き
た
。
娘
の
大
学
時
代
か
ら
の

ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド
。
も
う
そ
ん
な
歳
に
な
っ

た
ん
だ
と
驚
き
な
が
ら
も
孫
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
。　
　
　
　
　
　

　

自
分
は
米
国
団
体
の
日
本
オ
フ
ィ
ス
運
営

の
職
に
つ
い
て
い
る
。
そ
の
合
間
を
ぬ
っ
て
、

大
学
の
通
信
教
育
で
経
営
学
を
学
び
中
。
テ

ス
ト
毎
に
ヒ
ー
ヒ
ー
言
い
な
が
ら
も
懐
か
し

卒業四十周年　14



ご
す
が
、
四
十
歳
の
頃
に
、「
何
か
物
足
り

な
い
」
と
思
い
始
め
る
。「
自
分
は
何
を
す

る
為
に
存
在
し
て
る
か
？
」
安
定
よ
り
突
出

と
真
剣
に
思
い
、
猛
烈
に
質
の
高
い
仕
事
を

求
め
て
、
自
分
の
デ
ザ
イ
ン
を
売
り
込
み
だ

す
。
数
年
後
に
社
内
に
独
立
し
た
デ
ザ
イ
ン

チ
ー
ム
Ａ
Ｎ
Ｄ
を
設
立
。
設
計
施
工
会
社
の

中
で
、
唯
一
の
デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
世
界
と
勝

負
を
す
る
組
織
を
目
指
す
。

　

現
在
は
、
国
内
外
の
ブ
テ
ィ
ッ
ク
、
レ
ス

ト
ラ
ン
、
ホ
テ
ル
、
レ
ジ
デ
ン
ス
の
空
間
デ

ザ
イ
ン
を
行
い
（
羽
田
サ
ク
ラ
ラ
ウ
ン
ジ
・

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
東
京
他
）
国
内
外
で
デ
ザ

イ
ン
ア
ワ
ー
ド
も
獲
得
す
る
に
至
る
。
小
学

生
の
頃
に
憧
れ
た
住
宅
の
設
計
を
五
五
歳
に

し
て
初
め
て
受
注
し
、
昨
年
竣
工
に
至
る
。

四
十
年
来
の
夢
を
遂
に
実
現
！
未
知
の
自
分

の
才
能
を
信
じ
、
空
間
デ
ザ
イ
ン
を
す
る

日
々
を
楽
し
ん
で
い
る
。（空

間
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

　
ア
カ
デ
ミ
ー
・
デ
ュ
・
バ
ン野村　

貴
一　

　

大
学
新
入
生
時
、
サ
ー
ク
ル
等
で
新
宿
や

渋
谷
に
飲
み
に
行
く
と
、
何
故
か
先
輩
よ
り

お
店
を
知
っ
て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
そ

り
ゃ
、
新
宿
高
校
卒
で
す
か
ら
ね
。
体
を
壊

田
弘
子
さ
ん
の
舞
台
で
樋
口
一
葉
の
作
品
の

朗
読
を
聴
い
た
。
眼
で
読
む
以
上
に
作
品
が

心
に
届
い
て
、
な
ん
と
す
ご
い
世
界
が
あ
る

の
か
と
鳥
肌
が
た
っ
た
。
以
来
、
仕
事
を
続

け
な
が
ら
、
幸
田
さ
ん
が
教
え
る
講
座
に
通

う
な
ど
し
て
朗
読
へ
の
道
を
歩
み
始
め
た
。

四
十
代
後
半
か
ら
は
こ
の
道
一
筋
。
大
学
や

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
で
教
え
た
り
、
年
に
数

回
は
朗
読
会
も
開
催
し
て
い
る
。

　
「
言
葉
」
ほ
ど
厄
介
な
も
の
は
な
い
の
で
、

自
分
の
言
葉
で
は
な
く
、
作
品
の
言
葉
を
通

し
て
自
分
を
表
現
し
た
い
と
思
っ
て
朗
読
を

続
け
て
い
る
。
悩
み
は
尽
き
な
い
が
「
小
指

の
爪
が
届
く
か
ど
う
か
」
の
目
標
に
向
か
っ

て
い
き
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
（
朗
読
家
）

　　　
　
自
分
探
し
現
在
進
行
形

小
坂　

竜　

　

卒
業
後
、
浪
人
し
武
蔵
美
建
築
学
科
入
学
。

就
職
す
る
が
二
週
間
で
退
社
。
ま
た
夜
間
の

美
術
専
門
学
校
に
入
学
し
、
父
が
倒
れ
㈱
乃

村
工
藝
社
に
中
途
入
社
す
る
。
百
貨
店
の
イ

ン
テ
リ
ア
を
担
当
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
し
て
安
定
し
た
毎
日
を
十
年
程
過

に
対
す
る
情
熱
を
職
業
人
と
し
て
持
っ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
こ
れ
が
な

か
な
か
難
し
い
。
仕
事
に
流
さ
れ
て
し
ま
う

事
も
多
々
有
り
、
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

二
〇
一
四
年
に
日
本
照
明
家
協
会
の
優
秀

賞
を
頂
き
、
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
事
へ
の
節

目
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
、
高
校
三

年
次
に
自
主
映
画
作
成
に
没
頭
し
て
い
た
私

と
、
今
の
私
は
同
次
元
に
い
る
の
か
？
疑
問

で
す
。「
情
熱
」
と
い
う
言
葉
を
今
一
度
考

え
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。　
（
舞
台
照
明
家
）

　　　
　
小
指
の
爪
が
届
く
か
ど
う
か
…
。

鈴
木　

千
秋　

　

高
三
の
十
月
、
担
任
の
竹
中
幸
子
先
生
が

急
逝
さ
れ
た
。
そ
の
数
日
前
、
進
路
面
談
で

志
望
校
を
話
し
た
時
に
「
い
ま
の
実
力
で
は

小
指
の
爪
が
届
く
か
ど
う
か
ね
」
と
言
わ
れ

た
の
が
私
へ
の
最
後
の
言
葉 

だ
っ
た
。

　

放
送
系
サ
ー
ク
ル
に
い
た
の
で
「
声
」
の

仕
事
に
憧
れ
た
が
狭
き
門
で
望
み
は
叶
わ
ず
、

大
学
卒
業
後
、
編
集
の
仕
事
に
就
い
た
。
仕

事
は
面
白
か
っ
た
が
、「
声
」
へ
の
憧
れ
は

つ
ね
に
あ
っ
た
。
二
五
歳
の
頃
、
初
め
て
幸
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●
放
送
研
究
部
の
先
輩
と
結
婚
し
、
義
父
が

定
年
後
に
始
め
た
陶
芸
教
室
で
陶
芸
を
学
び
、

義
父
亡
き
あ
と
教
室
を
継
い
で
⓳
年
に
な
り

ま
す
。
そ
の
間
、
教
室
の
作
陶
展
を
⓬
回
開

催
。
登
り
窯
に
も
参
加
す
る
な
ど
、
会
員
の

皆
さ
ん
と
焼
き
物
作
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

青
山
純
子

●
ア
フ
リ
カ
の
サ
フ
ァ
リ
に
憧
れ
て
、
昨
年

ケ
ニ
ア
に
四
回
目
の
野
生
動
物
の
撮
影
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
何
度
行
っ
て
も
そ
の
雄

大
さ
、
生
命
の
輝
き
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
口
泰
之

　　　　　　　　　
●
入
学
後
、
ま
も
な
く
管
弦
楽
部
に
入
団
し

た
私
は
第
一
七
代
目
に
し
て
初
の
現
役
バ

ス
ー
ン
（
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
）
奏
者
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
の
大
学
時
代
、
そ
し
て
社
会
人

に
な
っ
て
か
ら
も
演
奏
活
動
を
継
続
し
、
現

在
も
複
数
の
ア
マ
オ
ケ
で
活
動
し
て
お
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
川
浩
一

●
放
送
部
だ
っ
た
私
は
校
舎
の
屋
上
か
ら
新

宿
御
苑
に
向
か
っ
て
発
声
練
習
を
し
て
い
ま

し
た
。
今
は
そ
の
御
苑
が
吟
行
場
所
で
す
。

　

一
重
散
り
八
重
の
花
見
も
御
苑
か
な　

晶

子
「
姫
沙
羅
」
と
い
う
俳
句
会
で
句
誌
を
毎

月
発
行
し
な
が
ら
句
作
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

笠
野
晶
子

●
高
校
ま
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
大
学
で
少
林

寺
拳
法
、
そ
し
て
今
は
自
然
の
中
で
ゆ
る
り

と
太
極
拳
を
し
て
い
ま
す
。

　

無
為
自
然
を
よ
し
と
す
る
老
子
の
思
想
を

高
校
で
学
び
、
そ
れ
に
惹
か
れ
た
こ
と
が
今

に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

石
嶋
和
代

●
勤
続
四
十
年
、
し
っ
か
り
と
お
局
様
。
大

過
な
く
過
ご
せ
た
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
も
仕

事
の
比
重
が
重
す
ぎ
た
と
も
思
う
。

　

動
け
る
内
に
色
々
楽
し
み
た
い
と
、
上
司

に
は
「
六
十
で
辞
め
る
」
と
宣
言
済
み
。

　

ま
ず
は
、
東
京
の
探
検
か
。
櫻
井
里
豊
子

●
大
塚
・
萬
劇
場
の
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

一
枚
目
の
ド
ミ
ノ
が
高
校
演
劇
部
で
、
気
が

付
い
た
ら
こ
ん
な
今
で
す
。
教
室
で
公
演
し

て
、
交
換
ノ
ー
ト
し
て
、
皆
い
い
人
ば
っ
か

り
で
し
た
。
卒
業
後
も
ず
っ
と
公
演
観
て
く

れ
て
、
何
も
お
返
し
で
き
て
な
い
け
ど
、
ど

う
も
あ
り
が
と
う
。　
　
　
　
　

飯
村
弘
一

す
こ
と
な
く
順
調
に
飲
ん
で
お
り
ま
し
た
ら
、

副
業
で
ワ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
、
ソ
ム
リ
エ
取
得

希
望
者
向
け
講
師
と
な
っ
て
ま
し
た
。

　

生
徒
さ
ん
は
一
般
の
方
が
大
半
で
す
。
授

業
は
基
本
二
時
間
。
最
初
の
一
時
間
は
座
学

講
義
で
産
地
名
や
ぶ
ど
う
品
種
等
の
説
明
。

後
半
一
時
間
は
テ
ィ
ス
テ
ィ
ン
グ
。
最
初
香

り
だ
け
で
イ
ン
ト
ロ
ク
イ
ズ
の
よ
う
に
ワ
イ

ン
を
い
ろ
い
ろ
と
推
理
。
次
に
や
っ
と
一
口

だ
け
含
む
の
で
す
が
す
ぐ
に
吐
き
出
す
ん
で

す
よ
ね
。
面
倒
く
さ
い
で
し
ょ
。
そ
の
反
動

で
授
業
後
は
皆
で
一
人
１
本
飲
ん
で
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
陰
様
で
生
徒
さ
ん
等

様
々
な
職
業
や
年
齢
の
方
と
飲
み
友
達
に
も

な
れ
ま
し
た
。

　

高
校
同
期
と
は
現
在
で
も
、
毎
年
夏
は
館

山
寮
一
泊
、
ゴ
ル
フ
年
２
回
、
忘
年
会
等
で

集
ま
り
、
夜
は
当
然
酒
盛
り
。
自
分
が
一
生

懸
命
気
を
使
っ
て
ワ
イ
ン
⓾
本
等
揃
え
て
も
、

盛
り
上
が
り
は
い
つ
も
と
一
緒
！
仲
良
い
ん

だ
ろ
な
。　
　
　
（
ワ
イ
ン
講
師
・
利
酒
師
）
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●
高
校
を
卒
業
し
航
空
大
学
校
を
経
て
夢
見

た
エ
ア
ラ
イ
ン
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
。
最
早
ベ
テ

ラ
ン
の
域
に
入
っ
た
け
れ
ど
未
だ
に
資
格
維

持
の
為
、
毎
年
数
回
の
訓
練
と
試
験
。
学
生

気
分
が
抜
け
な
い
の
は
そ
の
せ
い
？　

現
在

も
夢
に
向
か
っ
て
驀
進
中
！　
　

中
移
慶
介

●
香
港
に
三
十
年 

漠
然
と
西
海
岸
に
憧
れ

て
い
た
の
に 

な
ぜ
か
真
逆
の
東
南
ア
ジ
ア

に
。 

当
時
の
新
宿
と
八
十
年
代
の
香
港
は 

怪
し
い
活
気
が
ど
こ
と
な
く
似
て
い
て 

だ

か
ら
長
居
が
始
ま
っ
た
の
か
。 

大
陸
で
ニ
ッ

ト
を
作
り
香
港
か
ら
売
る 

今
だ
に
〇
〇
の

一
つ
覚
え
。　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉
邦
和

●
ず
っ
と
子
供
向
け
の
キ
ャ
ラ
や
デ
ザ
イ
ン

の
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。
最
初
は
雑
貨
、

次
は
服
飾
、
メ
ゾ
ピ
ア
ノ
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

に
二
十
年
。
今
は
独
立
、
外
注
請
負
の
傍
ら

イ
ラ
ス
ト
展
な
ど
「
作
品
」
を
増
や
し
て
い

ま
す
。
夏
に
漫
画
「
猫
の
手
を
借
り
て
る
」

の
単
行
本
も
出
る
予
定
。　
　
　

小
泉
史
枝

●
大
学
の
専
攻
、
就
職
先
と
は
全
く
毛
色
の

違
う
料
理
教
室
の
講
師
を
し
て
い
ま
す
。
四

十
年
前
に
こ
れ
位
努
力
し
て
い
た
ら
未
来
は

も
っ
と
拓
け
て
い
た
か
な
ぁ
⁉
小
学
生
か
ら

口
煩
い
ご
婦
人
、
堅
物
の
紳
士
ま
で
、
時
に

は
取
材
も
入
っ
て
変
化
に
富
ん
だ
毎
日
で
す
。

藤
田
直
子

●
高
校
時
代
の
部
活
を
本
業
に
し
た
。
東
京

五
輪
ま
で
二
年
を
切
っ
た
。
ま
だ
夢
の
途
中
、

心
は
青
春
。
恩
師
（
故
島
田
房
二
先
生
）
の

教
え
と
旧
友
の
笑
顔
を
源
に
、
日
本
代
表

チ
ー
ム
が
表
彰
台
に
上
る
姿
を
夢
見
て
奮
闘

の
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。

　

日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会　
　

羽
田
裕
一

●
高
校
で
は
朝
陽
会
館
で
将
棋
を
指
し
て
い

た
。
五
十
を
過
ぎ
て
か
ら
杣
人
の
保
護
司
と

な
っ
た
。
写
真
を
撮
り
、
食
事
を
作
り
、
山

を
歩
き
、
醸
造
酒
と
映
画
を
愛
し
、
哲
学
す

る
。
家
族
か
ら
は
浮
世
離
れ
と
揶
揄
さ
れ
る

が
、
中
々
や
め
ら
れ
な
い
。　

　

上
田
雅
夫

●
災
害
が
多
発
し
た
平
成
三
十
年
、
私
は
豪

雨
災
害
の
被
災
地
倉
敷
へ
行
っ
て
き
た
。
天

井
、
壁
、
床
を
壊
し
、
床
下
の
泥
を
出
し
、

消
毒
を
す
る
。
家
屋
再
建
に
向
け
た
支
援
だ
。

報
道
さ
れ
な
く
な
っ
て
も
ま
だ
助
け
が
必
要

な
人
が
沢
山
い
る
。
ま
た
行
か
ね
ば
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
多
恵
子

17　卒業四十周年

卒
業
四
十
周
年
同
期
会
の
ご
案
内

本
年
十
一
月
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

前
回
同
期
会
の
名
簿
か
ら
、
変
更
の
あ
る

方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

M
ass.araki@

gm
ail.com



　18



一
九
六
九
か
ら
二
〇
一
九
へ

　

元
号
が
改
め
ら
れ
た
。
二
一
回
生
は
卒
業

五
十
周
年
を
迎
え
た
。
何
か
と
変
わ
り
目
に

居
合
わ
せ
る
学
年
で
あ
る
。
記
念
の
同
期
会

が
六
月
二
二
日
（
土
）
午
後
三
時
「
ク
ル
ー

ズ
ク
ル
ー
ズ
新
宿
」
で
開
催
さ
れ
る
。
大
い

に
旧
交
を
温
め
よ
う
。
奮
っ
て
ご
参
加
を
！

　

さ
て
、
十
八
歳
の
若
者
は
今
や
六
十
八
歳

に
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
百
年
時
代
を
如

何
に
生
き
る
か
、
ふ
と
考
え
る
。
四
五
周
年

同
期
会
に
寄
せ
ら
れ
た
故
佐
藤
喜
一
先
生
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
一
つ
の
ヒ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

　
「
皆
さ
ん
も
、
こ
れ
か
ら
愉
し
め
る
こ
と

を
発
見
し
打
ち
込
ん
で
み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
。
人
生
っ
て
、
イ
イ
も
ん
だ
な
、
と
思
い

ま
す
よ
」
満
ち
足
り
た
執
筆
ラ
イ
フ
ゆ
え
の

心
境
と
思
う
。
か
く
あ
り
た
い
も
の
だ
。

　

そ
う
言
え
ば
、
朝
陽
五
八
号
卒
業
四
十
周

念
記
事
に
こ
ん
な
一
節
が
あ
っ
た
。「
本
業

並
み
の
趣
味
を
持
つ
人
も
多
い
」
と
。
し
た

か
っ
た
こ
と
、
ず
っ
と
続
け
て
来
た
こ
と
、

新
た
に
関
心
を
持
っ
た
こ
と
に
打
ち
込
み
、

高
め
て
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
す
同
期
生

た
ち
を
ご
紹
介
し
よ
う
。

（
幹
事　

芝
山　

鈴
木　

西
村　

花
沢
）

し
て
そ
の
部
分
は
大
き
い
。
ア
セ
ン
ブ
リ
ー

（
全
校
朝
礼
）
で
は
二
十
四
節
気
の
話
を
必

ず
す
る
。
そ
し
て
、
万
葉
集
や
古
事
記
な
ど

を
児
童
向
け
に
書
い
て
い
る
と
い
う
わ
け
だ
。

現
在
は
日
本
人
の
歴
史
物
語
の
シ
リ
ー
ズ
も

の
を
逐
次
出
し
て
い
る
。

　

恩
師
の
言
葉
で
忘
れ
な
い
も
の
の
一
つ
に 

〝know
 thyself

〟
が
あ
る
。
倫
社
の
渡
辺

伊
藤
先
生
。
ず
っ
と
頭
か
ら
離
れ
な
い
で
い

た
。
そ
し
て
、つ
い
に
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の「
は

じ
め
に
」
の
冒
頭
に
こ
れ
を
使
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
本
の
た
め
に
ず
い
ぶ
ん
と
調
べ
物

を
し
た
。
自
分
は
無
知
で
あ
る
と
悟
る
こ
と

が
で
き
た
。
日
本
人
の
三
蔵
法
師
が
唐
で
活

躍
し
て
い
た
こ
と
、
支
倉
常
長
一
行
の
う
ち

ス
ペ
イ
ン
に
残
っ
た
武
士
の
子
孫
が
今
で
も

サ
ム
ラ
イ
の
末
裔
と
言
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

は
調
べ
て
い
て
面
白
い
。
日
本
式
の
水
田
を

整
然
と
作
り
ハ
ポ
ン
と
い
う
姓
を
名
乗
っ
て

い
る
者
が
千
人
近
く
も
い
る
の
で
あ
る
。
恥

ず
か
し
い
こ
と
も
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
の
三
大

紀
行
文
と
い
わ
れ
る
円
仁
の
「
入
唐
求
法
巡

礼
行
記
」
は
元
駐
日
大
使
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
が

世
界
に
紹
介
し
て
日
本
で
も
知
ら
れ
、
外
国

で
映
画
に
な
っ
て
私
た
ち
は
杉
原
千
畝
の
こ

と
を
知
っ
た
。
そ
う
い
う
日
本
人
が
た
く
さ

ん
い
る
の
で
あ
る
。
ま
っ
た
くknow

 
thyself

な
の
だ
。

　
汝
自
身
を
知
れ

Ａ
組　

西
村 

昭
比
古　

　

エ
ン
ジ
ニ
ア
を
や
め
四
十
歳
で
小
学
校
の

教
師
に
な
っ
た
。
い
ま
の
ご
縁
は
こ
の
「
朝

陽
」
だ
。
二
期
下
の
山
口
紀
生
さ
ん
が
運
営

し
て
い
る
初
の
株
式
会
社
立
の
小
学
校
の
記

事
。
そ
の
理
念
や
教
育
活
動
が
強
く
心
を
揺

さ
ぶ
り
す
ぐ
見
学
。
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

今
ま
で
見
た
も
の
と
は
違
う
子
ど
も
の
た
ち

の
表
情
が
あ
っ
た
。
山
口
さ
ん
や
教
師
た
ち

と
話
を
し
て
こ
の
小
学
校
は
日
本
の
教
育
を

変
え
ら
れ
る
と
直
感
し
た
。
何
校
か
勤
め
既

存
の
学
校
の
限
界
を
感
じ
て
い
た
。
こ
の
学

校
は
本
音
で
や
っ
て
い
る
。
そ
し
て
俺
も
仲

間
に
入
れ
て
と
。
卒
業
四
五
年
目
。

　

児
童
向
け
に
何
冊
か
の
本
も
書
い
た
。
実

は
こ
の
Ｌ
Ｃ
Ａ
国
際
小
学
校
は
ク
ラ
ス
担
任

が
外
国
人
で
英
語
で
の
授
業
が
中
心
。
学
校

生
活
も
英
語
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
科
省
認

可
の
一
条
校
な
の
で
内
容
は
ま
っ
た
く
の
日

本
式
。
心
配
な
の
は
日
本
人
と
し
て
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
し
っ
か
り
と
も
て
る
か
と

い
う
こ
と
。
国
語
教
育
と
日
本
の
文
化
や
歴

史
に
力
を
入
れ
な
く
て
は
。
校
長
の
役
目
と

　
卒
業
五
十
周
年
…
…
「
今
を
愉
し
む
」

21回
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思
い
起
こ
せ
ば
、
合
唱
歴
は
カ
ト
リ
ッ
ク

系
の
幼
稚
園
を
卒
業
し
た
縁
で
、
幼
稚
園
を

運
営
し
て
い
た
教
会
の
聖
歌
隊
に
属
し
て
い

た
の
が
始
ま
り
。
小
学
三
年
生
か
ら
中
学
一

年
生
ま
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
児
童
合
唱
団

に
入
っ
て
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
音
楽
番
組

に
出
演
。
学
生
時
代
は
ず
っ
と
合
唱
団
に
属

し
て
い
た
。

　

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
、
最
初
の
四
年

間
の
地
方
勤
務
の
時
は
市
民
合
唱
団
に
入
っ

て
い
た
。
東
京
本
社
勤
務
時
代
は
さ
す
が
に

超
多
忙
だ
っ
た
が
、
四
十
歳
を
過
ぎ
て
多
少

時
間
に
余
裕
が
で
き
る
と
再
び
市
民
合
唱
団

に
。
六
十
歳
定
年
を
迎
え
る
と
、
複
数
の
合

唱
団
に
加
わ
り
、
筋
金
入
り
の
合
唱
オ
タ
ク

に
相
成
っ
た
。

　

新
宿
高
校
時
代
の
思
い
出
に
も
触
れ
て
お

こ
う
。
二
年
生
の
新
学
期
に
音
楽
部
を
見
学

に
行
く
と
、
そ
こ
に
い
た
の
が
一
年
生
の
坂

本
龍
一
君
。
あ
の
世
界
的
な
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
だ
。
目
立
ち
た
が
り
屋
の
彼
は
、
上
級
生

の
前
で
突
然
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
ピ
ア
ノ
曲
を

弾
い
て
、
み
ん
な
の
度
肝
を
抜
い
た
。
秋
の

文
化
祭
で
音
楽
部
が
演
奏
会
を
企
画
、
そ
の

一
部
と
し
て
男
声
合
唱
を
す
る
こ
と
に
。
ダ

ブ
ル
カ
ル
テ
ッ
ト
だ
っ
た
と
記
憶
す
る
が
、

坂
本
龍
一
君
も
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
。
即
席
の

ダ
ブ
カ
ル
は
う
ま
く
い
か
ず
、
歌
っ
て
い
る

本
の
古
典
に
興
味
を
持
ち
日
本
人
の
業
績
を

知
る
。
今
ま
で
に
な
い
日
本
の
子
が
育
っ
て

い
て
嬉
し
い
。
Ｌ
Ｃ
Ａ
の
子
ど
も
た
ち
と
遊

ぶ
の
は
本
当
に
楽
し
い
。

　「
合
唱
オ
タ
ク
…
」
と

　
　
　
　
　
　
自
虐
し
な
が
ら
も

Ｂ
組　

木
戸　

純
生　

　

何
か
の
趣
味
に
取
り
つ
か
れ
た
輩
を
オ
タ

ク
と
呼
ぶ
が
、
小
生
は
合
唱
が
大
好
き
な
の

で
、「
合
唱
オ
タ
ク
」
と
自
称
し
て
い
る
。

　

よ
く

子
ど
も

た
ち
が

校
長
室

に
来
る
。

私
は
友

だ
ち
な

の
だ
。

そ
ん
な

バ
イ
リ

ン
ガ
ル

の
子
た

ち
が
日

校長室に遊びに来た子供たちと

合唱団右から３番目が本人
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い
の
で
、
す
ぐ
友
人
に
写
メ
ー
ル
し
ま
し
た
。

友
人
は
、「
最
近
、
モ
ダ
ン
な
作
品
を
作
っ

て
い
る
ね
」
と
返
信
し
て
き
ま
し
た
。
私
の

作
品
と
勘
違
い
し
た
の
で
す
。
し
か
も
、
一

万
年
前
の
方
が
モ
ダ
ン
だ
と
。

　

三
十
年
遅
れ
で
は
な
く
、
一
万
年
遅
れ
だ

と
い
う
こ
と
に
気
付
き
、
茫
然
と
し
ま
し
た
。

確
か
に
、
焼
き
物
は
一
万
年
前
か
ら
さ
ほ
ど

進
歩
し
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

Ｉ
Ｔ
産
業
な
ど
の
進
化
に
比
べ
る
と
、
ほ

ぼ
止
ま
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
く
ら
い

で
す
。
そ
ん
な
焼
き
物
を
、
こ
の
時
代
に
、

自
分
が
作
る
こ
と
の
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
…
。
一
方
で
、
そ
ん
な
焼
き
物
が
一
万
年

も
の
間
、
廃
れ
ず
に
作
り
続
け
ら
れ
て
い
る

の
も
事
実
で
す
。
そ
こ
に
は
進
歩
と
か
発
展

と
い
っ
た
価
値
観
と
は
違
っ
た
、
普
遍
的
な

何
か
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
遅
す
ぎ

る
再
出
発
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
探
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

悟
だ
が
、
生
き
て
い
る
う
ち
に
達
成
は
で
き

る
の
だ
ろ
う
か
。

　
三
十
年
の
出
遅
れ

Ｃ
組　

松
形　

恭
知　

　

出
発
点
は
高
校
時
代
に
あ
り
ま
し
た
。

　

剣
道
部
の
稽
古
の
な
い
日
、
近
く
の
伊
勢

丹
美
術
画
廊
で
、
前
衛
陶
芸
の
作
品
を
見
て
、

陶
芸
家
に
な
り
た
い
と
夢
見
ま
し
た
。

　

し
か
し
当
時
は
、
そ
の
道
に
踏
み
出
す
勇

気
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
教
員
生
活
三
十
年
を
機
に
早
期

退
職
、
宮
崎
に
窯
を
築
き
、
五
十
五
歳
か
ら
、

焼
き
物
を
専
業
と
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
般
の
陶
芸
家
と
比
べ
る
と
、
約
三
十
年
の

出
遅
れ
で
す
。

　

昨
年
、
工
房
の
近
く
で
発
掘
さ
れ
た
縄
文

土
器
に
出
会
い
ま
し
た
。
縄
文
時
代
早
期
、

約
一
万
年
前
の
土
器
で
す
。
あ
ま
り
に
美
し

う
ち
に
ば
ら
ば
ら
と
な
り
、
途
中
で
止
ま
っ

て
し
ま
っ
た
。
聴
衆
か
ら
は
大
失
笑
、
我
々

は
肩
を
落
と
し
て
舞
台
か
ら
引
っ
込
ん
だ
。

苦
い
思
い
出
で
は
あ
る
が
、「
俺
は
あ
の
、

世
界
の
坂
本
龍
一
と
組
ん
で
歌
っ
た
こ
と
が

あ
る
ん
だ
ぜ
」
と
、
今
で
も
自
慢
の
種
だ
。

　

合
唱
は
何
が
楽
し
い
か
と
言
わ
れ
る
と
、

た
く
さ
ん
の
人
間
の
織
り
な
す
声
が
創
造
す

る
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
、
天
国
的
な
美
し
さ
と
な

る
こ
と
だ
。
演
奏
会
と
な
る
と
、
独
唱
者
、

管
弦
楽
団
と
共
演
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー

（
化
学
反
応
）
は
何
度
や
っ
て
も
感
激
、
感

動
す
る
。

　

合
唱
オ
タ
ク
は
、
合
唱
曲
の
大
曲
を
歌
い

こ
な
す
こ
と
に
も
こ
だ
わ
る
。「
第
九
」
は

も
う
歌
い
飽
き
た
。
合
唱
界
で
は
常
識
と

な
っ
て
い
る
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
フ
ォ
ー
レ
、

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
三
大
レ
ク
イ
エ
ム
は
も
ち
ろ

ん
、
三
大
オ
ラ
ト
リ
オ
と
呼
ば
れ
る
ヘ
ン
デ

ル
「
メ
サ
イ
ア
」、
ハ
イ
ド
ン
「
天
地
創
造
」、

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
「
エ
リ
ヤ
」
も
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
バ
ッ
ハ
の「
マ
タ
イ
受
難
曲
」

「
ヨ
ハ
ネ
受
難
曲
」「
ロ
短
調
ミ
サ
曲
」
も
難

曲
な
が
ら
、
歌
わ
な
い
と
一
人
前
と
は
言
え

な
い
。

　

と
は
い
え
、
合
唱
曲
の
「
名
山
」
は
数
限

り
な
い
。
余
生
に
名
山
を
完
全
踏
破
す
る
覚

黄釉櫛目手付壺
第88回国展受賞作品
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三
．
お
も
ち
ゃ
の
ひ
ろ
ば
と
工
房

　

実
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作
り
始
め
て

か
ら
数
年
が
経
っ
た
頃
、
自
分
の
作
品
も
含

め
て
私
の
直
感
で
集
め
た「
い
い
お
も
ち
ゃ
」

を
公
開
し
始
め
た
の
で
す
。
知
り
合
っ
た
作

家
た
ち
の
作
品
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
著
名
な
お

も
ち
ゃ
を
並
べ
た
「
お
も
ち
ゃ
の
ひ
ろ
ば
」

が
新
し
い
場
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
一
方
、

工
房
に
て
糸
の
こ
を
教
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
携
帯
ゲ
ー
ム

に
偏
り
が
ち
な
子
ど
も
た
ち
に
、
自
分
の
手

を
動
か
し
て
木
と
格
闘
す
る
体
験
は
違
う
次

元
の
醍
醐
味
を
与
え
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
も
た
く
さ
ん
し
て
き

ま
し
た
。
合
板
を
駆
使
し
た
恐
竜
な
ど
の
生

二
．「
日
本
お
も
ち
ゃ
会
議
」
に
入
会

　

そ
の
頃
小
黒
さ
ん
ら
の
提
唱
で
、
お
も

ち
ゃ
作
家
を
集
め
た「
日
本
お
も
ち
ゃ
会
議
」

と
い
う
グ
ル
ー
プ
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
私

な
ぞ
ま
だ
ほ
ん
の
駆
け
出
し
で
し
た
が
、
小

黒
さ
ん
の
す
す
め
で
入
会
。
プ
ロ
の
作
家
に

並
ん
で
、
い
っ
し
ょ
に
作
品
を
展
示
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
相
当
な
厚
顔
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
自
分
で
は
も
の
す
ご
い
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
立
場
は

教
員
。
こ
の
子
の
た
め
に
こ
ん
な
お
も
ち
ゃ

が
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
い
う
発
想
に
こ
だ

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

一
万
年
前
の
縄
文
人
が
、
自
分
の
師
匠
で

も
あ
り
、
ま
た
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
る
、
こ
れ

は
、
な
か
な
か
面
白
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い

と
感
じ
始
め
て
い
ま
す
。

　
木
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
に
関
わ
っ
て

Ｄ
組　

三
輪　

義
信　

一
．「
動
物
組
み
木
」
と
の
出
会
い

　

本
業
の
仕
事
は
当
時
か
ら
定
年
で
退
職
す

る
ま
で
ず
っ
と
特
別
支
援
学
級
の
担
任
。
た

ま
た
ま
埼
玉
県
の
こ
と
ば
の
教
室
が
事
始
め

で
し
た
が
、
そ
こ
で
数
年
が
過
ぎ
た
頃
、
組

み
木
作
家
小
黒
三
郎
さ
ん
と
の
出
会
い
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
が
こ
の
道
に
入
る
決
定
的

な
出
来
事
で
し
た
。
電
動
糸
の
こ
で
自
在
に

切
り
出
す
「
動
物
組
み
木
（
小
黒
さ
ん
の
造

語
）」
の
魅
力
に
す
っ
か
り
取
り
付
か
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

学
校
の
図
工
室
に
あ
る
電
動
糸
の
こ
で
は

物
足
り
な
く
、
大
型
の
糸
の
こ
も
購
入
し
て

本
格
的
に
工
房
も
構
え
ま
し
た
。
時
々
小
黒

さ
ん
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

何
と
か
自
分
の
カ
ラ
ー
を
出
し
て
い
き
ま
し

た
。
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れ
た
史
料
に
頼
ら
ず
原
典
を
確
認
し
な
い
と

い
け
な
い
」
と
古
文
書
講
座
の
先
生
に
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
、
原
史
料
を
当
た
っ
て
い
っ

た
。
最
重
要
史
料
の
『
信
長
公
記
〔
首
巻
〕』

は
、
自
筆
本
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
十
数
本
の

写
本
が
あ
る
だ
け
だ
が
、
調
べ
る
う
ち
に
写

本
間
で
微
妙
な
違
い
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し

た
。
写
本
の
原
本
に
当
た
る
た
め
に
、
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館

な
ど
を
何
度
か
訪
ね
た
。

　

私
の
唱
え
る
説
は
、
従
来
か
ら
言
わ
れ
て

い
る
「
迂
回
奇
襲
説
」
で
も
「
正
面
攻
撃
説
」

で
も
な
い
、
名
付
け
て
「
背
面
急
襲
説
」
と

い
う
。
こ
れ
が
史
実
に
近
い
こ
と
を
、
江
戸

時
代
前
期
の
史
料
の
『
信
長
公
記
』
や
『
三

河
物
語
』
で
、
証
明
出
来
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、大
き
な
問
題
が
あ
る
。
も
し「
背

面
急
襲
説
」
が
正
し
い
と
な
る
と
、
江
戸
時

代
中
期
以
降
、
約
三
百
年
間
の
先
行
研
究
の

前
提
で
あ
る
「
前
夜
、
義
元
は
沓
掛
城
に
居

た
は
ず
」
が
、
間
違
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
桶
狭
間
の
戦
い
は
、

元
々
一
次
史
料
が
少
な
く
、
二
次
史
料
も
不

確
か
な
も
の
が
多
い
。
プ
ロ
の
研
究
者
は
、

研
究
業
績
に
な
ら
な
い
の
で
手
を
出
さ
な
い
。

更
に
多
く
の
先
輩
た
ち
の
過
去
の
業
績
を
否

定
す
る
と
な
る
と
、
増
々
手
を
出
し
づ
ら
い
。

　
戦
国
史
研
究
家
を
目
指
す

　
　
　
　
元
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
挑
戦

Ｅ
組　

竹
内　

元
一　

　

私
は
、
工
学
部
出
身
の
元
エ
ン
ジ
ニ
ア
だ

が
、
六
十
代
半
ば
を
過
ぎ
て
、
今
は
戦
国
史

研
究
に
ハ
マ
っ
て
い
る
。
テ
ー
マ
は
、
織
田

信
長
の
名
を
天
下
に
知
ら
し
め
た
「
桶
狭
間

の
戦
い
」
だ
。
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）、

今
か
ら
約
四
百
六
十
年
前
の
話
だ
。
も
う
語

り
つ
く
さ
れ
た
は
ず
の
戦
い
だ
が
、
こ
れ
ま

で
の
諸
説
は
、
真
実
を
伝
え
て
い
な
い
こ
と

に
、
十
数
年
前
に
気
付
い
て
し
ま
っ
た
。
誰

か
が
、
桶
狭
間
の
真
実
を
書
い
て
く
れ
な
い

か
、
と
思
っ
て
い
た
が
、
誰
も
書
か
な
い
。

　

二
年
半
前
に
、
八
年
間
続
け
た
大
学
野
球

部
の
投
手
コ
ー
チ
を
退
い
た
。「
次
は
何
を

や
る
の
？
」
と
聞
か
れ
た
時
、
深
く
考
え
も

き
物
シ
リ
ー
ズ
が
そ
の
メ
イ
ン
。
頑
張
っ
て

切
り
出
し
た
部
品
を
組
み
立
て
る
と
リ
ア
ル

な
恐
竜
が
出
来
上
が
り
ま
す
。
満
足
そ
う
な

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
こ
れ
か
ら
の
糧
に
し

て
さ
ら
に
手
を
動
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

Ｈ
Ｐ
「
お
も
ち
ゃ
の
ひ
ろ
ば
」

　
　

 http://toyhiroba.raindrop.jp

せ
ず
「
歴
史
研
究

だ
」
と
答
え
て
し

ま
っ
た
。

　

最
初
は
古
文
書

も
ろ
く
に
読
め
ず

に
始
め
た
。
幸
い

桶
狭
間
の
戦
い
は
、

す
で
に
活
字
化
さ

れ
て
い
る
。
し
か

し
、「
活
字
化
さ

３匹のくま

おやゆびひめ
お話セット

東大赤門　史料編纂所はすぐ左手

合板恐竜

観
覧
車
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シ
ロ
チ
ョ
ウ
に
出
会
え
た
の
は
、
最
高
の
収

穫
で
し
た
。
ド
ロ
ミ
テ
の
登
山
道
沿
い
で
は
、

古
代
を
偲
ば
せ
る
化
石
（
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
ほ

か
）
も
観
察
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
長
閑

な
風
景
で
す
が
、
か
つ
て
は
戦
場
と
な
り
激

戦
地
だ
っ
た
痕
跡
も
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
日
本
山
岳
会
」
に
所
属
し
て
い
ま
す
が
、

こ
こ
で
は
マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
な
ど
尖
鋭
的
な

登
山
を
行
う
一
方
、
草
創
期
か
ら
博
物
学
的

分
野
へ
の
調
査
研
究
を
ベ
ー
ス
に
、
自
然
保

護
・
環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
て
い

ま
す
。
私
は
科
学
委
員
な
ど
と
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
森
羅

万
象
の
中
で
、
山
の
自
然
を
博
物
学
的
に
包

括
し
て
愉
し
み
な
が
ら
保
護
保
全
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
鳥
に
魅
せ
ら
れ
て

Ｇ
組　

武
藤　

健
志　

　

定
年
後
の
毎
日
を
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

を
は
じ
め
と
す
る
幾
つ
か
の
趣
味
で
忙
し
く

過
ご
し
て
い
る
。
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
歴

は
結
構
長
く
５
０
年
く
ら
い
、
自
分
の
趣
味

が
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
だ
と
言
い
出
し
て

か
ら
で
も
３
０
年
を
超
え
る
。

部
は
定
例
的
に
屋
外
調
査
（
巡
検
）
に
出
か

け
ま
し
た
が
、
磯
の
生
態
調
査
の
ほ
か
は
主

と
し
て
信
州
北
関
東
の
山
地
に
出
か
け
て
お

り
ま
し
た
。
そ
れ
に
備
え
、
体
力
づ
く
り
と

し
て
御
苑
一
周
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
盛
ん
で
し
た
。

　

私
の
登
山
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、「
ピ
ー

ク
ハ
ン
タ
ー
、
ト
レ
ラ
ン
（
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

ニ
ン
グ
）」
的
な
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
よ
り
む

し
ろ
「
博
物
学
的
視
点
」
か
ら
取
り
組
み
、

特
に
山
の
動
植
物
、
地
質
地
形
に
関
心
が
あ

り
ま
す
。
具
体
的
に
は
高
山
の
昆
虫
・
植
物

の
分
布
、
特
殊
岩
地
（
石
灰
岩
、
蛇
紋
岩
、

橄
欖
岩
）
と
植
生
と
の
関
連
、
周
氷
河
地
形

等
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
山
岳
は
宗
教
（
信
仰
）、
民
族
（
民

俗
）、
戦
争
（
戦
場
）
の
基
盤
と
し
て
縁
が

深
く
、
山
岳
信
仰
と
し
て
山
を
神
聖
視
し
崇

拝
の
対
象
と
さ
れ
た
り
、
峰
一
つ
越
す
と
民

族
習
俗
が
異
な
る
と
か
、
戦
場
と
し
て
永
く

跡
を
と
ど
め
て
い
た
り
と
興
味
は
尽
き
な
い

も
の
で
す
。

　

例
え
ば
以
前
、
ア
ル
プ
ス
山
脈
の
モ
ン
ブ

ラ
ン
の
イ
タ
リ
ア
側
や
ド
ロ
ミ
テ
山
塊
を
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
し
ま
し
た
が
、
針
峰
群
や
ド
ロ

マ
イ
ト
の
岩
山
の
裾
野
に
広
が
る
高
山
植
物

の
お
花
畑
や
そ
こ
に
舞
う
高
山
蝶
の
数
々
は

感
動
的
で
し
た
。
な
か
で
も
ア
ポ
ロ
ウ
ス
バ

し
が
ら
み
の
な
い
素
人
だ
か
ら
、
挑
め
る

テ
ー
マ
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　『
博
物
学
的
登
山
』
を
愉
し
む

Ｆ
組　

下
田　

俊
幸　

　

幼
少
期
か
ら
ア
ウ
ト
ド
ア
に
馴
染
み
、「
昆

虫
少
年
」
と
し
て
野
山
を
飛
び
回
っ
て
い
ま

し
た
。

　

高
校
一
年
次
の
担
任
は
地
学
の
豊
澤
弘
正

先
生
。
山
岳
部
の
顧
問
を
さ
れ
真
冬
で
も
颯

爽
と
ワ
イ
シ
ャ
ツ
姿
で
精
悍
な
印
象
で
し
た
。

私
は
当
初
、
山
岳
部
の
新
人
歓
迎
の
丹
沢
塔

ノ
岳
登
山
に
参
加
し
た
も
の
の
体
力
の
無
さ

を
痛
感
し
た
次

第
で
す
。

　

そ
の
後
、
生

物
部
に
入
部
。

当
時
は
校
門
の

守
衛
所
横
に
温

室
仕
様
の
部
室

が
あ
り
、
同
好

の
士
「
生
物
オ

タ
ク
」
に
と
っ

て
極
め
て
居
心

地
の
良
い
空
間

で
し
た
。
生
物

アルプスの名花　エーデルワイス
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オ
ー
ル
・
エ
イ
ジ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

Ｈ
組　

黒
川
（
志
田
）
恵
子　

　

三
三
年
程
前
、
初
め
て
音
楽
会
を
や
り
ま

し
た
。
そ
の
顛
末
は
、
当
時
の
「
朝
陽
」
に

も
載
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
英
語
を
生
業

に
し
て
い
き
な
が
ら
、
音
楽
と
も
付
き
合
い
、

年
月
が
流
れ
ま
し
た
。
で
も
そ
の「
音
楽
」は
、

三
三
年
の
間
に
随
分
変
わ
り
ま
し
た
。
初
め

は
ち
ょ
っ
と
し
た
自
己
実
現
。
か
な
り
自
分

の
為
で
し
た
。
そ
れ
が
、
身
近
な
人
々
と
共

に
作
り
上
げ
る
も
の
に
な
り
、
同
期
の
オ
ペ

ラ
の
専
門
家
浅
田
啓
子
さ
ん
の
協
力
も
得
て
、

ち
ょ
っ
と
オ
ペ
ラ
的
な
こ
と
も
や
り
、
さ
ら

に
、
音
楽
専
門
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
っ
た

娘
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
、
今
に

至
っ
て
ま
す
。
娘
・
原
葉
子
の
名
か
ら
で
き

た
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
リ
ー
フ
の
会
」
の

頼
れ
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
も
あ
る
石
田
（
旧
姓

福
島
）
さ
ん
は
２
３
回
生
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス

奏
者
で
も
あ
る
久
保
田
さ
ん
は
２
５
回
生
で

す
。
同
じ
２
１
回
生
の
西
谷
さ
ん
は
す
っ
か

り
コ
ー
ラ
ス
に
目
覚
め
、
い
く
つ
か
コ
ー
ラ

ス
を
掛
け
持
ち
な
さ
っ
て
ま
す
。
数
年
前
か

ら
、
定
年
退
職
を
機
に
、
同
期
仲
間
が
増
え

ま
し
た
。
舞
台
効
果
を
お
任
せ
で
き
る
三
村

さ
ん
、
バ
リ
ト
ン
の
け
ん
引
役
関
さ
ん
。
本

当
に
新
宿
高
校
は
人
材
が
豊
富
で
す
！

ま
で
は
割
と
楽
だ
っ
た
が
、
３
５
０
種
を
超

え
て
か
ら
は
ラ
イ
フ
リ
ス
ト
が
増
え
な
か
っ

た
。
幸
い
毎
日
が
日
曜
日
に
な
っ
た
も
の
の
、

時
間
が
有
れ
ば
新
し
い
鳥
に
会
え
る
と
い
う

訳
で
も
な
く
、
や
は
り
運
が
大
事
だ
。

　

そ
れ
で
は
達
人
の
域
に
達
す
る
に
は
、
ど

の
く
ら
い
費
用
が
掛
か
る
の
だ
ろ
う
か
。
東

京
近
郊
で
、
普
通
電
車
で
出
か
け
る
だ
け
で

２
０
０
種
に
は
は
手
が
届
く
。
つ
ま
り
他
の

趣
味
に
比
べ
、
入
場
料
が
か
か
ら
な
い
分
安

く
あ
が
る
。
し
か
し
そ
こ
か
ら
先
は
遠
方
へ
、

そ
れ
も
泊
り
が
け
で
出
か
け
な
い
と
増
え
な

い
。
そ
こ
で
各
自
そ
れ
な
り
の
自
主
規
制
を

設
け
る
よ
う
に
な
る
。
ま
っ
た
く
偶
然
だ
が
、

何
人
か
の
仲
間
と
話
し
た
と
こ
ろ
、
ど
う
や

ら
１
種
獲
得
す
る
の
に
か
け
る
費
用
を
一
万

円
迄
と
い
う
の
が
一
般
的
な
よ
う
だ
。

　

毎
年
連
休
前
後
に
山
形
県
の
酒
田
沖
に
あ

る
飛
島
へ
春
の
渡
り
の
鳥
を
見
に
行
き
だ
し

て
１
５
年
に
な
る
。
こ
れ
だ
け
通
う
と
当
然

知
己
も
で
き
る
。
毎
年
こ
こ
で
し
か
会
わ
な

い
Ｂ
Ｗ
仲
間
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
今
年
は
仲

間
の
数
が
少
な
い
。
聞
け
ば
寄
る
年
波
で
飛

島
か
ら
引
退
し
た
と
か
。
何
だ
か
身
に
つ
ま

さ
れ
た
。
健
康
寿
命
が
何
年
残
っ
て
い
る
か

は
分
か
ら
な
い
が
、
果
た
し
て
そ
の
間
に
何

種
新
し
い
鳥
に
出
会
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
期

待
と
焦
燥
の
日
々
で
あ
る
。

　

一
口
に
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
（
以
下
Ｂ

Ｗ
）
と
い
っ
て
も
見
る
、
撮
る
、
録
音
す
る
、

数
え
る
等
、
実
は
い
ろ
い
ろ
い
る
。
私
は
新

し
い
鳥
に
会
い
た
い
と
走
り
ま
わ
る
タ
イ
プ
。

一
応
写
真
も
撮
る
が
、
鳥
が
判
別
出
来
れ
ば

良
い
と
い
う
程
度
で
あ
る
。

　

日
本
に
は
６
０
０
種
前
後
の
鳥
が
居
る
。

完
全
制
覇
し
た
人
が
何
人
居
る
か
は
分
か
ら

な
い
が
、
大
勢
の
人
が
少
し
で
も
沢
山
の
種

類
を
見
た
い
と
思
っ
て
い
の
は
確
か
だ
。
そ

の
た
め
に
は
か
な
り
の
時
間
と
努
力
が
必
要
。

ラ
イ
フ
リ
ス
ト
（
生
涯
に
見
た
鳥
の
数
）
が

４
０
０
を
超
え
る
と
「
鳥
の
達
人
」
と
い
う

ら
し
い
（
京
都
メ
ロ
デ
ィ
観
光
Ｈ
Ｐ
）
が
私

は
５
０
年
か
け
て
よ
う
や
く
達
人
ま
で
あ
と

数
種
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
き
た
。
２
０
０
種ヤツガシラ
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い
ま
す
。

　

さ
あ
、
次
は
ど
ん
な
音
楽
会
を
し
ま
し
ょ

う
か
。
皆
様
も
ご
一
緒
に
い
か
が
で
す
か
。

勿
論
見
に
来
て
下
さ
る
だ
け
で
も
構
い
ま
せ

ん
。
お
待
ち
し
て
ま
す
。

-----------

＊-------

＊----------

猛
虎
と
脱
兎

　

茶
道
、
書
道
、
鼓
、
着
物
、
歌
舞
伎
、
乗

馬
、
ゴ
ル
フ
、
テ
ニ
ス
、
ヨ
ッ
ト
、
種
々
の

音
楽
な
ど
、
愉
し
ん
で
い
る
人
を
挙
げ
た
ら

き
り
が
な
い
。
中
に
は
、
人
を
癒
そ
う
、
と

リ
タ
イ
ア
後
学
校
に
通
い
鍼
灸
師
に
な
っ
た

人
、
や
が
て
子
供
相
手
の
紙
芝
居
屋
さ
ん
に

な
り
た
い
人
も
い
る
。
素
敵
で
は
な
い
か
。

　

五
十
年
と
い
う
歳
月
は
長
い
。
色
々
あ
っ

た
が
、
そ
れ
ら
を
全
て
内
包
し
て
今
が
あ
る
。

高
齢
の
親
や
孫
の
心
配
、
あ
る
い
は
持
病
も

抱
え
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
努
め
て
愉

し
も
う
、
今
を
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
を
。

　

一
十
年
前
の
佐
藤
先
生
の
「
贈
る
言
葉
」

を
、
今
こ
そ
噛
み
し
め
て
い
る
。

　
「
諸
君
た
ち
は
猛
虎
あ
る
い
は
脱
兎
の
如

く
、
逞
し
く
生
き
て
来
た
、
と
ぼ
く
は
信
じ

て
い
る
。
も
し
や
り
残
し
た
こ
と
が
あ
る
の

な
ら
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
。
そ
し
て
、

い
の
ち
あ
る
限
り
し
っ
か
り
生
き
る
こ
と
、

ぼ
く
は
そ
れ
を
願
っ
て
い
る
。」

　

原
葉
子
が
掲
げ
て
い
る
言
葉
「
オ
ー
ル
エ

イ
ジ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」。
私
達
の
モ
ッ
ト
ー

は
、
誰
で
も
楽
し
め
る
音
楽
会
。
小
さ
い
子

は
ダ
メ
、
騒
い
じ
ゃ
ダ
メ
と
は
言
い
ま
せ
ん
。

面
白
け
れ
ば
騒
が
な
い
は
ず
で
す
か
ら
。
そ

ん
な
音
楽
会
を
、
私
の
原
案
を
た
た
き
台
に
、

皆
様
と
手
を
変
え
品
を
変
え
？　

提
供
し
て
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Ｈ
Ⅱ
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
と
打
ち
上
げ

　

３
５
０
秒
の
完
全
燃
焼

菊
山　

紀
彦　

　

１
９
９
０
年
か
ら
１
９
９
５
年
ま
で
種
子

島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
、
Ｈ
Ⅱ
ロ
ケ
ッ

ト
の
開
発
と
打
ち
上
げ
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

Ｈ
Ⅱ
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
の
最
難
関
は
、
メ
イ

ン
エ
ン
ジ
ン
「
Ｌ
Ｅ
―
７
」
の
開
発
で
し
た
。

　

自
動
車
、
鉄
道
、
船
な
ど
は
ゆ
っ
く
り
動

い
て
も
長
い
時
間
を
か
け
れ
ば
か
な
り
な
距

離
を
進
む
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
に
対

し
大
型
の
ロ
ケ
ッ
ト
は
垂
直
に
打
ち
上
げ
る

た
め
、
自
重
以
上
の
力
で
持
ち
上
げ
な
い
限

り
上
昇
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

エ
ン
ジ
ン
の
推
力
が
自
重
の
１
・
５
倍
で

あ
れ
ば
ロ
ケ
ッ
ト
は
０
・
５
Ｇ
の
加
速
度
で

上
昇
し
て
行
き
、
推
力
が
自
重
の
２
倍
で
あ

れ
ば
ロ
ケ
ッ
ト
は
１
Ｇ
で
上
昇
し
て
行
き
ま

す
。

　

ロ
ケ
ッ
ト
を
効
率
的
に
打
ち
上
げ
る
た
め

に
は
エ
ン
ジ
ン
の
推
力
を
極
限
ま
で
高
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
Ｈ
Ⅱ
ロ
ケ
ッ
ト
は
２
段

式
ロ
ケ
ッ
ト
で
、
第
１
段
、
第
２
段
共
に
推

進
剤
と
し
て
液
体
水
素
／
液
体
酸
素
が
使
わ

験
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

開
発
の
最
後
の
関
門
は
、
発
射
台
の
上
に

Ｈ
Ⅱ
ロ
ケ
ッ
ト
の
１
段
目
を
立
て
て
３
５
０

秒
燃
焼
さ
せ
る
と
い
う
試
験
で
し
た
。
１
９

９
３
年
６
月
１
５
日
、
こ
の
試
験
も
成
功
し
、

翌
１
９
９
４
年
２
月
４
日
、
午
前
７
時
２
０

分
、
Ｈ
Ⅱ
ロ
ケ
ッ
ト
１
号
機
は
朝
日
に
輝
き

な
が
ら
宇
宙
へ
旅
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。
続

い
て
８
月
２
８
日
に
２
号
機
打
ち
上
げ
も
成

功
し
ま
し
た
。

　

３
号
機
で
は
、
気
象
観
測
衛
星
と
、
宇
宙

実
験
観
測
衛
星
「
Ｓ
Ｆ
Ｕ
」
の
二
つ
の
衛
星

を
搭
載
し
て
の
打
ち
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。

　

３
号
機
は
１
９
９
５
年
３
月
１
８
日
に
打

ち
上
げ
ら
れ
、「
Ｓ
Ｆ
Ｕ
」
が
分
離
さ
れ
た

直
後
に
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
所
長
室
で

「
Ｓ
Ｆ
Ｕ
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の

れ
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ⅱ
ロ
ケ
ッ
ト
の
第
１
段
に

は
液
体
水
素
が
２
０
０
㎥
あ
ま
り
搭
載
さ
れ

て
い
る
の
を
、
こ
れ
を
３
５
０
秒
で
全
て
燃

焼
さ
せ
ま
す
。
毎
秒
ド
ラ
ム
缶
３
本
に
相
当

す
る
液
体
水
素
を
エ
ン
ジ
ン
に
送
り
込
む
た

め
の
液
体
水
素
タ
ー
ボ
ポ
ン
プ
は
毎
分
４
２
，

０
０
０
回
転
し
ま
す
。

　
「
Ｌ
Ｅ
―
７
」
エ
ン
ジ
ン
の
試
作
品
は
種

子
島
で
燃
焼
試
験
を
行
い
ま
す
。
Ｈ
Ⅱ
ロ

ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
時
に
「
Ｌ
Ｅ
―
７
」
は

３
５
０
秒
燃
焼
す
る
の
で
、
同
一
の
エ
ン
ジ

ン
で
３
５
０
秒
の
燃
焼
試
験
を
４
回
成
功
す

れ
ば
合
格
と
な
り
ま
す
。
燃
焼
試
験
を
繰
り

返
す
中
で
、
２
回
の
爆
発
事
故
が
あ
り
、
開

発
は
難
航
し
ま
し
た
。
１
９
９
３
年
２
月
２

日
、
念
願
の
３
５
０
秒
燃
焼
の
連
続
４
回
試

栗
木
恭
一
先
生

に
「
Ｓ
Ｆ
Ｕ
」

引
き
渡
し
書
を

お
渡
し
し
ま
し

た
。

　

私
は
「
Ｓ
Ｆ

Ｕ
」
の
開
発
段

階
か
ら
、
安
全

審
査
委
員
を
務

め
て
い
て
、
栗

木
先
生
と
ジ
ョ

　
卒
業
六
十
周
年
…
…
思
い
っ
き
り
生
き
て
や
れ
　
十
一
回
生（
二
木
会
）
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「
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
愛
犬
の
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
私
の
愛
犬
も

永
久
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
デ

リ
ー
の
こ
と
を
思
う
と
い
ま
だ
に
涙
が
止
ま

ら
な
い
。
こ
ん
な
感
傷
的
に
な
る
の
は
、
特

派
員
と
し
て
失
格
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
寂

し
い
」。

　

一
か
月
後
ロ
ン
ド
ン
支
局
に
読
者
か
ら
の

手
紙
の
山
が
届
い
た
。
い
わ
く
─
─
「
私
も

ハ
ム
ス
タ
ー
を
亡
く
し
ま
し
た
。
あ
な
た
の

気
持
ち
は
よ
く
分
か
り
ま
す
」。「
好
き
だ
っ

た
ウ
サ
ギ
が
死
ん
だ
と
き
、
あ
な
た
と
同
じ

で
し
た
。
あ
な
た
は
特
派
員
失
格
で
は
あ
り

ま
せ
ん
」。
慰
め
と
激
励
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　

四
十
年
近
い
新
聞
記
者
生
活
で
こ
れ
ほ
ど

反
響
を
呼
ん
だ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ま

で
人
の
心
に
響
く
記
事
を
書
い
て
こ
な
か
っ

た
と
い
う
の
か
。

　

亡
霊
や
魂
の
正
体
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
英
国
の
霊
媒
師
が
私
と
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
言
っ
た
。「
人
が
死
ぬ
と
き
、
魂

は
光
の
中
に
消
え
て
行
き
ま
す
が
、
最
も
親

し
か
っ
た
人
や
愛
馬
な
ど
が
必
ず
出
て
来
て
、

召
天
の
手
助
け
を
し
ま
す
」。
私
も
こ
の
世

を
去
る
と
き
、
光
の
中
に
デ
リ
ー
が
迎
え
に

来
る
、
と
確
信
し
て
い
る
。

（
元
毎
日
新
聞
欧
州
総
局
長　
　
　
　

東
洋
英
和
女
学
院
大
名
誉
教
授
）

だ
っ
た
。

　

新
聞
記
者
の
血
を
ひ
い
た
の
か
、
音
が
し

た
り
人
が
来
た
り
、
状
況
に
変
化
が
あ
れ
ば

飛
び
出
し
て
い
く
。
イ
タ
ズ
ラ
を
し
た
後
は
、

叱
ら
れ
る
前
に
「
す
い
ま
せ
ん
」
と
体
ご
と

恐
縮
し
て
い
た
。「
お
留
守
番
」
と
い
わ
れ

る
と
全
身
か
ら
力
が
抜
け
う
ず
く
ま
っ
た
。

　

デ
リ
ー
が
や
っ
て
き
て
以
来
、
私
の
世
界

に
革
命
が
起
こ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
犬
は

犬
、
馬
は
馬
と
だ
け
し
か
認
識
し
て
い
な

か
っ
た
の
が
、
犬
も
馬
も
種
類
も
あ
り
性
格

も
違
う
こ
と
を
知
っ
た
。
彼
ら
は
い
か
に
繊

細
な
心
を
も
っ
て
い
た
こ
と
か
。
動
物
へ
の

興
味
か
ら
、
花
や
木
も
視
野
に
入
り
、
あ
の

花
の
名
は
？
あ
の
木
の
年
齢
は
？
と
動
植
物

へ
の
関
心
が
急
に
広
が
っ
た
。
デ
リ
ー
は
私

の
息
子
で
あ
っ
た
が
、
私
を
自
然
界
に
い
ざ

な
う
教
師
で
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
彼
が
、
こ
の
世
か
ら
消
え
た
。
ブ
ッ

シ
ュ
大
統
領
の
退
任
と
同
じ
時
だ
っ
た
。
ロ

ン
ド
ン
発
の
コ
ラ
ム
に
こ
う
書
い
た
─
─

ン
ソ
ン
宇
宙
セ
ン
タ
ー
で
の
安
全
審
査
に
も

参
加
し
ま
し
た
の
で
、「
Ｓ
Ｆ
Ｕ
」
の
成
功

は
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
Ｓ
Ｆ
Ｕ
」
は
そ
の
後
、
若
田
光
一
宇
宙

飛
行
士
が
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
「
エ
ン
デ

バ
ー
」
で
回
収
し
、
地
上
に
持
ち
帰
ら
れ
、

現
在
は
上
野
の
国
立
科
学
博
物
館
に
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

（
元
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
所
長 　
　

宇
宙
ア
カ
デ
ミ
ー
き
く
や
ま
代
表
）

　

息
子
で
あ
り
教
師
で
あ
っ
た

　
　

愛
犬
「
デ
リ
ー
」
の
死

黒
岩　

徹　

　

毎
日
新
聞
ロ
ン
ド
ン
特
派
員
だ
っ
た
頃
、

ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
（
パ
パ
・
ブ
ッ
シ
ュ
）

が
テ
レ
ビ
に
現
れ
る
と
、
何
を
お
い
て
も
画

面
を
注
視
し
た
。
大
統
領
の
後
ろ
で
尻
尾
を

振
っ
て
い
る
犬
が
、
私
の
愛
犬
と
同
種
だ
っ

た
か
ら
だ
。

　

英
国
の
友
人
が
ク
リ
ス
マ
ス
・
プ
レ
ゼ
ン

ト
と
し
て
贈
っ
て
く
れ
た
ウ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
・

ス
プ
リ
ン
ガ
ー
・
ス
パ
ニ
エ
ル
。
デ
リ
ー
と

名
付
け
ら
れ
た
愛
犬
は
、
わ
が
家
の
権
力
者

で
は
な
か
っ
た
私
を
権
力
者
と
認
め
た
の
か
、

絶
対
服
従

だ
っ
た
。
可

哀
想
に
「
権

力
の
犬
」
と

の
言
葉
が

ぴ
っ
た
り
す

る
従
順
さ
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私
は
新
宿
高
校
卒

業
後
に
大
学
紛
争
の

中
医
学
部
に
入
り
、

内
科
医
と
な
っ
て
人

の
救
命
に
あ
た
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
奇
跡
を
起
こ
す
と
い
う

こ
と
は
我
々
医
師
が
絶
対
に
諦
め
な
い
姿
勢

の
中
で
起
こ
る
こ
と
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
今
日
お
話
し
す
る
の
は
、
そ
れ
と
は

真
逆
の
話
で
す
。

　

私
た
ち
団
塊
世
代
が
生
ま
れ
た
頃
は
出
生

者
は
二
五
〇
万
人
を
超
え
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
一
九
七
〇
年
代
に
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
で
増
え
た
後
は
ひ
た
す
ら
に
減
っ
て
行
っ

て
つ
い
に
一
〇
〇
万
人
を
割
り
ま
し
た
。

二
〇
五
〇
年
に
は
五
〇
万
人
程
度
に
な
る
見

込
み
で
す
。
生
ま
れ
る
人
は
減
り
、
死
ぬ
人

は
増
え
、
両
者
が
ク
ロ
ス
し
た
二
〇
〇
五
年

か
ら
日
本
の
人
口
が
減
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。

そ
れ
が
少
子
高
齢
化
で
す
が
、
そ
れ
が
ど
れ

ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
か
は
よ
く
理
解
さ
れ
て

く
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と

が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
そ
う

し
て
入
院
す

る
患
者
さ
ん

の
数
も
一
・

三
倍
に
な
る

こ
と
を
考
え

る
と
病
院
も

い
ま
せ
ん
。

我
々
は
ジ
ェ
ッ

ト
コ
ー
ス
タ
ー

の
上
り
坂
を
登

り
切
り
、
い
ま

ま
さ
に
急
降
下

し
始
め
た
と
こ

ろ
に
い
る
よ
う

な
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
急

激
な
人
口
減
少

は
今
後
一
〇
〇

年
間
、
二
二
世

紀
の
初
め
ま
で

ず
っ
と
続
く
の
で
す（
図
１
）。

 　

そ
し
て
高
齢
化
率
は
既
に
超
高
齢
社
会
の

二
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
越
え
、
今
後
二
〇
九
〇

年
に
は
四
一
％
ま
で
増
え
る
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
ん
な
国
は
古
今
東
西
存
在
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
後
期
高
齢
者
に
は
一
人
当
た

り
若
い
人
の
八
倍
の
医
療
費
が
か
か
り
ま
す

か
ら
、
超
高
齢
社
会
時
代
に
は
医
療
に
お
金

が
か
か
り
ま
す
。
今
後
毎
年
一
兆
円
ず
つ
増

え
て
い
く
と
二
〇
二
五
年
に
は
五
〇
兆
円
近

医
療
者
も
、
医
療
費
も
膨
大
な
数
と
額
が
必

要
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
東
京
で
は

二
〇
三
五
年
に
は
入
院
施
設
を
探
す
こ
と
が

困
難
な
状
況
に
な
る
と
さ
え
予
測
さ
れ
ま
す

（
図
２　

色
の
濃
い
と
こ
ろ
ほ
ど
入
院
出
来

な
く
な
る
人
が
多
数
出
現
す
る
）。

　

し
か
し
こ
こ
で
入
院
患
者
の
多
く
が
終
末

期
の
高
齢
者
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
け
ば
、
多

く
の
患
者
さ
ん
が
必
ず
し
も
最
新
の
高
度
医

療
を
行
う
施
設
を
求
め
る
わ
け
で
は
な
い
こ

と
が
わ
か
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
急
性
期
病

院
に
入
っ
て
も
、
そ
の
ま
ま
簡
単
に
家
に
帰

る
こ
と
は
で
き
ず
、
す
ぐ
に
リ
ハ
ビ
リ
病
院
、

さ
ら
に
は
老
健
や
特
養
に
回
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
家
で
診
る
医
療
で
あ
る
在
宅
医
療

に
切
り
替
え
れ
ば
病
室
の
代
わ
り
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
も
そ
も
在
宅
医
療
と
は
ど

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
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•
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窓
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員
　
寄
　
稿
　
随
　
筆

　

最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
生
き
る

─
超
高
齢
社
会
を
い
か
に
生
き
る
か
─

高
林 

克
日
己
（
二
十
回
）　
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う
し
た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
？
政
府
と
し

て
は
病
床
の
解
消
、
医
療
費
の
軽
減
と
し
て

在
宅
医
療
を
勧
め
ま
す
が
、
私
が
在
宅
医
療

を
勧
め
る
理
由
は
、
在
宅
医
療
と
い
う
の
は

何
と
い
っ
て
も
患
者
さ
ん
の
希
望
、
満
足
度

が
高
い
か
ら
と
い
う
こ
と
に
尽
き
ま
す
。
こ

の
人（
図
３
）は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
悪
態

を
突
く
肺
ガ
ン
の
お
じ
い
さ
ん
で
、
看
護
師

に
暴
言
を
浴
び
せ
て
家
に
帰
り
、
在
宅
医
療

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
て
家
で
撮
っ
た
の
が
こ
の
写
真
で

す
。
家
に
帰
る
と
こ
ん
な
に
顔
が
変
わ
る
ん

で
す
。
こ
の
写
真
を
病
棟
の
看
護
師
に
見
せ

た
ら
み
ん
な
驚
い
て
声
を
上
げ
ま
し
た
。
こ

の
人
は
こ
れ
か
ら
二
週
間
で
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
最
期
に
家
で
安
ら
か
に
暮

ら
し
た
人
た
ち
多
数
の
実
例
を
挙
げ
る
こ
と

う
な
る
か
を
あ
ま
り
考
え
て
こ
な
か
っ
た
。

長
生
き
を
し
た
か
ら
幸
せ
に
死
ね
る
わ
け

じ
ゃ
な
い
で
す
。
終
末
期
に
お
い
て
、
治
療

を
や
る
か
や
ら
な
い
か
は
本
人
に
決
め
る
権

利
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
癌
と
違
っ
て
脳
梗
塞

や
認
知
症
で
は
そ
の
時
点
で
は
意
思
を
表
示

す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
そ
の
意

思
が
確
認
で
き
な
け
れ
ば
我
々
医
師
は
延
命

第
一
と
い
う
基
本
方
針
に
従
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
前
も
っ
て
書
い
て
お

い
て
お
く
と
い
う
の
が
事
前
指
示
書（
図
５　

事
前
指
示
書
の
例　

一
部
を
表
示　

http:// 
w

w
w

.sanw
a-hsp.or.jp/new

s.htm
l

か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）と
い
う
も
の
で

す
。
今
日
お
配
り
し
た
事
前
指
示
書
と
い
う

の
は
そ
う
い
う
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
元
気

な
時
に
意
思
を
示
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

こ
れ
に
は
法
的
拘
束
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

多
く
の
医
師
は
こ
れ
を
見
れ
ば
本
人
の
意
思

と
し
て
重
視
す
る
と
思
い
ま
す
。
私
の
父
は

事
前
指
示
書
を
書
い
て
延
命
治
療
を
希
望
し

い
う
人
は
六
十
％
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
実
際
家
で
迎
え
ら
れ
る
の
は
一
〇
％
し

か
い
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
も
ち
ろ

ん
在
宅
で
は
面
倒
を
見
て
く
れ
る
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
が
必
要
で
は
あ
り
ま
す
が
、
最
も
大
事

な
こ
と
は
本
人
が
最
期
ま
で
家
で
い
た
い
と

い
う
強
い
意
思
で
す
。
そ
れ
さ
え
あ
れ
ば
誰

で
も
最
期
ま
で
家
に
居
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
人（
図
４
）は
前
立
腺
ガ
ン
で
背
中
に

転
移
も
し
て
、
も
う
便
が
出
て
も
わ
か
ら
な

い
、
も
ち
ろ
ん
足
は
動
か
な
い
、
酸
素
吸
入

が
必
要
で
、
麻
薬
が
な
い
と
鎮
痛
で
き
な
い
、

奥
さ
ん
に
は
逃
げ
ら
れ
る
、
子
供
も
来
な
い
。

で
も
先
生
お
れ
は
家
が
い
い
ん
だ
と
い
っ
て

今
も
一
人
で
い
ま
す
。

　

人
生
一
〇
〇
歳
時
代
と
い
い
ま
す
が

一
〇
〇
歳
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
も
若
い
人
と
同
じ
医
療
を
や
る
の
で

し
ょ
う
か
？　

我
々
は
今
ま
で
長
生
き
す
る

こ
と
ば
か
り
考
え
て
、
高
齢
者
が
最
期
に
ど

が
で
き
ま
す
。

実
は
在
宅
医

療
を
受
け
ら

れ
る
と
い
う

の
は
と
て
も

幸
せ
な
人
た

ち
な
の
で
す
。

ど
こ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査

で
も
最
期
は

家
が
い
い
と
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こ
の
た
び
、
理
系
で

は
な
く
文
系
の
研
究
者

に
執
筆
の
機
会
を
く
だ

さ
っ
た
こ
と
に
、
ま
ず

は
感
謝
し
た
い
。
と
い

う
の
も
、
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
今
、

人
文
系
は
軒
並
み
衰
退
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
か
ら
だ
。
な
か
で
も
古
典
文
学
は
劣

勢
だ
。
高
校
生
に
好
き
な
科
目
の
人
気
投
票

を
行
っ
た
ら
、
古
典
は
、
物
理
と
最
下
位
を

争
う
に
違
い
な
い
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

企
業
の
採
用
担
当
者
か
ら
も
、
古
典
な
ん
ぞ

よ
り
、
ま
ず
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
磨
け
、
な
ど
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
で
あ
る
。
近
年
、
古
典
に
熱

い
視
線
を
注
ぐ
新
た
な
動
き
が
出
現
し
て
い

る
。
い
っ
た
い
ど
こ
に
？
一
部
の
熱
狂
的
な

国
文
科
生
た
ち
か
。
あ
る
い
は
、
広
瀬
す
ず

の
競
技
カ
ル
タ
姿
に
憧
れ
た
か
。
否い
な
い
な々

。
ち

な
み
に
現
在
、
国
文
科
生
の
多
く
は
、
残
念

な
が
ら
古
典
を
敬
遠
し
が
ち
だ（
涙
！
）。

　

新
た
な
動
き
と
い
う
の
は
、
と
あ
る
コ

ミ
ッ
ク
の
企
画
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
れ
は
Ｋ

Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
の
Ｂ
Ｌ
レ
ー
ベ
ル
、
コ

ミ
ッ
ク
ビ
ー
ズ
ロ
グ
編
集
部
に
よ
る
コ
ミ
カ

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
社
会
の
お
荷
物
で
い
る
の
か
、

労
働
力
に
な
る
の
か
は
大
き
な
違
い
で
す
。

歳
を
と
っ
て
切
り
捨
て
ら
れ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
、
や
っ
ぱ
り
何
ら
か
の
形
で
役

に
立
つ
べ
き
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
の
五
分
間
お
ま
け
の
ス
ラ
イ
ド
を
見

せ
ま
す
。
私
は
一
九
九
四
年
に
海
外
旅
行
が

で
き
な
い
で
い
た
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
の
患

者
さ
ん
た
ち
の
夢
を
叶
え
る
べ
く
、
パ
リ
と

ア
ル
プ
ス
の
ツ
ア
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。
果

た
し
て
彼
女
ら
の
興
奮
に
驚
き
な
が
ら
一
緒

に
回
り
、
無
事
に
旅
行
が
終
わ
っ
た
あ
と

帰
っ
て
か
ら
元
気
で
い
ら
れ
る
か
心
配
し
て

訊
い
た
と
こ
ろ
、
返
っ
て
き
た
答
え
は
来
年

は
ど
こ
に
行
き
ま
す
か
、
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
結
局
昨
年
ま
で
二
一
回
ツ
ア
ー
を
重
ね

て
き
ま
し
た
が
、
旅
行
に
行
く
と
い
う
夢
が
、

人
を
元
気
に
す
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
皆

さ
ん
も
ど
う
ぞ
楽
し
く
生
き
抜
く
人
生
を

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
（
松
戸
市
医
療
法
人
社
団
鼎
会
三
和
病
院

顧
問
・
千
葉
大
学
名
誉
教
授
）

　
（
注
）本
稿
は
平
成
三
十
年
度
朝
陽
同
窓
会
記
念

講
演
の
内
容
を
、
編
集
部
よ
り
お
願
い
し
、
随
筆

と
し
て
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
救
急
車
で
運
ば

れ
て
救
命
医
療
を
受
け
そ
の
後
亡
く
な
り
ま

し
た
。
何
で
延
命
治
療
を
希
望
し
な
い
の
に

そ
う
な
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
そ
の
施
設
で

は
医
師
が
看
取
り
に
こ
な
い
た
め
に
、
そ
こ

で
死
ん
で
し
ま
う
と
異
常
死
と
し
て
警
察
が

入
り
ま
す
。そ
れ
は
困
る
の
で
、病
院
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
一
一
九

番
を
回
す
と
三
次
救
急
の
病
院
に
行
き
ま
す
。

そ
う
す
る
と
救
急
延
命
治
療
を
う
け
る
こ
と

に
な
る
の
で
す
。
事
前
指
示
書
を
書
い
て

あ
っ
て
も
、
日
本
で
は
法
的
な
整
備
が
な
さ

れ
て
い
な
い
の
で
救
急
隊
員
が
受
理
し
て
く

れ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

私
の
三
和
病
院
は
五
〇
床
し
か
な
い
小
さ
な

病
院
で
す
が
、
一
二
〇
番
対
応
を
し
て
い
ま

す
。
一
一
九
の
上
を
い
く
と
い
う
意
味
で
す
。

事
前
指
示
書
で
延
命
治
療
を
し
な
い
こ
と
を

確
認
し
て
い
る
患
者
さ
ん
の
場
合
は
、
救
急

車
を
呼
ば
な
い
で
僕
ら
が
診
に
行
き
ま
す
。

あ
る
い
は
救
急
車
で
当
院
に
運
び
ま
す
。

　

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
、
花
伝
書

の
時
代
と
は
違
い
、
歳
を
と
っ
て
も
肉
体
的

に
も
元
気
に
生
き
る
こ
と
で
す
。
昔
の
考
え

方
で
行
け
ば
昔
と
同
様
に
歳
を
と
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
も
う
一
つ
大
事
な
こ
と
は
、
高
齢

者
世
代
が
同
世
代
の
間
で
扶
助
し
あ
う
こ
と
、

若
い
世
代
に
依
存
す
る
の
で
な
く
、
高
齢
者

　
「
好
き
」
の
牽
引
力畑中　

千
晶
（
四
十
回
）　
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究
・
教
育
の
場

に
取
り
込
ん
で

い
け
な
い
だ
ろ

う
か
と
の
検
討

も
始
ま
っ
た
。

二
〇
一
七
年
夏

の
西
鶴
研
究
会

で
は
、
コ
ミ
カ

ラ
イ
ズ
を
担
当

し
た
漫
画
家
の

中
か
ら
、
大
竹

に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
た
た
め
、
依
頼
が
き

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
男
色
大
鑑
』

と
は
、
井
原
西
鶴
の
浮
世
草
子
で
、
貞
享
四

年（
一
六
八
七
）刊
行
、
八
巻
八
冊
。
こ
れ

ま
で
の
西
鶴
研
究
の
な
か
で
は
、『
好
色
一

代
男
』
や
『
日
本
永
代
蔵
』
な
ど
の
陰
に
埋

も
れ
る
こ
と
の
多
い
作
品
で
あ
っ
た
が
、
実

は
、
英
仏
語
へ
の
翻
訳
が
戦
前
か
ら
存
在
す

る
な
ど
、
海
外
で
は
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
て

き
た
。
こ
の
書
の
当
時
の
読
者
層
や
売
れ
行

き
に
つ
い
て
は
、
推
測
を
重
ね
る
ほ
か
な
い

が
、
男
性
読
者
が
中
心
で（
町
人
に
加
え
て

武
士
も
）、『
日
本
永
代
蔵
』
ほ
ど
売
れ
た
わ

け
で
は
な
い
が
、
他
の
作
品
に
比
べ
て
も
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
、
挿
絵
も
美
し
く
、
作
者

の
特
別
な
思
い
入
れ
の
あ
る
作
品
と
思
わ
れ

る
。

　

さ
て
、
コ
ミ
カ
ラ
イ
ズ
版
『
男
色
大
鑑
』

の
刊
行
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
瞬
く
間
に
話
題
と

な
り
、
数
日
後
に
は
海
外
読
者
の
動
向
を
ま

と
め
た
英
語
サ
イ
ト
ま
で
出
現
し
た
。
ま
た
、

日
本
の
読
者
の
な
か
に
は
、
解
説
を
読
ん
で

興
味
が
増
し
た
と
の
感
想
を
ツ
イ
ー
ト
す
る

方
も
い
て
、
執
筆
担
当
と
し
て
お
お
い
に
励

ま
さ
れ
も
し
た
。

　

他
方
で
、
研
究
者
サ
イ
ド
か
ら
も
、
こ
の

コ
ミ
ッ
ク
の
出
現
は
注
目
を
集
め
、
ポ
ッ
プ

カ
ル
チ
ャ
ー
に
お
け
る
こ
う
し
た
動
き
を
研

ラ
イ
ズ
版
『
男
色
大
鑑
』（
な
ん
し
ょ
く
お

お
か
が
み
）
計
三
冊
の
刊
行
で
あ
る

（
二
〇
一
六
年
五
月
、
六
月
、
九
月
）。

　

読
者
諸
兄
諸
姉
の
た
め
に
解
説
し
て
お
く

と
、
Ｂ
Ｌ
と
は
、
ボ
ー
イ
ズ
・
ラ
ブ
と
い
う

和
製
英
語
の
略
称
で
あ
る
。
男
性
同
士
の
恋

を
、
性
愛
も
含
め
て
濃
密
に
描
き
出
し
て
い

く
コ
ミ
ッ
ク
・
小
説
の
一
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
り
、

女
性
読
者
が
ま
ず
は
想
定
さ
れ
て
い
る
け
れ

ど
も
、
実
は
男
性
読
者
も
い
る
。
ま
た
、
作

家
も
女
性
が
大
半
と
は
い
え
、
男
性
も
皆
無

で
は
な
い
ら
し
い
。
な
お
、
読
者
の
多
く
は

Ｂ
Ｌ
フ
ァ
ン（
腐
女
子
、
貴
腐
人
、etc.

）で

あ
る
こ
と
を
周
囲
に
隠
し
て
い
る
こ
と
が
多

い
。

　

こ
の
コ
ミ
ッ
ク
と
私
と
の
接
点
は
、
編
集

部
か
ら
依
頼
を
受
け
、
各
冊
に
原
作
の
解
説

を
寄
せ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
私
は
、
そ
れ
ま

で
西
鶴
の
浮
世
草
子
に
関
す
る
論
文
を
ポ
ツ

ポ
ツ
と
発
表
し
て
お
り
、こ
の
『
男
色
大
鑑
』

直
子
氏
、
九
州
男
児
氏
の
二
名
を
お
招
き
し

て
、
研
究
者（
染
谷
智
幸
氏
と
私
）と
の
協

働
パ
ネ
ル
を
組
み
、
コ
ミ
カ
ラ
イ
ズ
を
め
ぐ

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。

　

そ
の
後
、
広
く
ア
ジ
ア
文
化
圏
を
視
野
に

収
め
つ
つ
、
こ
の
話
題
を
掘
り
下
げ
、
染
谷

氏
と
共
に
『
男
色
を
描
く　

西
鶴
の
Ｂ
Ｌ
コ

ミ
カ
ラ
イ
ズ
と
ア
ジ
ア
の〈
性
〉』（
勉
誠
出

コミカライズ版『男色大鑑』

染谷氏との共編著『男色を描く』
西鶴研究会での協働パネル（左から
筆者、大竹氏、九州男児氏、染谷氏）
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限
ま
で
減
ら
し
、
本
文
中
で
無
理
な
く
理
解

で
き
る
よ
う
に
表
現（
町
田
康
氏
の
現
代
語

訳
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
が
大
変
参
考
に
な
っ

た
）。
ま
た
、
当
時
の
生
活
用
品
や
風
習
な

ど
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
、

図
版
多
数
掲
載
。
各
章
に
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

と
あ
ら
す
じ
を
入
れ
、
読
者
の
便
宜
を
図
っ

た
こ
と
等
々
。

　

Ｂ
Ｌ
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
一
連
の
動
き
は
、

古
典
を
め
ぐ
る
、
あ
る
種
の
「
地
殻
変
動
」

と
で
も
呼
べ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を

受
け
止
め
る
べ
く
、
染
谷
氏
を
中
心
に

二
〇
一
七
年
秋
よ
り
「
若わ
か
し
ゅ衆
文
化
研
究
会
」

を
立
ち
上
げ
、
活
発
な
研
究
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。
こ
の
研
究
会
は
、
江
戸
時
代
の
男

色
文
芸
の
探
究
を
主
な
目
的
と
し
て
い
る
が
、

従
来
の
研
究
会
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
メ

ン
バ
ー
を
研
究
者
に
限
定
せ
ず
、
漫
画
家
、

小
説
家
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
ら
の
二
次
創
作

を
楽
し
む
享
受
者
の
方
々
と
と
も
に
、
楽
し

み
な
が
ら
研
究
を
行
う
と
い
う
姿
勢
を
徹
底

さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
研
究
会

に
集
う
面
々
に
共
通
す
る
の
は
、「
好
き
」

な
も
の
に
つ
い
て
語
り
た
い
と
い
う
欲
求
の

強
さ
で
あ
る
。ま
た
、「
好
き
」「
萌
え
」「
推お

し
」
へ
の
熱
量
が
探
究
心
を
掻
き
立
て
る
の

で
、
結
果
と
し
て
、
愛
し
て
止
ま
ぬ
対
象
を
、

よ
り
深
く
、
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
、
あ

月
、『
全
訳　

男
色
大
鑑
〈
武
士
編
〉』（
文
学

通
信
）刊
行
。
こ
れ
は
、『
男
色
大
鑑
』
前

半
四
巻
の
現
代
語
訳
を
収
め
た
も
の
で
あ
る
。

私
は
、
巻
頭
言
「
初
め
て
の
古
典
が
『
男
色

大
鑑
』
で
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
、
解

説
「
マ
ル
チ
Ｏ
Ｓ
西
鶴
の
『
男
色
大
鑑
』」

を
執
筆
、
合
わ
せ
て
、
現
代
語
訳
の
三
章
分

を
担
当
し
た
。
編
者
は
染
谷
氏
と
私
の
二
人

で
、
他
に
六
名
の
研
究
者
を
募
り
、
分
担
し

て
現
代
語
訳
を
執
筆
し
た
。

　

こ
の
書
が
、
従
来
の
現
代
語
訳
と
大
き
く

異
な
る
の
は
、
人
気
Ｂ
Ｌ
漫
画
家
五
名
に
、

カ
ラ
ー
口
絵
と
モ
ノ
ク
ロ
挿
絵
を
描
い
て
も

ら
っ
た
点
で
あ
る（
表
紙
は
大
竹
直
子
氏
）。

こ
れ
は
、
コ
ミ
カ
ラ
イ
ズ
の
衝
撃（
ビ
ジ
ュ

ア
ル
に
表
現
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
説
得
力
、

解
釈
の
深
さ
等
）を
受
け
、
そ
の
成
果
を
取

り
込
み
た
い
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、

訳
文
に
も
ず
い
ぶ
ん
と
工
夫
を
凝
ら
し
た
。

読
み
や
す
さ
へ
の
配
慮
か
ら
、
注
の
数
を
極

版
）
と
い
う
研
究
書
を
上
梓
し
た
の
が

二
〇
一
七
年
九
月
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
動
き
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
、『
男
色

大
鑑
』
の
名
を
全
国
区
に
押
し
上
げ
た
の
が
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
歴
史
秘
話
ヒ
ス
ト
リ
ア
「
生
き
た
、

愛
し
た
、
あ
り
の
ま
ま
」
の
放
映
で
あ
る

（
二
〇
一
八
年
四
月
二
五
日
）。
こ
の
回
は
、

日
本
史
の
中
に
見
ら
れ
る
性
の
多
様
性
を
探

究
し
た
も
の
で
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
３
で
『
男
色

大
鑑
』を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
。「
Ｂ
Ｌ
の
帝
王
」

と
の
異
名
を
持
つ
声
優
森
川
智
之
氏
の
朗
読

劇
に
よ
っ
て
、『
男
色
大
鑑
』の
物
語
が
紹
介

さ
れ
、
多
く
の
視
聴
者
の
心
を
捉
え
た
よ
う

で
あ
る
。
ま
た
、
あ
の
叶
姉
妹
が
ブ
ロ
グ
で

本
作
に
言
及
し
た
こ
と
で
、
ま
す
ま
す
注
目

度
が
高
ま
っ
た
。
な
お
、
こ
の
回
は
、
数
あ

る
ヒ
ス
ト
リ
ア
の
放
映
の
中
で
も
、
三
本
の

指
に
入
る
ほ
ど
反
響
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

を
、
担
当
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
か
ら
聞
い
て
い
る
。

　

そ
の
後
、『
男
色
大
鑑
』
を
現
代
語
で
読

み
た
い
、
古
文
で
は
難
し
す
ぎ
る
が
、
か
と

い
っ
て
漫
画
だ
け
で
は
物
足
り
な
い
、
西
鶴

が
ど
の
よ
う
に
描
い
た
の
か
、
原
文
に
忠
実

な
現
代
語
訳
で
読
み
た
い
と
の
要
望
が
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
上
に
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

う
し
た
動
き
を
受
け
、
現
代
読
者
に
向
け
て

新
た
に
訳
し
直
し
た
現
代
語
訳
を
上
梓
し
よ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
二
〇
一
八
年
一
二

『全訳　男色大鑑〈武士編〉』
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ら
ゆ
る
努
力
を
積
み
重
ね
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
は
、
物
事
を
前
に
進
め
る
際
の
、

強
力
な
推
進
力
、
あ
る
い
は
、
牽
引
力
と
な

る
。
実
は
、『
全
訳　

男
色
大
鑑
〈
武
士
編
〉』

刊
行
を
記
念
し
て
、
夏
に
二
回
、
冬
に
一
回
、

若
衆
文
化
研
究
会
番
外
編
と
し
て
「
男
色
大

鑑
祭
り
」
な
る
も
の
を
企
画
し
た
と
こ
ろ
、

各
回
と
も
満
員
御
礼
、
計
一
五
〇
名
弱
が
参

加
し
た（
二
〇
一
八
年
八
月
三
、四
日
、
お

よ
び
、
一
二
月
二
二
日
）。
そ
の
感
想
は
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
共
有
さ
れ
、
さ
ら
な
る
盛
り
上
が
り

を
見
せ
て
い
る
。

　

近
頃
の
Ｂ
Ｌ
人
気
と
連
動
し
た
こ
う
し
た

動
き
は
、
マ
ス
コ
ミ
か
ら
も
注
目
さ
れ
つ
つ

あ
る
。過
日
、朝
日
新
聞
社
の
運
営
す
る
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
「
好
書
好
日
」
か
ら
取
材
を
受
け
、

染
谷
氏
、
大
竹
氏
と
共
に
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
応
じ
、
そ
の
記
事
も
公
開
さ
れ
て
い
る

（「
ボ
ー
イ
ズ
ラ
ブ
が
地
味
な
古
典
を
救
っ

た
？　

井
原
西
鶴
の
奇
書
「
男
色
大
鑑
」
を

Ｂ
Ｌ
と
し
て
読
む
」
二
〇
一
八
年
一
一
月

二
八
日
）。

　

古
典
な
ん
て
勉
強
し
て
も
、
就
職
に
は
な

ん
の
役
に
も
立
た
な
い
。
そ
れ
は
そ
う
だ
ろ

う
。
だ
が
、
そ
れ
で
か
ま
わ
な
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

他
方
、「
好
き
」
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
莫
大

で
あ
る
。「
好
き
」
な
も
の
は
、
も
し
か
す

る
と
、
三
度
の
飯
よ
り
人
を
引
き
つ
け
る
と

さ
え
、
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
教
養
だ
か

ら
勉
強
し
な
さ
い
、
せ
め
て
作
者
名
や
作
品

名
の
暗
記
だ
け
で
も
、
な
ど
と
い
う
押
し
つ

け
は
、
ま
っ
た
く
も
っ
て
無
用
で
あ
る
し
、

む
し
ろ
有
害
で
す
ら
あ
る
。
古
典
へ
の
道
し

る
べ
は
多
様
で
あ
っ
て
よ
い
し
、
そ
の
一
つ

に
、
こ
う
し
た
入
り
口
が
あ
っ
て
も
良
い
の

で
は
な
い
か
と
、
私
は
本
気
で
考
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
、
研
究
者
と
し
て
何
か
力
に
な

れ
る
こ
と
が
あ
る
な
ら
、
こ
れ
ほ
ど
幸
せ
な

こ
と
は
な
い
。
必
要
と
さ
れ
る
限
り
、
惜
し

ま
ず
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
う
。

　

ま
た
、
研
究
者
も
実
は
多
く
の
刺
激
を
受

け
て
い
る
。
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
表
現
す
る
世
界

の
奥
深
さ
と
探
究
心
の
強
さ
に
は
、
常
に
感

銘
を
覚
え
る
。
そ
し
て
、
従
来
、
等
閑
に
付

し
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
、
例
え
ば
、
若

衆（
男
色
の
対
象
と
な
る
十
代
の
少
年
）の

髪
型
が
、
ど
の
よ
う
な
結
い
方
で
、
そ
の
変

遷
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
等
へ
と
、

新
た
に
目
を
開
か
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

創
作
と
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
協
働
は
、
今
ま

さ
に
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
二
〇
一
九
年
夏
に

は
、
後
編
に
当
た
る
『
全
訳　

男
色
大
鑑　

〈
歌
舞
伎
若
衆
編
〉』
も
出
版
予
定
だ
。
と
う

ぶ
ん
、
こ
の
作
品
に
背
中
を
押
さ
れ
続
け
る

気
が
し
て
い
る
。　
　
　
（
敬
愛
大
学
教
授
）

　

こ
の
投
稿
は
、
朝
陽

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
元
会
長
で
６
回
生

の
三
浦
正
純＊
１

氏
が
、

二
〇
一
八
年
、
新
宿
高

校
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
語
ら
れ
た
内
容

を
拝
借
し
、再
構
成
し
た
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
の
礎
の
記
述
で
す
。

　

昭
和
二
八
年
に
６
回
生
が
、
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
東
京
予
選
で
、
準
々
決
勝
で
武
蔵
高
校
に

勝
っ
た
時
、
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
に
「
大
番
狂
わ

せ
。
新
宿
、
準
決
勝
へ
」
と
書
か
れ
、
準
決

勝
で
九
段
高
校
と
延
長
戦
の
末
勝
っ
た
時
に

も
、「
新
宿
、
決
勝
。
果
た
し
て
ど
う
な
る

か
？
」
と
い
う
反
応
が
あ
っ
た
。
新
制
高
校

に
な
っ
て
か
ら
は
初
め
て
の
強
さ
だ
っ
た
か

ら
で
す
。

　

当
時
ク
ラ
ブ
部
長
は
数
学
の
中
島
先
生
、

「
お
い
三
浦
。
部
の
予
算
は
い
く
ら
残
っ
て

い
る
？
」
と
。「
た
だ
の
一
円
も
残
っ
て
い

ま
せ
ん
」。
中
島
先
生
は
顔
色
を
変
え
、
宮

田
教
頭（
仇
名
チ
ン
コ
ロ
）と
数
学
の
野
田

先
生
を
相
手
に
「
全
国
大
会
に
行
く
こ
と
に

な
れ
ば
相
当
な
お
金
が
か
か
る
。
学
校
に
予

算
は
あ
る
か
？
」
と
迫
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

九
五
年
の
歴
史
の
礎
は

横
田　

堯
（
十
五
回
）　
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で
も
チ
ン
コ
ロ
は
「
そ
ん
な
金
は
ね
、
一
円

も
な
い
よ
」
っ
て
無
碍
も
な
く
。

　

宮
田
教
頭
は
ど
う
も
、
１
回
生
あ
た
り
が

奔
放
で
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
の
こ
と
を
快
く

思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
？

　

実
際
、
金
は
学
校
に
は
な
か
っ
た
。
急
遽
、

Ｏ
Ｂ
の
寺
内
大
吉
さ
ん（
後
述
）に
相
談
し

よ
う
と
。
寺
内
さ
ん
は
「
で
は
Ｏ
Ｂ
の
間
を

回
っ
て
お
金
を
集
め
、
多
少
の
援
助
を
さ
せ

て
も
ら
お
う
。一
体
い
く
ら
か
か
る
ん
だ
？
」

と
い
う
話
に
。
当
時
の
高
体
連
か
ら
は
、
選

手
十
二
名
分
の
新
潟
ま
で
の
旅
費
と
、
一
泊

目
の
旅
館
代
し
か
出
な
い
。
数
万
で
は
と
て

も
き
か
な
い
お
金
が
必
要
で
、
し
か
も
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
は
色
違
い
の
二
着
が
必
要
。
そ
の

時
、
新
宿
高
校
は
一
着
し
か
な
か
っ
た
か
ら
、

試
合
が
終
わ
る
と
直
ぐ
洗
濯
を
し
て
、
ま
た

次
の
日
着
る
。
黄
色
い
地
に
Ｓ
Ｊ
Ｂ
と
書
い

た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
毎
日
洗
っ
て
い
る
う
ち

に
、
だ
ん
だ
ん
色
あ
せ
て
、
白
だ
か
黄
色
だ

か
分
か
ら
な
い
よ
う
に
。
新
潟
に
行
く
と
な

れ
ば
新
調
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
「
寺
内
先
生
、
あ
と
一
週
間
で
お
金
集
ま

り
ま
す
か
ね
」
と
チ
ン
コ
ロ
。
寺
内
さ
ん
答

え
て
「
僕
が
Ｏ
Ｂ
に
お
願
い
す
る
が
、
取
り

敢
え
ず
立
て
替
え
て
お
く
よ
」
と
。「
寺
内

先
生
が
立
て
替
え
て
く
だ
さ
る
な
ら
安
心
だ

が
、
も
し
集
ま
ら
な
か
っ
た
ら
？
」
と
心
配

さ
れ
た
教
員
た
ち
に
、「
足
り
な
き
ゃ
ね
、

大
吉
寺
を
質
に
入
れ
て
も
、
な
ん
と
か
す
る

か
ら
心
配
す
る
な
」
と
。
寺
は
檀
家
の
も
の

で
あ
っ
て
、
勝
手
に
質
に
な
ん
か
入
れ
る
こ

と
で
き
な
い
の
で
す
が
、
世
の
中
の
こ
と
に

疎
い
先
生
方
は
歓
喜
の
声
を
あ
げ
て
喜
ば
れ

た
。
更
に
「
質
に
入
れ
て
も
集
ま
ら
な
か
っ

た
時
は
？
」
と
学
校
側
。「
あ
な
た
た
ち
ね
、

決
勝
は
明
日
で
し
ょ
。
勝
つ
か
負
け
る
か
分

か
ら
な
い
の
に
ね
、
明
日
の
勝
負
を
見
て
か

ら
先
の
こ
と
は
考
え
れ
ば
い
い
」

　

残
念
な
こ
と
に
決
勝
で
は
墨
田
工
業
高
校

に
３
２
対
２
７
で
負
け
、
こ
れ
で
お
金
の
心

配
は
な
く
な
っ
た
。

　

学
校
を
慌
て
さ
せ
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
が
学
内
外
で
知
れ
渡
る
の
は
昭
和
三
年
。

「
七
十
年
の
歩
み
」
と
題
さ
れ
た
高
校
の
記

念
誌
に
よ
れ
ば
、
初
代
阿
部
校
長
か
ら
全
校

朝
礼
で
戦
い
ぶ
り
を
賞
揚
さ
れ
、
さ
ら
に
翌

年
９
戦
し
て
８
勝
の
戦
果
を
成
し
て
、
一
躍

「
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
六
中
」
が
さ
さ
や
か
れ
た

と
あ
り
ま
す
。

　

府
立
六
中
の
創
立
は
、
大
正
十
一
年
。
三

年
後
に
屋
内
体
育
館
が
で
き
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

を
す
る
機
運
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
初
代

キ
ャ
プ
テ
ン
は
三
越
の
副
社
長
か
ら
東
武
デ

パ
ー
ト
の
社
長
に
な
ら
れ
た
旧
２
回
の
正
木

正
巳
さ
ん
。
正
木
さ
ん
に
は
資
金
面
で
か
な

り
長
期
間
に
亘
っ
て
ク
ラ
ブ
に
ご
貢
献
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

も
う
お
一
人
、
成
田
有
恒（
ペ
ン
ネ
ー
ム

寺
内
大
吉
）さ
ん
。
浄
土
宗
の
大
吉
寺
の
息

子
で
、
最
後
は
大
本
山
増
上
寺
の
法
主
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
が
、
本
人
は
文
学
を
志
し
、

懸
賞
小
説
に
応
募
し
て
何
回
も
入
賞
し
、「
俺

は
懸
賞
小
説
の
賞
金
で
寺
の
賽
銭
を
盗
ま
な
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い
で
済
ん
だ
ん
だ
よ
」
と
い
う
話
。
作
家
と

し
て
は
「
は
ぐ
れ
念
仏
」
で
昭
和
三
五
年
下

半
期
の
直
木
賞
を
取
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
司

馬
遼
太
郎
さ
ん
ら
と
「
近
代
説
話
」
と
い
う

同
人
雑
誌
を
立
ち
上
げ
ら
れ
、
こ
の
メ
ン

バ
ー
は
全
員
、
８
人
と
も
、
芥
川
賞
と
直
木

賞
を
お
取
り
に
な
っ
て
、
文
学
界
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

寺
内
さ
ん
は
競
輪
や
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ

の
解
説
者
と
し
て
も
有
名
で
、
お
嬢
さ
ん
の

結
婚
式
に
は
、
ホ
テ
ル
に
リ
ン
グ
を
張
っ
て
、

当
時
日
本
一
の
キ
ッ
ク
ボ
ク
サ
ー
澤
村
選
手

を
来
客
に
紹
介
。
ま
た
後
輩
を
競
輪
の
高
松

宮
杯
に
連
れ
て
行
っ
た
こ
と
も
。「
は
ぐ
れ

念
仏
」
は
競
輪
を
テ
ー
マ
に
し
た
小
説
で
、

こ
こ
に
経
験
が
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

寺
内
さ
ん
は
旧
⓭
回
の
卒
業
で
、
当
時
の

全
国
中
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
全
国
大
会
で
好

成
績
を
残
し
ま
し
た
。
日
韓
併
合
の
時
代
、

初
代
阿
部
校
長
が
身
元
引
受
人
に
な
っ
て
朝

鮮
か
ら
の
留
学
生
を
受
け
い
れ
て
い
ま
す
が
、

当
時
の
朝
鮮
は
ア
ジ
ア
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
レ

ベ
ル
が
高
く
、
そ
の
上
手
な
留
学
生
２
人
と
、

寺
内
さ
ん
の
ひ
と
つ
下
の
藤
倉
節
郎
さ
ん

（
こ
の
方
は
早
稲
田
大
学
の
キ
ャ
プ
テ
ン
を

務
め
た
方
）な
ど
で
構
成
し
た
チ
ー
ム
だ
っ

た
か
ら
で
し
ょ
う
か
？

　

戦
後
の
混
乱
期
に
最
初
に
復
活
し
た
の
は

野
球
部
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
の
先
輩
た
ち
は
、
野
球
部
の
試

合
に
も
駆
り
出
さ
れ
た
そ
う
で
、
当
時
の
運

動
部
の
様
子
が
偲
ば
れ
ま
す
。

　

昭
和
一
桁
か
ら
戦
中
の
優
秀
な
人
は
か
な

り
海
軍
兵
学
校
に
行
き
ま
し
た
。六
中
で「
海

兵
」
に
行
け
な
い
の
は
「
陸
士
」
も
受
け
ろ
、

そ
れ
で
も
ダ
メ
な
ら
東
大
へ
行
け
と
い
う
く

ら
い
の
も
の
で
、
六
中
健
児
は
皆
、
海
兵
を

目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
極
め
て
大
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
戦
艦
三
笠
の
鐘
が
下

賜
さ
れ
、
学
校
は
時
計
台
の
よ
う
な
鐘
塔
を

作
り
、
興
国
の
鐘
と
称
し
て
始
業
、
就
業
毎

に
打
ち
鳴
ら
し
ま
し
た
。

　

寺
内
さ
ん
ら
の
提
唱
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
の

卒
業
生
の
会
が
、
丁
度
十
日
に
発
足
し
た
の

で
、
毎
月
集
ま
る
「
十
日
会
」
が
で
き
ま
し

た
。
参
加
資
格
は
二
年
の
３
学
期
ま
で
バ
ス

ケ
ッ
ト
を
や
っ
た
人
は
会
員
で
、
受
験
勉
強

の
た
め
に
途
中
で
辞
め
ち
ゃ
っ
た
人
は
資
格

が
な
い
ね
と
い
う
よ
う
な
、
そ
ん
な
こ
と
で

し
た
。
こ
の
会
の
流
れ
で
行
な
っ
た
の
が
大

吉
寺
の
別
棟
で
行
っ
た
麻
雀
大
会
。
参
加
者

の
寺
銭
は
現
役
の
合
宿
費
な
ど
に
な
り
ま
し

た
。

　

会
員
が
増
え
、
や
が
て
若
い
人
は
、
上
の

爺
さ
ん
の
話
を
聞
か
さ
れ
て
も
ど
う
も
と
云

う
事
で
、「
十
日
会
」
は
卒
業
何
回
ま
で
と
し
、

そ
こ
か
ら
下
は
「
朝
陽
籠
球
会
」
を
新
し
く

作
り
ま
し
た
。
そ
の
後
㉖
回
の
須
藤
亮
一
さ

ん
ら
の
提
案
を
受
け
、
平
成
二
二
年
に
全
体

を
繋
ぎ
な
お
す「
朝
陽
バ
ス
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
」

（
現
会
長
市
川
信
行
㉖
回
）が
再
ス
タ
ー
ト

し
、
そ
の
中
で
「
十
日
会
」
は
長
老
の
年
一

回
の
集
ま
り
と
し
て
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

女
子
は
、
第
６
回
生
が
初
め
て
チ
ー
ム
を

作
り
ま
し
た
。
３
回
生
の
山
根
子
公
さ
ん
が

コ
ー
チ
を
し
ま
し
た
が
、
二
年
後
に
実
践
女

子
大
へ
移
ら
れ
た
の
で
、
男
子
の
コ
ー
チ

だ
っ
た
金
子
保
さ
ん
が
兼
務
さ
れ
ま
し
た
。

７
回
生
、
８
回
生
は
か
な
り
ま
と
ま
っ
て
い

た
と
三
浦
氏
は
語
り
ま
す
。

　

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
独
自
の
発
展
を
物
語

る
よ
う
に
、
Ｏ
Ｇ
が
中
心
の
「
絢
蘭
会
」
が

満
開
の
桜
の
下
で
年
一
回
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
会
の
発
端
は
、
た
ま
た
ま
Ｏ
Ｇ
の

中
に
音
楽
を
専
門
に
す
る
人
々
が
数
名
い
ら

し
て
、
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
な
が
ら
Ｏ
Ｇ

み
ん
な
で
そ
の
演
奏
を
聴
こ
う
と
い
う
、
運

動
部
と
し
て
は
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
が
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
Ｏ
Ｂ
会
が
し
っ
か
り
し
て
い

る
お
蔭
で
、
強
い
時
弱
い
時
は
あ
っ
て
も
、

新
宿
高
校
に
は
確
か
な
技
術
の
伝
統
が
植
え

ら
れ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
と
三
浦
氏
は
続

け
る
。
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ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
明
日
に
期
待
し
て
結
び

ま
す
。

（
現
公
益
財
団
法
人　
　
　
　
　
　
　
　

音
楽
鑑
賞
振
興
財
団
理
事
）

＊
１　

三
浦
正
純　

六
回
生

　

立
教
大
学
か
ら
第
一
生
命
入
社　

ホ
テ
ル

オ
ー
ク
ラ
浜
松
の
代
表
を
務
め
る
。

ま
し
た
。
優
勝
時
の
コ
ー
チ
は
ハ
リ
ス
と
い

う
人
で
、
彼
の
卒
業
し
た
強
豪
ケ
ン
タ
ッ

キ
ー
大
学
の
監
督
ア
ド
ル
フ
・
ラ
ッ
プ
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ア
メ
リ
カ
チ
ー
ム
の
監
督
で

し
た
が
、
こ
の
人
の
書
い
た
「
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
」
と
い
う
書
籍
が
素
晴
ら
し
く
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
の
指
南
書
と
な
り
ま
し
た
。

　

基
礎
練
習
に
つ
い
て
詳
細
に
書
い
て
あ
り
、

し
ま
い
に
は
水
虫
の
処
理
ま
で
。
水
虫
の
で

き
て
い
る
奴
は
、
ち
ゃ
ん
と
走
れ
な
い
か
ら

と
。

　

武
富
さ
ん
は
こ
れ
を
原
書
で
読
み
、
ま
た
、

今
で
も
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
大
学
が
使
っ
て
い
る

二
九
の
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
ま

し
た
。

　

武
富
さ
ん
は
し
ば
し
ば
母
校
新
宿
に
訪
れ
、

後
輩
を
指
導
、
そ
の
一
人
井
上
寛
直（
直
さ

ん
）を
通
じ
、
武
富
さ
ん
の
お
考
え
は
筆
者

の
⓯
回
生
ら
に
も
脈
々
と
伝
わ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
理
論
は
５
回
か
ら
８
回
ま
で
の

コ
ー
チ
を
さ
れ
た
金
子
さ
ん（
前
出
）の
数
々

の
ド
リ
ル
プ
レ
ー
の
基
本
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。
金
子
さ
ん
は
そ
の
後
赴
任
さ
れ
た
習
志

野
高
校
と
市
立
船
橋
高
校
を
全
国
制
覇
に
導

か
れ
た
実
力
者
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
宿
高
校
生
は
卒
業
生
後
キ
ャ
プ
テ
ン
や

コ
ー
チ
を
務
め
る
人
が
多
く
、
こ
の
よ
う
な

技
術
と
伝
統
を
受
け
継
ぐ
、
新
宿
高
校
バ
ス

　

旧
⓲
回
卒
で
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ヘ
ッ

ド
コ
ー
チ
を
務
め
ら
れ
た
武
富
邦
中
さ
ん
。

こ
の
方
は
戦
後
す
ぐ
慶
應
へ
入
り
、
二
年
生

で
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
に
な
り
ま

し
た
。
新
宿
高
校
の
体
育
館
は
戦
争
で
焼
け

残
っ
て
、
慶
応
や
早
稲
田
大
学
も
使
っ
て
い

ま
し
た
。
伊
勢
丹
の
上
階
が
進
駐
軍
の
中
堅

ク
ラ
ス
の
軍
人
の
兵
舎
に
な
っ
て
い
た
時
代
、

体
育
館
を
毎
日
一
八
時
以
降
は
進
駐
軍
に
渡

せ
と
い
う
命
令
が
出
て
、
武
富
さ
ん
に
言
わ

せ
ま
す
と
、
こ
れ
で
体
育
館
の
電
灯
設
備
が

よ
く
な
っ
た
。
ま
た
体
育
館
の
隅
っ
こ
に
穴

が
空
い
て
い
て
、
彼
ら
が
試
合
を
や
っ
て
誰

も
見
て
い
な
い
時
に
、
余
っ
て
い
る
ボ
ー
ル

を
ポ
ン
と
角
か
ら
床
下
へ
蹴
り
込
ん
で
。
彼

ら
が
帰
っ
た
後
そ
れ
を
拾
っ
て（
…
時
効
？
）

当
時
の
新
宿
高
校
は
非
常
に
ボ
ー
ル
持
ち

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
う
し
て
進
駐
軍
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
見
た

大
学
生
ら
は
随
分
刺
激
を
受
け
、
武
富
さ
ん

は
米
国
人
に
慶
応
の
コ
ー
チ
を
頼
み
ま
し
た
。

未
だ
ア
メ
リ
カ
人
に
反
感
の
あ
っ
た
時
代
の

こ
と
で
、
こ
れ
が
彼
の
慶
應
大
学
だ
け
で
な

く
て
日
本
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
界
に
対
し
て
の
貢

献
で
し
た
。

　

こ
れ
で
慶
應
大
学
の
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

が
戦
前
と
大
き
く
変
わ
っ
た
そ
う
で
、
昭
和

二
五
年
に
イ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
で
初
優
勝
し
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た
返
し
て
お
り
ま
す
。
最
近
は
ほ
ぼ
半
数
が

外
国
人
か
と
思
え
る
ほ
ど
観
光
客
も
多
く
押

し
寄
せ
て
お
り
ま
す
。
当
然
表
立
っ
た
通
り

沿
い
は
物
販
、
飲
食
の
店
舗
と
し
て
何
ら
か

の
物
か
サ
ー
ビ
ス
を
売
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

界
隈
の
飲
食
店
は
ほ
ぼ
大
手
の
チ
ェ
ー
ン
店

で
占
め
ら
れ
て
い
る
様
に
感
じ
ま
す
。
規
模

も
大
き
く
初
期
投
資
も
か
な
り
の
額
に
な
る

為
、
個
人
が
店
を
構
え
る
の
は
至
難
の
技
か

と
思
い
ま
す
。
店
舗
を
利
用
す
る
側
に
と
っ

て
は
普
通
の
食
事
、
普
通
の
サ
ー
ビ
ス
を
普

通
の
料
金
で
受
け
ら
れ
る
安
心
感
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
た
だ
昼
の
街
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

く
、
夜
十
時
を
過
ぎ
る
頃
に
は
人
通
り
も
駅

に
向
か
う
人
々
が
中
心
と
な
り
、
寂
し
さ
を

感
じ
ま
す
。

　

歌
舞
伎
町
は
日
本
一
の
歓
楽
街
と
は
思
い

ま
す
が
、
自
分
が
営
業
後
飲
み
歩
く
深
夜
零

時
以
降
は
日
本
人
、
黒
人
の
ポ
ン
引
き
が
か

な
り
多
く
、
法
外
な
料
金
の
ぼ
っ
た
く
り
被

害
も
か
な
り
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
風
俗
店
、

反
社
会
的
勢
力
の
方
々
も
か
な
り
多
く
、
終

電
後
、
泥
酔
状
態
は
も
ち
ろ
ん
、
ほ
ろ
酔
い

で
も
あ
ま
り
ふ
ら
ふ
ら
し
な
い
方
が
良
い
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
自
分
も
立
ち
寄
る
こ
と
は

ほ
ぼ
あ
り
ま
せ
ん
。

　

二
丁
目
界
隈
は
昔
の
青
線
、
自
分
が
小
学

生
の
頃
は
ヌ
ー
ド
ス
タ
ジ
オ
、
現
在
は
特
殊

て
三
丁
目
の
飲
食
街
が
あ
り
ま
す
。
思
い
出

横
丁（
し
ょ
ん
べ
ん
横
丁
）、
ゴ
ー
ル
デ
ン

街
と
い
う
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
飲
食
街
は
現
在
外

国
人
観
光
客
に
大
人
気
の
様
で
す
。

　

明
治
通
り
か
ら
二
丁
目
ま
で
の
三
丁
目
飲

食
街
に
は
古
い
店
、
十
坪
前
後
の
店
が
多
く
、

大
手
の
チ
ェ
ー
ン
店
は
各
店
舗
の
規
模
が
小

さ
す
ぎ
る
為
、
ま
た
賃
料
が
高
す
ぎ
る
為
か

ほ
と
ん
ど
出
店
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

三
丁
目
の
昔
な
が
ら
の
目
印
は
落
語
の
寄

席
、
末
広
亭
で
す
。
一
九
二
一
年
よ
り
現
在

の
場
所
に
て
営
業
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
歌

舞
伎
町
が
今
は
な
き
コ
マ
劇
場
に
集
ま
る

人
々
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
店
舗
か
ら
日
本

一
の
大
歓
楽
街
に
発
展
し
た
よ
う
に
、
三
丁

目
は
末
広
亭
が
丁
度
界
隈
の
中
心
に
位
置
し

集
客
力
も
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
人
々
を
目
当

て
に
飲
食
街
が
形
成
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

新
宿
駅
は
ご

存
知
の
通
り
世

界
一
の
乗
降
客

数
を
誇
る
巨
大

駅
、
西
口
、
東

口
、
昔
は
な

か
っ
た
高
島
屋

方
面
へ
延
び
る

界
隈
は
四
六
時

中
人
々
で
ご
っ

　

新
宿
三
丁
目
で

『
新
宿
の
み
や
』

を
二
〇
〇
〇
年
よ

り
営
業
し
て
お
り

ま
す
。
今
回
、
新

宿
三
丁
目
の
飲
食

業
動
向
に
つ
い
て
、

と
お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
投
稿
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

四
谷
第
七
小
学
校（
現
花
園
小
）、
新
宿

高
校
の
間
隣
に
あ
っ
た
四
谷
二
中（
現
四
谷

中
）を
経
て
新
宿
高
校
へ
。
学
生
時
代
は
三

丁
目
の
名
店
、
ど
ん
底
で
週
三
日
ア
ル
バ
イ

ト
、卒
業
後
は
そ
の
ま
ま
ど
ん
底
へ
、と
思
っ

て
お
り
ま
し
た
が
両
親
に
反
対
さ
れ
会
社
員

に
、
二
十
年
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
働
き
ま

し
た
が
退
職
し
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
宿
に
は
大

き
く
分
け
て
西

口
、
東
口（
駅

前
か
ら
明
治
通

り
伊
勢
丹
迄
）、

歌
舞
伎
町
、
二

丁
目（
ホ
モ
、

レ
ズ
街
）そ
し

　

新
宿
三
丁
目
界
隈

矢
向　

誠
（
二
八
回
）　
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態
、
の
み
や
に
と
っ
て
は
余
り
良
い
状
況
で

は
無
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

と
は
い
う
も
の
の
、
半
世
紀
前
、
課
長
が

部
下
を
引
き
連
れ
て
わ
が
家
へ
、
奥
様
に
酒
、

つ
ま
み
を
用
意
さ
せ
自
宅
で
宴
会
、
と
い
う

光
景
が
か
な
り
あ
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
都
市
部
で
は
ほ
ぼ
皆
無
か
と
思
い
ま

す
。
仕
事
が
う
ま
く
い
っ
た
時
、
逆
に
い
か

な
か
っ
た
時
、
う
れ
し
い
事
、
悲
し
い
事
、

久
し
ぶ
り
に
旧
友
と
会
う
時
、
何
か
に
つ
け

何
処
か
で
誰
か
と
酒
を
酌
み
交
わ
す
機
会
は

無
く
な
る
事
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

三
丁
目
の
繁
盛
店
の
筆
頭
の
ど
ん
底
、
こ

こ
で
何
年
も
働
き
お
金
を
貯
め
、
お
客
様
を

掴
み
、
独
立
の
夢
を
叶
え
る
。
こ
ん
な
夢
を

実
現
し
た
先
輩
が
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

池
林
房
、
山
小
屋
が
大
成
功
の
お
店
で
す
。

ま
た
小
さ
い
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
る
先
輩
方

も
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

少
し
前
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が

ミ
ッ
キ
ー
さ
ん
と
い
う
方
は
三
丁
目
に

シ
ョ
ッ
ト
バ
ー
を
十
軒
以
上
作
り
、
現
在
も

盛
業
中
で
す
。
息
子
さ
ん
達
が
遺
志
を
引
き

継
ぎ
ま
だ
ま
だ
発
展
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
三
丁
目
を
特
集
し
た
番
組

を
作
っ
た
そ
う
で
す
。
自
分
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
そ
こ
に
呼
ば
れ
て
三
丁
目
を

語
っ
た
の
が
伊
勢
丹
の
社
長
、
ど
ん
底
の
社

で
ど
な
た
か
ら
も
反
応
な
し
の
状
態
で
す
。

　

先
日
広
告
代
理
店
に
お
勤
め
の
お
客
様
と

お
話
を
し
て
い
た
ら
、
彼
が
入
社
し
た
二
十

年
前
は
、
ほ
ぼ
毎
晩
、
デ
ス
ク
の
全
員
で
課

長
の
掛
け
声
の
も
と
夜
の
街
に
繰
り
出
し
て

い
た
そ
う
で
す
。
現
在
は
上
司
が
部
下
に
飲

み
に
行
く
か
、
と
聞
く
と
、
部
下
か
ら
そ
れ

は
業
務
で
す
か
、
と
聞
か
れ
る
そ
う
で
す
。

そ
の
会
社
の
就
業
規
則
に
、
上
司
が
部
下
を

飲
み
に
誘
う
と
パ
ワ
ハ
ラ
に
な
る
の
で
禁
止
、

と
明
記
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

昔
は
当
た
り
前
だ
っ
た
は
し
ご
酒
も
め
っ

き
り
減
り
タ
ク
シ
ー
も
有
り
余
っ
て
い
る
状

な
趣
味
の
方
々
の
集
ま
る
特
殊
な
街
の
様
で

す
。
映
画
が
大
ヒ
ッ
ト
し
た
故
フ
レ
デ
ィ
・

マ
ー
キ
ュ
リ
ー
も
来
日
の
際
に
は
必
ず
立
ち

寄
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
週
末
、
金
曜
日
、
土

曜
日
は
大
賑
わ
い
で
す
が
平
日
は
静
か
そ
う

で
す
。

　

末
広
亭
を
中
心
と
し
た
三
丁
目
界
隈
は
東

口
、
歌
舞
伎
町
の
雑
踏
と
は
打
っ
て
変
わ
り

小
さ
な
個
人
店
が
ひ
し
め
く
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
街
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
風
俗
店
も
皆

無
で
反
社
会
的
勢
力
の
方
々
も
ほ
と
ん
ど
見

か
け
ま
せ
ん
。
深
夜
零
時
以
降
に
泥
酔
し
て

ふ
ら
つ
い
て
も
、
コ
ケ
て
怪
我
す
る
以
外
、

危
な
い
と
感
じ
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

静
か
す
ぎ
る
の
か
営
業
開
始
か
ら
一
九
年
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
周
辺
に
は
新
し
い
店
の
方

が
多
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
来
客
が

思
惑
通
り
に
伸
び
な
い
、
客
単
価
が
予
想
以

下
、
従
業
員
が
集
ま
ら
な
い
等
々
、
閉
店
、

代
替
わ
り
が
目
立
ち
ま
す
。
ま
た
建
物
の
老

朽
化
も
か
な
り
目
立
ち
ま
す
。
長
年
頑
張
っ

て
き
た
大
将
も
寄
る
年
波
に
は
勝
て
ず
、
子

供
た
ち
は
水
商
売
を
嫌
が
り
や
む
な
く
、
と

言
っ
た
後
継
者
不
足
も
深
刻
で
す
。
以
前
、

掲
載
料
が
無
料
の
為
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

人
を
出
し
て
お
り
ま
し
た
。
十
年
前
は
か
な

り
応
募
も
あ
り
ま
し
た
が
ほ
と
ん
ど
が
老
人

か
外
人
、
現
在
、
飲
食
は
嫌
わ
れ
て
い
る
様
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長
、
そ
し
て
マ
ル
ゴ
ー
グ
ル
ー
プ
の
女
性
社

長
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
彼
女
の
ワ
イ
ン
バ
ー

は
三
丁
目
の
至
る
所
に
あ
り
ま
す
。

　

い
つ
も
の
店
で
い
つ
も
の
と
り
と
め
の
な

い
、
く
だ
ら
な
い
話
を
し
な
が
ら
、
い
つ
も

の
マ
ス
タ
ー
と
、
顔
見
知
り
の
常
連
さ
ん
達

と
、
ま
っ
た
り
飲
む
の
は
一
日
の
締
め
に
は

良
い
か
と
思
い
ま
す
。
裏
新
宿
、
大
字
三
丁

目
と
陰
口
も
た
た
か
れ
る
街
で
す
が
、
今
少

し
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
街
で
ま
っ
た
り
仕

事
を
し
よ
う
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

見
知
ら
ぬ
街
の
見
知
ら
ぬ
店
に
、
飛
び
込

み
で
入
る
の
は
か
な
り
の
勇
気
が
い
る
か
と

思
い
ま
す
。
歌
舞
伎
町
、
二
丁
目
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
街
は
そ
う
い
っ
た
意
味
で
注
意
が
必
要

で
す
。
三
丁
目
に
関
し
て
は
、
ど
こ
の
店
に

飛
び
込
み
で
入
っ
た
と
し
て
も
、
大
け
が
は

な
い
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

生
徒
の
方
々
も
読
ま
れ
る
と
の
事
、
成
人

後
、
一
気
飲
み
、
深
酒
、
ポ
ン
引
き
に
は
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
ま
せ
。

　

乱
筆（
？
）乱
文
に
お
付
き
合
い
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

追
伸
：
元
水
泳
部
員
と
し
て
、
池
江
璃
花

子
選
手
、
頑
張
れ
！
金
メ
ダ
ル
な
ん
て
ど
う

で
も
い
い
、
健
康
体
を
取
り
戻
し
て
く
だ
さ

い
！

　
（
の
み
や
の
お
や
じ
）

BUDAPEST　http://www.gerbeaud.huTOKYO　http://www.gerbeaud.jp

パナッシュジャパン㈱　代表取締役社長　宇井　雅人（新22回生）

南欧料理、パリの居酒屋風レストラン

ぐりる シ ャ ト ー
“新宿高校”と言えば特別サービス

アド街ック天国、日曜ビッグバラエティその他テレビで何度もオンエア

日曜・祝日の貸切大歓迎。
(場所代無し)是非ご相談ください。
土曜日も昼夜とも通常通り営業
しております。

１５回生の池上がやっています。

東京駅八重洲北口から歩いて２分

ＪＲ東京駅

八重洲北口

外堀通り

本間ゴルフ

牛丼松屋

丸善

高島屋

東京都中央区八重洲 1-6-14
電話 03-3271-7665

★★★
営業時間

昼 11:30 ～ 2:30
夜 17:00 ～ 22:00

(ラストオーダー)

グリル・シャトー

創業５６年と
なりました。

５７
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九
州
朝
陽
会
支
部
報
告

総
会

☆
十
一
月
一
八
日
（
日
） 

⓫
：
㉚
～　

天
神
・

福
新
楼

☆
参
加
者
十
八
名
：
３
石
井
、
８
新
川
、
⓮

岡
本
、
佐
治
、
⓯
野
上
、
⓰
佐
藤
、
⓱
芝
原

夫
妻
、
⓳
諌
山
、
坂
本
、
㉓
安
武
、
㉘
小
林
、

㉙
山
下
、
古
世
、
㉜
野
中
、
㊵
山
川
、
�
薄

鍋
、
本
部
よ
り
⓯
西
出
（
敬
称
略
）

☆
司
会
は
「
ま
だ
緊
張
す
る
…
」
と
仰
る
安

武
氏
が
、
今
回
も
ご
担
当
下
さ
い
ま
し
た
。

☆
石
井
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
特
に
お
願

い
し
た
博
多
三
大
祭
の
一
つ
筥
崎
宮
「
放
生

会
（
ほ
う
じ
ょ
う
や
）」
の
参
道
を
飾
る
ぼ

ん
ぼ
り
に
つ
い
て
の
博
多
語
り
。
福
博
名
士

（
王
貞
治
氏
やIK

K
O

氏
ら
も
ご
常
連
）
の

お
一
人
と
し
て
石
井
会
長
も
例
年
、
絵
と
隷

書
体
の
四
字
熟

語
を
か
い
た
作

品
を
献
灯
さ
れ

て
お
り
、
平
成

最
後
の
秀
作
が

こ
ち
ら
で
す
。

☆
続
い
て
、
西
出
様
か
ら
母
校
の
現
況
・
最

こ
の
会
な
ら
で
は
の
和
や
か
な
ひ
と
時
で
し

た
。

☆
閉
会
の
辞
は
、
可
愛
い
お
孫
さ
ん
と
の
時

近
の
同
窓
会
活
動
な
ど
の
報
告
を
拝
聴
。
締

め
括
り
に
、
凛
々
し
い
袴
姿
の
佐
藤
氏
に
よ

る
「
居
合
道
演
武
」
で
邪
を
払
っ
て
頂
き
ま

し
た
。
そ
の
直
後
の
集
合
写
真
な
の
で
、
皆

さ
ん
の
表
情
に
清
々
し
さ
が
漂
っ
て
い
る
よ

う
な
？

懇
親
会

☆
乾
杯
の
音
頭
は
、
新
川
氏
。
肌
身
に
は
健

康
配
慮
の
自
然
素
材
、
丁
寧
に
日
々
を
織
り

成
す
紳
士
か
ら
は
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
推
奨

や
、
母
校
同
窓
会
費
へ
の
一
家
言
も
あ
り
ま

し
た
。

☆
続
い
て
、
年
々
腕
を
上
げ
る
面
々
に
よ
る

〝
鳴
り
物
〟
が
恒
例
化
。
野
中
氏
・
野
上
氏

の
フ
ル
ー
ト
演
奏
、
芝
原
ご
夫
妻
の
ギ
タ
ー

と
歌
、
大
ト
リ
に
小
林
幹
事
長
（
九
州
交
響

楽
団
）
の
オ
ー
ボ
エ
が
花
を
添
え
る
耳
福
に

一
同
大
満
足
。

☆
自
由
歓
談
は
、
ち
ょ
っ
と
上
質
の
紹
興
酒

や
焼
酎
を
酌
み
交
わ
し
中
華
料
理
を
堪
能
し

な
が
ら
三
卓
往
来
で
話
も
弾
み
ま
す
。
近
況

報
告
で
は
、
貴
重
な
若
手
・
山
川
氏
の
九
州

再
赴
任
や
、
親
孝
行
の
た
め
古
世
氏
が
福
岡

へ
移
住
？
し
た
こ
と
を
喜
び
ま
し
た
。
石
井

会
長
の
お
人
柄
の
賜
物
、
年
々
打
ち
解
け
る

••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••

支
　
部
　
便
　
り

2018年度 九州朝陽会総会　平成30年11月18日　於：中国菜館　福新楼
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東
海
朝
陽
会
三
年
ぶ
り
に
開
催

　

二
〇
一
三
年
以
来
五
年
ぶ
り
と
な
る
東
海

朝
陽
会
が
、平
成
三
十
年
六
月
十
六
日
（
土
）

十
二
時
か
ら
名
古
屋
の
中
日
パ
レ
ス
「
ア
イ

リ
ス
」
で
開
催
さ
れ
、
中
京
地
区
在
住
の
同

窓
生
十
六
名
が
参
加
さ
れ
た
。

　

司
会
古
川
秀
昭
さ
ん
（
⓯
）
の
開
会
宣
言

に
引
き
続
き
、
九
十
歳
（
誰
が
見
て
も
七
十

歳
台
）
と
、
参
加
者
最
長
老
の
野
々
田 

博

さ
ん
（
中
⓴
）
の
乾
杯
発
声
、
本
部
か
ら
参

加
の
田
中
俊
郎
同
窓
会
長
（
⓱
）
の
挨
拶
の

後
、
同
窓
会
事
務
局
長
西
出
紀
久
（
⓯
）
か

ら
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
の
母
校
現
況
、
百

周
年
記
念
事
業
の
進
捗
状
況
な
ど
の
報
告
に

耳
を
傾
け
た
の
ち
歓
談
に
入
っ
た
。
歓
談
が

一
段
落
し
た
宴
半
ば
、
司
会
の
リ
ー
ド
に
よ

り
参
加
者
一
人
ず
つ
近
況
報
告
が
行
わ
れ
、

そ
の
中
で
東
海
朝
陽
会
の
今
後
の
活
性
化
策

に
つ
い
て
活
発
な
提
案
が
相
次
い
だ
。

　

そ
し
て
、
東
海
朝
陽
会
活
性
化
に
は
し
っ

か
り
し
た
体
制
作
り
が
必
要
と
の
小
宮
山 

享
さ
ん
（
⓬
）
の
提
案
に
基
づ
き
、
早
急
に

体
制
づ
く
り
に
着
手
す
る
こ
と
を
参
加
者
全

員
で
合
意
し
お
開
き
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、

閉
宴
後
も
話
足
り
な
い
多
く
の
方
が
同
館
内

の
喫
茶
ル
ー
ム
に
場
を
移
し
て
、
尽
き
な
い

話
に
時
間
を
経
つ
の
を
忘
れ
た
。

二
十
四
日
（
日
）
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
決
定
し
ま
し
た
ら
朝
陽
同
窓
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
（
四
四
回　

西
島
健
太
郎
）

　

間
が
最
優
先
、
現
役
時
代
の
パ
パ
と
違
う
と

お
嬢
様
方
に
焼
か
れ
る
と
い
う
岡
本
氏
で
し

た
。

　

来
年
も
元
気
で
集
え
ま
す
よ
う
に
。　
　

（
二
九
回 

山
下
美
智
恵
）

関
西
支
部
便
り

平
成
三
十
年
度
総
会
（
同
窓
会
）
報
告

　

関
西
朝
陽
会
総
会
は
平
成
三
十
年
十
一
月

二
十
五
日
（
日
）
十
二
時
三
十
分
～
十
四
時

三
十
分
迄
の
二
時
間
、
大
阪
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
「
楓
」
で
開
催
さ
れ
た
。
参
加
人
数
は

十
九
名
、
本
部
か
ら
吉
村
幹
事
長
が
ご
出
席

さ
れ
ま
し
た
。
会
は
岡
田
華
織
氏
（
�
）
の

司
会
で
進
行
。
渡
辺
支
部
長
（
㉞
）
の
挨
拶
、

乾
杯
で
ス
タ
ー
ト
。
歓
談
を
は
さ
ん
で
、
吉

村
幹
事
長
よ
り
母
校
の
近
況
に
つ
い
て
、
ス

ラ
イ
ド
で
ご
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
全
員
で
校
歌
・
健
児
の
歌
を
斉
唱

し
、
世
話
人
代
表
で
あ
る
青
柳
司
氏
（
６
）

に
よ
る
閉
会
の
挨
拶
、
最
後
に
集
合
写
真
を

撮
影
し
て
散
会
し
ま
し
た
。
尚
、
過
去
数
年

は
土
曜
日
開
催
で
し
た
が
、
前
年
度
よ
り
日

曜
日
開
催
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次

年
度
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
十
一
月
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パ
リ
祭
近
く
の
土
曜
日
で
あ
る
七
日
に
、
恒

例
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
多
摩
（
多
摩
セ
ン

タ
ー
）
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
の
参

加
者
は
、
旧
師
岩
波
裕
治
先
生
を
含
め
二
四

名
。
毎
年
楽
し
み
に
ご
参
加
い
た
だ
く
皆
さ

　

そ
の
後
有
志
で
話
し
合
い
を
重
ね
、
十
月

に
は
以
下
六
名
に
よ
る
幹
事
団
が
発
足
、
早

速
二
〇
一
九
年
度
の
開
催
日
程
（
左
記
）
を

決
定
す
る
だ
け
で
な
く
、
二
〇
一
九
年
度
以

降
は
毎
年
開
催
と
す
る
べ
く
、
運
営
体
制
、

運
営
方
針
を
決
め
る
な
ど
再
出
発
に
向
け
力

強
く
始
動
し
た
。

　
二
〇
一
九
年
度
総
会
（
案
）

（
会
期
）
四
月
六
日
（
土
）
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

同
窓
会　

午
前
十
一
時
～

（
会
場
）
名
古
屋
駅
マ
リ
オ
ッ
ト
ア
ソ
シ
ア 

ホ
テ
ル　

（
会
費
）  

九
千
円　
（
同
伴
者 

四
千
円
）

　
幹
事　

野
々
田 

博
（
中
⓴
）、
小
宮
山 

享

（
⓬
）、古
川 

秀
昭
（
⓯
）、山
川 

悦
子
（
⓴
）、

服
部 
牧
子
（
⓯
）、
宮
川 

淳
一
（
㉕
）

連
絡
先
（
仮
）
古
川
秀
昭　

058-242-0324

　
　

090-2136-0947

　　　

第
十
六
回
多
摩
朝
陽
会
総
会

　

東
京
西
部
に
位
置
す
る
多
摩
地
区
に
お
け

る
新
宿
高
校
の
地
方
同
窓
会
、
多
摩
朝
陽
会

の
総
会
が
、
今
回
（
第
十
六
回
）
も
七
月
の

　

介
助
の
奥
様
共
々
、
多
治
見
市
か
ら
参
加

さ
れ
た
小
泉
滋
男
さ
ん
（
⓲
）
が
喫
茶
ル
ー

ム
で
の
打
ち
上
げ
に
お
二
人
で
参
加
さ
れ
た

の
も
嬉
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
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お
話
、
ま
た
思
い
出
話
を
う
か
が
う
こ
と
が

で
き
、
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
群
馬
朝
陽
会
の

参
加
人
員
を
増
や
す
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。（

世
話
人　

二
五
回　

浅
原　

寛
人
）

第
六
回
群
馬
朝
陽
会
開
催

　

群
馬
朝
陽
会
は
昨
年
二
〇
一
八
年
十
一
月

本
部
よ
り
小
野
瑞
城
副
会
長
を
お
招
き
し
隔

年
開
催
の
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

開
会
の
の
ち
物
故
者
へ
の
黙
祷
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
中
九
回
卒
の
村
山
幸
雄
氏
、
中

十
三
回
卒
の
中
島
義
麿
氏
の
亡
く
な
ら
れ
た

こ
と
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
開
催
は
高
崎
の
駅
ビ
ル
で
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
、
た
く
さ
ん
の
参
加
を
戴
け

る
と
思
い
ま
し
た
が
、
結
束
の
固
い
十
一
名

の
参
加
で
の
開
催
で
し
た
。
若
い
方
の
参
加

が
な
か
な
か
増
え
な
い
こ
と
は
、
群
馬
朝
陽

会
の
悩
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
群
馬
県
は

北
関
東
で
も
東
西
に
長
く
、
南
北
は
交
通
の

便
が
良
い
の
で
す
が
、
東
西
と
な
る
と
な
か

な
か
交
通
の
便
が
良
く
な
く
、
集
ま
る
の
も

難
し
い
の
か
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
は
引
退

さ
れ
て
軽
井
沢
な
ど
に
お
ら
れ
る
方
の
参
加

も
大
い
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

会
は
盛
会
で
終
わ
り
二
次
会
ま
で
た
く
さ

ん
の
方
に
残
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

顧
問
の
荒
井
俊
幸
氏
に
は
い
ろ
い
ろ
な
面

で
ご
指
導
い
た
だ
き
盛
会
に
終
わ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
最
高
齢
の
中
十
九
回
卒

の
星
野
政
雄
氏
は
ご
夫
人
に
付
き
添
っ
て
い

た
だ
い
て
の
ご
参
加
で
し
た
が
、
お
元
気
な

ん
と
と
も
に
、
今
回
初
め
て
参
加
を
頂
い
た

方
も
四
名
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

顔
ぶ
れ
を
交
え
た
和
や
か
な
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

最
近
は
講
演
な
ど
を
取
り
や
め
、
挨
拶
な

ど
も
で
き
る
だ
け
に
簡
素
に
し
て
、
そ
の
分

参
加
者
の
皆
さ
ん
同
士
が
途
中
で
席
を
替
え
、

い
ろ
い
ろ
な
お
相
手
と
お
喋
り
を
し
て
い
た

だ
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
奏
功
し
ま

し
た
か
、
大
先
輩
か
ら
ま
だ
辛
う
じ
て
若
手

と
呼
ば
れ
る
メ
ン
バ
ー
ま
で
、
忌
憚
な
く
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

世
話
人
の
裏
話
を
し
ま
す
と
、
毎
年
食
事

の
メ
ニ
ュ
ー
を
決
め
る
と
き
、
前
年
メ

ニ
ュ
ー
の
残
り
具
合
を
確
認
し
て
人
気
の
な

い
も
の
に
つ
い
て
は
ホ
テ
ル
と
交
渉
し
て
別

の
も
の
に
差
し
替
え
て
も
ら
う
な
ど
、
出
来

る
だ
け
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
満
足
い

た
だ
け
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
毎
年

ご
参
加
の
皆
さ
ん
や
、
こ
れ
か
ら
参
加
し
て

み
よ
う
と
思
う
皆
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
い
ろ
い

ろ
な
ご
意
見
を
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

会
の
お
開
き
は
健
児
の
歌
。
高
ら
か
に
声

合
わ
せ
、
次
回
の
再
開
を
約
し
ま
し
た
。
今

年
二
〇
一
九
年
も
七
月
六
日
に
開
催
を
い
た

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
近
く
の
皆
さ
ま
、
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
い
た
し
て
お

り
ま
す
。　
　
　
　
（
三
三
回　

大
内　

哲
）
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方
の
お
越
し
も
心
よ
り
お
待
ち
い
た
し
て
お

り
ま
す
！　
（
三
八
回　

小
田
島　

肇
） 

　
北
海
道
朝
陽
会

　

二
〇
一
八
年
の
北
海
道
朝
陽
会
は
七
月
七

日
土
曜
日
に
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
、
昨
年
よ
り
も
大
幅
増
の
二
四
名
の
ご

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
朝
陽
同
窓
会
か
ら
は
田
中
敏
郎
様

（
同
窓
会
長
、十
七
回
）
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

新
宿
高
校
の
現
況
に
つ
い
て
お
話
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
毎
年
、
今
の
高
校
の

お
話
を
聞
く
機
会
が
あ
る
と
、
北
海
道
に
住

む
私
た
ち
に
も
新
宿
高
校
が
身
近
に
感
じ
ら

れ
ま
す
。
た
ま
に
東
京
に
行
き
、
現
在
の
母

校
を
見
る
と
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ

る
昨
今
で
す
。

　

例
年
通
り
午
後
五
時
か
ら
八
時
ま
で
ゆ
っ

く
り
参
加
者
皆
様
の
近
況
を
お
聞
き
し
な
が

ら
時
を
過
ご
し
、
二
八
回
生
の
先
輩
の
バ
ー

に
て
二
次
会
と
い
う
流
れ
で
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
北
海
道
朝
陽
会
は
七
月
六
日
土
曜

日
、
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ

ま
す
。
道
内
に
お
住
い
の
方
だ
け
で
な
く
、

出
張
や
ご
旅
行
な
ど
で
札
幌
に
お
越
し
の
方

も
、
お
気
軽
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、

ん
が
、
ま
た
、

い
わ
き
市
か

ら
㊴
吉
田
元

さ
ん
が
ご
参

加
下
さ
い
ま

し
た
。
毎
年

本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
当

会
に
と
っ
て

大
切
な
応
援

団
、
誠
に
心

強
い
限
り
で

す
！

　

会
員
諸
氏
か
ら
近
況
や
ご
活
躍
ぶ
り
の
報

告
が
な
さ
れ
た
後
、
シ
メ
は
恒
例
の
「
六
中

健
児
の
歌
」。
吉
田
元
さ
ん
の
名
指
揮
の
も

と
、
全
員
で
高
歌
放
吟
。「
ま
た
元
気
に
頑

張
ろ
う
！
」
と
お
互
い
の
肩
を
叩
き
合
い
散

会
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
嬉
し
い
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
、
東
北
大

学
よ
り
、
�
小
澤
祐
介
さ
ん
、
�
太
田
海
さ

ん
、
�
山
本
颯
人
さ
ん
が
ご
出
席
下
さ
っ
た

こ
と
で
す
。
三
人
と
も
先
輩
方
か
ら
『
引
っ

張
り
だ
こ
』。
世
代
を
超
え
た
エ
ー
ル
の
交

換
が
夜
更
け
ま
で
な
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
学
生
会
員
を
大
切
に
す
る
の
も

当
会
の
伝
統
で
す
。
在
仙
大
学
に
ご
入
学
の

宮
城
朝
陽
会
支
部
便
り

―
待
望
の
学
生
会
員
ご
参
加
！
―

　

当
会
は
、
宮
城
県
内
に
在
住
す
る
府
立
六

中
・
都
立
新
宿
高
校
出
身
者
の
集
い
で
あ
り
、

実
業
界
を
す
で
に
卒
業
さ
れ
た
Ｏ
Ｂ
の
ほ
か
、

現
役
社
会
人
や
学
生
か
ら
も
広
く
参
加
を
募

り
、
活
動
し
て
い
ま
す
。
年
代
を
問
わ
な
い

交
流
と
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
が
創
立
以

来
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
九
月
二
二
日
、
至
近
年
で
は
多
め

の
一
九
名
が
参
集
し
、
和
気
藹
々
と
愉
し
く

懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
（
於
：
ホ
テ
ル
法

華
ク
ラ
ブ
仙
台
）。

　

本
部
か
ら
は
、
吉
村
幹
事
長
、
小
出
様
が

駆
け
つ
け
て
下
さ
り
、
母
校
で
の
現
役
後
輩

諸
氏
の
奮
闘
振
り
や
新
宿
界
隈
の
変
遷
な
ど
、

貴
重
な
情
報
を
プ
レ
ゼ
ン
下
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
東
京
を
離
れ
生
活
す
る
我
々
に
と

り
、
毎
年
恒
例
の
人
気
コ
ー
ナ
ー
で
あ
り
、

後
輩
諸
氏
の
元
気
な
様
子
を
拝
聴
し
、
一
同
、

新
た
な
勇
気
が
湧
い
て
参
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
転
勤
で
宮
城
県
を
離
れ
て
も
な
お

会
員
に
名
を
連
ね
て
下
さ
り
、
会
を
支
え
て

下
さ
る
方
が
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
も
当
会

の
特
徴
の
一
つ
で
す
。
今
回
も
関
東
方
面
よ

り
、
心
の
故
郷
・
仙
台
へ
と
、
⓴
清
田
啓
夫

さ
ん
、
㉛
中
越
一
統
さ
ん
、
㊷
齊
藤
毅
人
さ
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幹
事
一
同
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
連
絡
・
お
問
い
合
わ
せ
は
小
川
一
雄

（
三
八
回
生
）
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

K
azoo.ogaw

a@
sapporo-c.ed.jp

朝
陽
Ｕ
Ｓ
Ａ
支
部
報
告

　

二
〇
一
八
年
十
月
二
十
日
（
土
）、ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
て
朝
陽
Ｕ
Ｓ
Ａ

支
部
の
第
５
回
総
会
を
行
い
ま
し
た
。
総
会

と
交
流
に
予
定
し
て
い
た
四
時
間
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
、
そ
の
あ
と
ウ
ェ
ス
ト
ビ

レ
ッ
ジ
の
バ
ー
で
二
次
会
を
兼
ね
て
ラ
ッ
プ

ト
ッ
プ
モ
ニ
タ
ー
で
新
宿
高
校
の
現
在
の
様

子
を
見
な
が
ら
さ
ら
に
盛
り
上
が
り
、
三
次

会
は
Ｓ
ｍ
ａ
ｌ
ｌ
ｓ
と
い
う
Ｎ
Ｙ
ロ
ー
カ
ル

が
愛
す
る
穴
倉
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ
で
ラ
イ
ブ
演

奏
を
楽
し
み
、
四
次
回
は
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ

ジ
へ
行
っ
て
明
け
方
三
時
頃
ま
で
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
サ
タ
デ
ィ
ナ
イ
ト
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

Ｌ
Ａ
在
住
卒
業
生
達
の
発
案
で
朝
暘
Ｕ
Ｓ

Ａ
が
発
足
し
た
の
は
二
〇
〇
九
年
。
第
一
回

ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
（
二
〇
一
〇
）、
第
二
回

ラ
ス
ベ
ガ
ス
（
二
〇
一
二
）、
第
三
回
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
（
二
〇
一
四
）、
第
四
回
シ

カ
ゴ
（
二
〇
一
六
）
と
回
を
重
ね
、
今
回
第

五
回
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
二
〇
一
八
）
と
い
う

こ
と
で
大
陸
横
断
を
制
覇
し
ま
し
た
。

　

海
外
支
部
が
あ
る
都
立
高
校
は
、
新
宿
、

戸
山
、
武
蔵
、
西
、
立
川
だ
け
で
す
。
海
外

に
も
目
を
向
け
て
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
考
え

て
い
く
上
で
、
新
宿
高
校
の
在
校
生
や
卒
業

生
の
皆
さ
ん

に
朝
陽
Ｕ
Ｓ

Ａ
の
存
在
、

米
国
で
頑

張
っ
て
い
る

卒
業
生
が
い

る
と
い
う
こ

と
を
知
っ
て

も
ら
え
れ
ば

と
い
う
の
が

私
達
Ｕ
Ｓ
Ａ

組
の
願
い
で

す
。
次
回
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
南
端
で
メ

キ
シ
コ
に
も
近
い
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
に
て

二
〇
二
〇
年
二
月
十
五
日
（
土
）
に
開
催
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
二
五
回　

松
尾　

菊
）

第 6 回朝陽 USA 総会・同窓会
日時：2020 年 2 月 15 日（土）
午後 4 時（ソーシャルタイム）
午後 6 時総会・同窓会開始
会場：サンディエゴ内
会費：$60 前後
問合せ・申込先：
代表幹事 : 横田康子（34 回）
yasukoyc@gmail.com
FB：都立新宿高校米国同窓会
随時新会員募集中！米大陸在
住の皆さん、ご一報を！
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動
き
出
し
た
朝
陽
山
岳
会

　

母
校
の
百
周
年
を
記
念
し
て
、
海
外
の
高

峰
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
言
う
呼
び
か
け

に
、
何
人
か
の
山
仲
間
が
賛
同
し
て
く
れ
、

朝
陽
山
岳
会
が
誕
生
し
ま
し
た
。
朝
陽
山
岳

会
に
は
コ
ア
に
な
る
三
人
が
居
ま
す
。
上
か

ら
一
五
回
の
蔦
沢
さ
ん
、
一
八
回
の
山
本
さ

ん
、
二
五
回
の
渡
辺
で
す
。
二
〇
一
八
年
は
、

敬
老
の
日
の
三
連
休
か
お
彼
岸
の
三
連
休
で
、

北
ア
ル
プ
ス
へ
行
こ
う
と
、
大
雑
把
な
計
画

で
し
た
が
、
い
ざ
詳
細
を
詰
め
出
す
と
三
人

の
予
定
は
全
く
か
み
合
わ
ず
、
結
局
二
泊
は

無
理
で
一
泊
と
な
り
ま
し
た
。
北
ア
ル
プ
ス

で
も
比
較
的
簡
単
に
登
れ
て
、
そ
こ
そ
こ
高

山
気
分
が
味
わ
え
、
景
色
も
良
く
と
な
る
と
、

対
象
は
随
分
少
な
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
一

泊
限
定
と
な
る
と
、
真
っ
先
に
思
い
つ
く
の

が
、
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
を
使
っ
て
立
山
に
登

る
事
で
す
が
、
こ
れ
は
混
ん
で
る
の
と
ア
ル

ペ
ン
ル
ー
ト
が
と
に
か
く
高
価
な
の
で
敬
遠

で
す
。
次
は
、
上
高
地
か
ら
槍
or
穂
高
で
す

が
、
こ
れ
こ
そ
混
ん
で
ま
る
で
行
列
な
の
で
、

や
っ
ぱ
り
敬
遠
で
す
。
そ
ん
な
事
か
ら
三
人

が
出
し
た
結
論
が
、
八
方
尾
根
か
ら
唐
松
に

登
り
五
竜
ま
で
縦
走
し
て
遠
見
尾
根
を
降
り

る
、
と
な
り
ま
し
た
。

　

北
ア
ル
プ
ス
と
い
う
と
、
か
つ
て
は
夜
行

列
車
（
ア
ル
プ
ス
号
）
で
行
く
の
が
決
ま
り

で
し
た
が
、
今
は
新
幹
線
で
長
野
ま
で
行
き
、

長
野
か
ら
は
バ
ス
と
い
う
の
が
最
も
速
く
且

つ
便
数
も
豊
富
で
す
。
我
々
も
こ
の
ル
ー
ト

で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
り
、
八
方
の
ス
キ
ー

場
か
ら
唐
松
に
登
り
始
め
ま
し
た
。
交
通
至

便
な
ル
ー
ト
と
な
る
と
、
実
は
混
雑
し
ま
す
。

ス
キ
ー
場
か
ら
の
登
り
初
め
は
行
列
状
態
で

し
た
。
唐
松
岳
頂
上
直
下
の
小
屋
に
着
き
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン
し
た
後
、
唐
松
山
頂
を
往
復
し
、

先
ず
は
目
的
の
一
つ
は
ク
リ
ア
ー
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
唐
松
の
小
屋
を
朝
出
発
し
、
牛
首

と
称
さ
れ
る
岩
尾
根
を
縦
走
、
五
竜
山
頂
直

下
の
五
竜
山
荘
に
着
き
ま
し
た
。
小
屋
に
荷

物
を
デ
ポ
し
山
頂
往
復
で
す
。
五
竜
の
由
来

は
御
菱
で
武
田
菱
で
あ
る
こ
と
は
有
名
で
す

が
、
こ
の
武
田
菱
の
所
の
登
り
が
急
で
す
。

麓
か
ら
見
て
雪
が
付
か
な
い
岩
肌
が
武
田
菱

で
す
か
ら
、
急
な
の
は
当
然
と
言
え
ば
当
然

で
す
。
登
頂
後
は
ナ
ガ
ー
イ
遠
見
尾
根
を
下

り
ま
す
。
五
竜
遠
見
ス
キ
ー
場
の
一
番
上
ま

で
下
れ
ば
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
で
降
り
ら
れ
ま
す
。

帰
り
は
五
竜
の
ス

キ
ー
場
か
ら
バ
ス

で
長
野
ま
で
、
そ

の
後
は
新
幹
線
で

東
京
に
帰
り
ま
し

た
。

　

朝
陽
山
岳
会
で

は
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
縦

走
が
メ
イ
ン
で
す
。

冬
と
か
雪
と
か
岩

と
か
は
特
に
好
ん
で
行
き
は
し
ま
せ
ん
が
、

決
し
て
避
け
は
し
ま
せ
ん
。
母
校
の
百
周
年

記
念
に
海
外
の
高
峰
に
一
緒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
（
二
五
回　

渡
辺　

康
隆
）

六
新
会　
　
　
　
　
　

二
回
生

　

我
が
同
期
会
は
一
九
八
五
年
に
第
一
回
を

催
し
、
当
初
は
三
年
毎
、
次
第
に
頻
度
を
増

や
し
、
毎
年
回
を
重
ね
二
〇
〇
九
年
以
降
は

毎
年
催
し
、
昨
年
九
月
二
九
日
（
土
）
新
宿

中
村
屋
で
第
十
八
回
を
催
し
、
写
真
の
と
お

り
二
七
名
の
元
気
な
顔
が
揃
い
ま
し
た
。

　

恒
例
に
よ
り
こ
の
一
年
鬼
籍
に
入
ら
れ
た

七
名
の
方
々
に
黙
祷
を
捧
げ
て
始
ま
り
、
全

員
三
分
ス
ピ
ー
チ
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

サ
ー
ク
ル
活
動
・
同
期
会
便
り

山頂で三人揃って記念写真
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最
後
は
「
旧
校
歌
」
と
「
健
児
の
歌
」
を
斉

唱
し
散
会
し
ま
し
た
。

　

次
回
一
九
回
は
二
〇
一
九
年
九
月
二
八
日

（
土
）
午
後
十
二
時
よ
り
同
じ
く
「
中
村
屋
」

に
て
「
米
寿
」
を
祝
う
会
を
兼
ね
て
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
メ
モ
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

　
（
幹
事
一
同
）

た
。
恒
例
の
集
合
写
真
等
は
高
田
憲
彦
さ
ん
、

渡
辺
徹
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
総
会
の

最
後
は
恒
例
に
よ
り
南
徹
さ
ん
の
リ
ー
ド
で

全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
た
後
、
八
年
後
の
米

寿
記
念
の
開
催
を
決
め
て
一
六
時
に
お
開
き

と
し
ま
し
た
。

　

二
次
会
（
二
六
名
出
席
）
は
近
所
の
エ
ル

ザ
（ELSA

）
で
行
い
ま
し
た
。
二
次
会
も

総
会
に
続
き
昔
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。
二

次
会
も
一
八
時
三
〇
分
に
お
開
き
に
な
り
今

回
の
同
期
会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
同
期

会
開
催
を
裏
で
支
え
て
下
さ
っ
た
世
話
人
の

皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
八
年
後
は
長
す
ぎ
る
、
出
来
る

だ
け
集
ま
る
機
会
を
作
っ
た
方
が
良
い
、
と

言
う
声
が
多
か
っ
た
の
で
平
成
三
〇
年
一
二

月
六
日
（
木
）
一
二
時
か
ら
ク
ル
ー
ズ
ク

ル
ー
ズ
新
宿
で
懇
親
会
（
ミ
ニ
同
期
会
）
を

開
催
し
ま
し
た
。
世
話
人
と
メ
ル
ア
ド
を
お

持
ち
の
同
期
会
の
常
連
さ
ん
（
過
去
七
回
中

五
回
以
上
出
席
）
八
〇
名
に
声
を
掛
け
た
と

こ
ろ
四
〇
名
が
出
席
し
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
後
、
米
寿
ま
で
毎
年
一
二
月
の
第
一
木

曜
日
一
二
時
か
ら
ク
ル
ー
ズ
ク
ル
ー
ズ
新
宿

で
懇
親
会
（
出
席
自
由
）
を
開
催
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。　

（
代
表
幹
事　

小
林
曉
生
）

　

八
回
生
同
期
会（
傘
寿
記
念
）と
懇
親
会

　

我
々
、
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
年
）
卒

の
八
回
生
は
平
成
三
〇
年
四
月
で
傘
寿
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
の
記
念
の
同
期
会
の
総
会
を

四
月
一
九
日
（
木
）
一
三
時
か
ら
ク
ル
ー
ズ

ク
ル
ー
ズ
新
宿
で
開
催
し
ま
し
た
。
好
天
に

恵
ま
れ
七
九
名
が
集
い
、
高
校
時
代
に
戻
り
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
回
も
小
泉
澄
さ
ん
と
仙
名
（
山
成
）
怜

子
さ
ん
に
司
会
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
開
宴

後
、
前
回
（
平
成
二
八
年
四
月
二
一
日
）
以

降
に
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
同
期
生
一
五
名
の

ご
冥
福
を
祈
り
、
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
乾

杯
の
音
頭
は
高
槻
か
ら
来
て
く
れ
た
長
崎

（
榎
本
）
暢
子
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
代
表
幹
事
の
滝
沢
孝
之
さ
ん
が
母

校
新
宿
高
校
の
現
況
と
朝
陽
同
窓
会
の
活
動

状
況
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
も
我
々

の
歳
を
考
え
て
、
着
席
ス
タ
イ
ル
に
し
ま
し

た
が
、
出
来
る
だ
け
席
を
移
動
し
て
多
く
の

人
と
歓
談
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
の
返
信
葉
書
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
、

名
簿
等
を
展
示
し
、
皆
さ
ん
に
閲
覧
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
今
回
も
家
族
の
介
護
、
本
人

の
急
な
体
調
不
良
、
等
々
で
欠
席
し
た
人
も

多
々
お
り
ま
し
た
が
、
出
席
し
た
方
々
は
高

校
時
代
に
戻
り
、
懐
か
し
く
語
り
合
い
ま
し

サークル活動・同期会便り・ニュース　48



　

専
門
分
野
や
業
界
で
業
績
、
実
績
を
挙
げ

た
者
は
多
か
ろ
う
が
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
、
文
化

勲
章
は
お
ろ
か
、
国
民
栄
誉
賞
的
な
ヒ
ー

ロ
ー
も
出
ず
、
反
面
メ
デ
ィ
ア
を
騒
が
す
大

悪
人
も
出
な
か
っ
た
ご
く
お
と
な
し
い
学
年

だ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
話
題
は
た
っ
た
三
年

間
の
昔
話
ば
か
り
。
あ
っ
と
い
う
間
に
予
定

の
時
間
が
過
ぎ
、
卒
業
ク
ラ
ス
ご
と
や
全
員

集
合
の
写
真
撮
影
の
後
、
参
加
者
全
員
で
校

歌
を
歌
っ
て
一
次
会
は
お
開
き
、
隣
室
の
食

堂
に
席
を
移
し
て
二
次
会
へ
。

　

こ
こ
で
同
期
会
の
今
後
に
つ
い
て
ク
ラ
ス

毎
に
討
議
を
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
結
論

は
出
ず
幹
事
会
に
一
任
へ
。

　

後
日
開
か
れ
た
幹
事
会
で
は
世
話
役
が
見

当
た
ら
な
い
、
独
り
で
動
け
な
い
者
が
多
く

な
る
な
ど
こ
の
ま
ま
続
け
る
の
は
難
し
い
と

い
う
意
見
が
多
く
定
期
的
な
総
会
は
中
断
し
、

ク
ラ
ス
会
な
ど
で
同
期
会
の
活
動
は
続
け
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

九
回
生
の
会
は
記
録
に
残
る
限
り
で
は
�

年
に
、
東
京
駅
近
く
の
富
士
屋
ホ
テ
ル
で
の

総
会
を
皮
切
り
に
不
定
期
に
開
か
れ
、 

二
〇

〇
七
年
橋
本
恵
堅
幹
事
長
（
Ｆ
組
）
西
村
輝

彦
事
務
局
長
（
Ｈ
組
）
体
制
が
整
っ
て
か
ら

は
ほ
ぼ
二
年
ご
と
の
定
例
会
と
な
っ
た
。
橋

本
、
西
村
両
君
の
ほ
か
動
、
静
止
画
の
記
録

を
撮
り
続
け
て
く
れ
た
大
橋
進
君
（
Ｃ
組
）

に
ぶ
ら
下
げ
た
相
手
の
名
前
カ
ー
ド
を
見
て

約
�
年
前
の
若
か
り
し
風
貌
を
思
い
浮
か
べ

昔
話
に
花
を
さ
か
せ
た
。

　
九
回
生
「
傘
寿
の
会
」
で
中
締
め

　
「
ヤ
ア
ー
、
元
気
だ
っ
た
。
と
う
と
う
八

十
に
な
っ
た
な
あ
」 「
こ
ん
な
長
生
き
す
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
よ
」
─
─
こ
ん
な
や
り

取
り
が
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
交
わ
さ
れ
た
。

九
回
生
（
昭
和
㉜
年
卒
業
）
の
同
期
会
「
傘

寿
の
会
」
が
平
成
三
十
年
六
月
一
日
、
東

京
・
渋
谷
の
「
代
々
木
倶
楽
部
」
で
開
か
れ

た
。
昭
和
㉙
年
に
入
学
し
た
九
回
生
は
多
く

が
昭
和
⓭
、
⓮
年
生
ま
れ
で
、
平
成
㉚
年
度

に
満
八
十
歳
を
迎
え
た
。

　

参
加
者
は
�
人
（
う
ち
女
性
㉓
人
）、
こ

れ
は
、
こ
こ
十
年
で
は
平
成
㉑
年
に
開
か
れ

た
「
古
稀
の
会
」
の
108
人
、
同
㉓
年
の
「
卒

業
�
周
年
」
の
�
人
に
次
ぐ
人
数
。 

「
今
回

が
最
後
の
集
ま
り
に
な
る
か
も
」
と
い
う
幹

事
た
ち
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
八
十
歳
の
老

体
が
馳
せ
参
じ
、
盛
会
と
な
っ
た
。

　

当
日
の
開
会
は
正
午
。
参
加
者
の
出
足
は

す
こ
ぶ
る
よ
く
、
開
会
⓯
分
前
に
は
出
席
予

定
者
の
ほ
ぼ
八
割
が
顔
を
そ
ろ
え
る
盛
況
さ
。

開
会
時
こ
そ
卒
業
当
時
の
ク
ラ
ス
別
に
小

テ
ー
ブ
ル
を
囲
む
よ
う
に
八
つ
の
輪
が
で
き

て
い
た
が
、
乾
杯
後
間
も
な
く
こ
の
輪
は
解

け
皆
が
懐
か
し
い
顔
を
求
め
て
動
き
始
め
た
。

互
い
に
街
で
出
合
っ
て
も
絶
対
見
過
ご
し
て

し
ま
う
ほ
ど
変
わ
り
果
て
た
者
同
士
も
、
胸
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出
の
話
し
合
い
を
行
い
、
記
念
撮
影
を
し
て
、

去
り
が
た
い
気
持
ち
を
再
会
に
託
し
て
散
会

い
た
し
ま
し
た
。

　
（
新
樹
会
女
子
会
幹
事　

西
村 

道
子
）

「
新
樹
会
」（
十
回
生
）

　

昭
和
三
三
年
卒
の
我
々
十
回
生
は
、
卒
業

六
十
周
年
に
当
た
る
平
成
三
十
年
六
月
十
一

日
に
、
新
宿
西
口
の
高
層
ビ
ル
群
に
あ
る
ハ

イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
・
ホ
テ
ル
の
二

七
階
の
宴
会
場
に
て
、「
新
樹
会
」
総
会
を

開
催
致
し
ま
し
た
。

　

過
去
歴
代
の
幹
事
の
皆
様
の
努
力
も
あ
り
、

卒
業
六
十
年
経
過
し
た
現
在
で
も
比
較
的
正

確
に
会
員
の
状
況
を
把
握
出
来
て
お
り
、
殆

ど
の
会
員
に
総
会
開
催
に
関
す
る
連
絡
を
取

る
こ
と
が
出
来
、
一
〇
五
人
の
多
数
の
出
席

を
戴
き
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
前
回
総
会
よ
り
の
二
年
間
の
物

故
者
（
九
名
）
を
追
悼
、
こ
れ
で
総
物
故
者

は
九
五
名
と
な
り
四
人
に
一
人
が
亡
く
な
ら

れ
た
事
と
な
り
ま
し
た
。 

次
に
、
幹
事
長

の
挨
拶
に
続
き
、
朝
陽
同
窓
会
代
表
幹
事
の

片
岡
玲
子
さ
ん
よ
り
母
校
の
ニ
ュ
ー
ス
・
百

周
年
記
念
事
業
寄
付
等
に
つ
き
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
幹
事
長
よ
り
今
後
の
「
新
樹

会
」
の
運
営
方
法
に
つ
き
、
従
来
二
年
に
一

を
進
め
て
行
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
久
し
ぶ
り
に
参
加
さ
れ
た
方
々
に

近
況
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
、
食
事
と
歓
談

を
楽
し
み
な
が
ら
、
時
間
の
許
す
限
り
皆
さ

ん
に
簡
単
な
ス
ピ
ー
チ
を
お
願
い
し
ま
し

た
。 

話
題
の
中
心
は
年
と
と
も
に
、
仕
事
、

子
供
、
趣
味
、
環
境
、
孫
の
こ
と
な
ど
、

我
々
の
年
齢
や
社
会
情
勢
と
と
も
に
変
化
し

て
き
ま
し
た
が
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
年
齢
や

健
康
に
か
か
わ
る
問
題
が
避
け
て
通
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
は
思
う
に
任
せ
な

い
体
力
、
気
懸
か
り
な
体
調
の
吐
露
が
あ
り
、

慰
め
あ
い
励
ま
し
あ
う
時
期
も
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
ら
を
受
容
し
、
残

さ
れ
た
体
力
を
フ
ル
に
活
用
し
て
、
体
調
に

寄
り
添
い
な
が
ら
前
向
き
に
生
き
よ
う
と
す

る
強
い
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

来
ま
し
た
。

　

御
代
替
わ
り
の
年
、
記
念
す
べ
き
改
元
の

年
に
昭
和
十
四
年
・
十
五
年
生
ま
れ
の
我
々

の
大
部
分
が
傘
寿
を
迎
え
ま
す
。
幹
事
よ
り

「
好
評
だ
っ
た
喜
寿
記
念
の
際
の
お
土
産
の

紅
白
饅
頭
で
、
次
回
の
傘
寿
の
会
も
お
祝
い

し
ま
し
ょ
う
！
」
の
申
し
出
に
、
皆
さ
ん
拍

手
で
次
回
の
参
加
を
約
束
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。

　

ま
た
た
く
間
に
閉
会
予
定
の
時
刻
が
迫
り
、

あ
わ
て
て
今
後
の
会
の
運
営
や
次
回
幹
事
選

や
積
極
的
に
会
を
支
え
た
ク
ラ
ス
幹
事
た
ち

の
協
力
で
続
い
た
同
期
会
も
こ
こ
で
ひ
と
ま

ず
中
締
め
。
す
で
に
�
人
（
う
ち
女
性
⓾

人
）
の
仲
間
が
鬼
籍
に
入
っ
た
。
今
後
「
�

歳
の
会
」「
米
寿
の
会
」
が
開
け
る
か
ど
う

か
は
皆
の
健
康
し
だ
い
。

　
（
Ｄ
組
幹
事　

齊
藤　

修
）

新
樹
会
女
子
会
（
十
回
生
）

　

昭
和
三
三
年
卒
業
、
第
十
回
生
の
会
「
新

樹
会
」
の
女
子
会
を
平
成
三
十
年
十
一
月
六

日
（
火
曜
日
）、
新
宿
中
村
屋
８
Ｆ

［Granna

］
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

秋
日
和
の
続
く
中
、
当
日
は
狙
い
撃
ち
さ

れ
た
よ
う
に
雨
に
祟
ら
れ
、
地
域
に
よ
っ
て

は
交
通
機
関
の
乱
れ
も
予
想
さ
れ
ま
し
た
が
、

定
刻
前
に
全
員
が
揃
い
幹
事
一
同
ほ
っ
と
胸

を
な
で
お
ろ
し
ま
し
た
。

　

 

今
回
は
二
五
名
が
各
地
よ
り
参
集
し
近

年
に
な
い
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。
受
付
を
終

わ
る
や
否
や
、
懐
か
し
い
姿
を
見
つ
け
て
駆

け
寄
り
、
あ
ち
こ
ち
で
話
の
花
が
咲
き
ま
し

た
。「
開
会
し
ま
～
す
。
お
席
に
お
着
き
く

だ
さ
～
い
」
と
声
を
掛
け
る
の
が
躊
躇
わ
れ

る
ほ
ど
で
し
た
。

　

冒
頭
で
物
故
者
に
黙
と
う
を
捧
げ
て
追
悼

を
行
っ
た
後
、
開
催
日
に
因
み
６
番
席
に
お

座
り
の
方
に
乾
杯
の
音
頭
を
お
願
い
し
て
会
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（
大
木
繁
男
、
田
中
健
彦
両
名
医
）、
九
月
二

四
日
「
今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
！
ヨ
ー
ロ
ッ

　
一五
回
生
卒
業
五
五
年
記
念
同
期
会
と

　
　
　
　
　
３
回
の
ミ
ニい
ち
ご
会

そ
し
て
、
池
辺
晋一郎
君
が

　
　
　
　
　

文
化
功
労
者
に
顕
彰

　

一
五
回
生
の
卒
業
五
五
年
記
念
同
期
会
は
、

平
成
三
十
年
六
月
二
三
日
（
土
）
午
前
十
二

時
か
ら
、
ク
ル
ー
ズ
ク
ル
ー
ズ
新
宿
店
で
開

催
さ
れ
、
八
六
名
の
出
席
者
が
お
互
い
の
近

況
や
在
学
時
代
の
想
い
出
な
ど
に
話
の
花
を

咲
か
せ
た
。 

　

会
は
、
冒
頭
に
前
回
同
期
会
（
三
年
前
）

以
降
に
亡
く
な
っ
た
恩
師
と
友
人
に
黙
と
う

を
さ
さ
げ
た
後
、
最
遠
方
か
ら
の
参
加
者
、

今
回
は
大
分
か
ら
駆
け
付
け
た
Ｆ
組
武
田
龍

馬
君
の
乾
杯
で
始
ま
っ
た
。
以
前
だ
っ
た
ら

恩
師
の
挨
拶
を
い
た
だ
く
処
だ
が
、
担
任
の

先
生
方
に
ご
存
命
の
方
は
な
く
、
特
別
な
セ

レ
モ
ニ
ー
も
用
意
し
て
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
出
席
者
は
そ
の
分
多
く
の
友
人
た

ち
と
の
歓
談
に
時
間
を
と
る
こ
と
が
出
来
た
。

三
年
ぶ
り
と
あ
っ
て
積
も
る
話
に
二
時
間
半

が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
Ａ
組
井
上
君
に

よ
る
写
真
撮
影
、
同
窓
会
か
ら
借
用
し
た
カ

ラ
オ
ケ
演
奏
で
の
母
校
校
歌
、
健
児
の
歌
を

元
気
よ
く
歌
い
、
三
年
後
「
喜
寿
同
期
会
」

で
の
再
会
を
約
し
て
散
会
し
た
。

　

恒
例
の
ミ
ニ
イ
チ
ゴ
会
も
３
回
開
催
。
三

月
二
四
日
「
現
代
養
生
訓
─
私
の
健
康
法
」

度
の
開
催
で
あ
っ

た
総
会
を
原
則
毎

年
開
催
と
す
る
事
、

従
来
各
ク
ラ
ス
よ

り
二
名
を
選
び
合

計
十
六
名
の
幹
事

団
に
て
運
営
し
て

い
た
も
の
を
今
後

は
７
─
８
名
の
世

話
人
を
選
定
し
運

営
し
て
行
く
事
を

提
案
、
原
則
的
に

了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
興
津

誠
君
の
指
揮
、
田

端
和
子
さ
ん
の
ピ

ア
ノ
伴
奏
に
よ
り

新
宿
高
校
校
歌
、

新
樹
会
の
歌
の
斉

唱
の
後
、
藤
岡
庄

衞
君
の
音
頭
に
よ

る
手
締
に
よ
り
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
も
八
十
歳
間
近
で
あ
り
、
体

力
・
体
調
を
考
慮
し
て
、
今
回
よ
り
全
員
着

席
方
式
と
し
、
料
理
も
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
で
は
な

く
配
膳
方
式
と
し
た
為
、
ゆ
っ
く
り
食
事
・

歓
談
を
楽
し
め
ま
し
た
。

（
幹
事
長 

大
高　

浩
）
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い
ち
ご
会
員
（
一
五
回
生
）
は
、
年
に
数

回
集
っ
て
は
、
多
彩
な
才
能
に
満
ち
た
友
人

た
ち
の
ス
ピ
ー
チ
に
耳
を
傾
け
た
後
、
杯
を

傾
け
な
が
ら
賑
や
か
に
懇
親
で
き
る
と
い
う

幸
運
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
で

あ
る
。

　

十
一
月
二
六
日
に
は
作
曲
家
池
辺
晋
一
郎

君
が
「
社
会
と
の
関
係
の
中
で
音
楽
を
捉
え

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
あ
る
創
作
活
動
を
展
開

し
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
普
及
に
尽
力
し

た
」
と
の
功
績
で
二
〇
一
八
年
度
の
文
化
功

労
者
と
し
て
選
ば
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が

飛
び
込
ん
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
功
績
を
考

え
る
と
遅
す
ぎ
る
位
、
と
言
う
の
が
我
々
同

期
の
感
想
だ
が
、
卒
業
五
五
年
と
言
う
記
念

す
べ
き
年
の
締
め
く
く
り
に
相
応
し
い
「
誇

ら
し
い
ニ
ュ
ー
ス
」
だ
っ
た
。

　
（
一
五
回　

西
出　

紀
久
）

　　　　　　　　

パ
を
自
分
の
足
で
歩
く
」（
舩
津
重
宏
君
）、

そ
し
て
通
算
第
三
七
回
と
な
っ
た
ミ
ニ
い
ち

ご
会
は
十
二
月
一
日
。
秋
山
小
南
君
が
数
学

の
蘊
蓄
を
傾
け
た
「
黄
金
比
と
フ
ィ
ボ
ナ
ッ

チ
の
数
列
」
を
解
り
や
す
く
語
っ
て
平
成
三

十
年
の
い
ち
ご
会
行
事
を
締
め
く
く
っ
た
。
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二
〇
回
（
楡
の
木
会
）

　

卒
業
五
〇
年
の
節
目
の
同
期
会
を
、
二
〇

一
八
年
一
〇
月
二
七
日
（
土
）
に
京
王
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

恩
師
、
幸
田
操
先
生
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、

総
勢
一
三
〇
名
の
盛
大
な
集
い
に
な
り
ま
し

た
。

　

激
動
の
五
〇
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
経
て
、
歳

を
重
ね
て
変
わ
ら
な
い
人
、
見
違
え
る
人
、

最
近
も
会
っ
た
人
、
五
〇
年
ぶ
り
に
会
う
人
、

卒
業
後
に
初
め
て
話
す
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
出
会
い
を
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
ん
で
も
ら
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

今
回
初
め
て
会
費
の
前
払
い
割
引
を
導
入

し
、
出
席
者
の
九
割
以
上
に
前
納
し
て
い
た

だ
い
た
の
で
、
当
日
の
受
付
や
会
計
は
円
滑

に
済
み
ま
し
た
。
ご
参
考
ま
で
に
。

　
（
代
表
幹
事　

宇
賀
神　

博
）

　　　　　　　　

　

 二
五
回
生　

卒
業
四
五
周
年
同
期
会

　

二
五
周
年
、
三
十
周
年
、
と
五
年
お
き
に

開
催
し
て
き
た
同
期
会
で
す
が
、
今
回
は
初

め
て
の
試
み
で
ラ
ン
チ
パ
ー
テ
ィ
ー
で
し
た
。

十
一
時
開
始
で
す
。
参
加
人
数
は
ピ
ー
ク

だ
っ
た
三
十
周
年
（
一
六
〇
人
越
え
）
か
ら

暫
減
を
続
け
、
今
回
は
一
二
四
人
し
か
集
ま

り
ま
せ
ん
で
し
た
（
集
合
写
真
を
参
照
）。

皆
さ
ん
大
分
疲
れ
て
き
た
よ
う
で
す
。
十
五

時
に
は
終
了
し
、
二
次
会
も
設
定
無
し
な
の
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し
て
食
後
の
お
茶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

先
ほ
ど
は
主
に
卒
業
生
が
お
話
し
し
ま
し

た
の
で
、
今
度
は
先
生
の
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
先
生
は
舟
木
一
夫
氏
の
「
高
校
三
年

生
」
が
お
好
き
で
あ
る
こ
と
（
先
生
の
青
春

の
歌
？
）、
先
生
の
御
自
宅
に
あ
る
古
い
オ

ル
ゴ
ー
ル
に
ま
つ
わ
る
怖
～
い
お
話
、
等
々
、

当
時
か
ら
四
十
年
ほ
ど
を
経
て
初
め
て
の
お

話
も
あ
り
、
新
鮮
な
驚
き
を
も
抱
き
つ
つ
伺

い
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
こ
に
於
い
て
も
予
約

　
尾
造
先
生
の
米
寿
祝
賀
ク
ラ
ス
会

　

尾
造
先
生
の
米
寿
を
お
祝
す
る
三
四
回
生

一
年
Ｅ
組
の
ク
ラ
ス
会
が
五
月
十
二
日（
土
）

正
午
よ
り
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
多
摩
四
階
の

南
園
に
て
開
催
さ
れ
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
て

九
名
の
卒
業
生
が
集
ま
り
ま
し
た
。
小
池
君

の
発
声
に
よ
る
乾
杯
に
続
い
て
歓
談
に
移
行

し
、
卓
上
に
置
か
れ
た
入
学
式
と
遠
足
と
の

写
真
や
、
皆
に
書
い
て
貰
っ
た
先
生
へ
の
お

祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
顔
写
真
入
り
の
一
覧
も

手
伝
っ
て
当
時
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ

ま
し
た
。
宴
た
け
な
わ
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で

本
日
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
、
入
学
式
の
先
生

の
写
真
を
用
い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
ベ
ル
の
ワ

イ
ン
を
岸
本
（
旧
姓　

宮
本
）
さ
ん
よ
り
、

大
き
な
花
束
を
河
端
（
旧
姓　

高
橋
）
さ
ん

よ
り
、
先
生
に
お
渡
し
し
ま
し
た
。
続
い
て

一
人
ず
つ
「（
入
学
式
の
写
真
の
）
○
列
目

の
○
番
目
の
○
○
で
す
」
に
始
ま
っ
て
、
先

生
へ
の
お
祝
い
、
当
時
の
思
い
出
、
そ
れ
に

対
す
る
先
生
へ
の
お
礼
、
等
を
申
し
上
げ
、

先
生
は
懐
か
し
そ
う
に
お
聞
き
下
さ
い
ま
し

た
。
そ
し
て
再
び
の
歓
談
と
な
り
ま
し
た
が

話
は
尽
き
ず
、
予
約
終
了
時
刻
を
大
幅
に
超

過
し
て
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
流
石
に

三
時
半
頃
に
は
「
そ
ろ
そ
ろ
閉
店
で
す
の

で
」
と
言
わ
れ
、
二
階
の
ラ
ウ
ン
ジ
に
移
動

で
速
く
帰
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
そ
れ
は

そ
れ
で
好
評
で
し
た
。
場
所
は
オ
ペ
ラ
シ

テ
ィ
ー
の
最
上
階
の
東
天
紅
で
す
。
新
宿
か

ら
一
駅
の
初
台
の
上
で
す
。
新
宿
以
外
で
同

期
会
を
開
く
の
も
実
は
初
め
て
の
試
み
で
し

た
。
こ
っ
ち
は
新
宿
に
拘
る
仲
間
も
多
く
、

や
っ
ぱ
り
や
や
不
評
で
し
た
。

　

代
表
幹
事
の
自
分
が
二
五
回
の
同
期
会
で

い
つ
も
宣
言
す
る
の
が
「
全
員
集
合
」
で
す
。

未
だ
か
つ
て
集
ま
っ
た
こ
と
は
な
い
し
今
後

も
無
理
で
し
ょ
う
。
で
も
何
時
ま
で
経
っ
て

も
こ
れ
だ
け
は
言
い
続
け
ま
す
。「
全
員
集

合
」
を
目
指
し
て
同
期
会
を
開
催
す
る
こ
と
、

そ
れ
が
代
表
幹
事
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

大
勢
居
ら
し
た
先
生
方
も
随
分
減
り
、
当

日
は
四
人
の
先
生
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。

我
々
の
頃
は
ご
く
短
期
間
に
採
用
さ
れ
て
い

た
複
担
任
制
で
、
二
人
の
先
生
が
担
任
さ
れ

て
居
ま
し
た
。
８
ク
ラ
ス
×
２
人
で
一
六
人

の
先
生
方
が
居
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
今

回
参
加
い
た
だ
い
た
の
は
Ａ
組
井
村
先
生
、

Ｂ
組
伊
部
先
生
、
Ｃ
組
岩
波
先
生
、
Ｅ
組
幸

田
先
生
で
す
。

　

次
回
は
二
〇
二
三
年
の
五
十
周
年
で
す
。

新
宿
で
開
催
し
ま
す
。
今
度
こ
そ
は
「
全
員

集
合
」
で
す
。

　
（
二
五
回　

代
表
幹
事　

渡
辺　

康
隆
）
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二
十
分
押
し

（
先
生
は
マ

イ
ク
を
持
つ

と
話
が
長
く

な
り
ま
す

…
）
と
な
り

ま
し
た
が
、

そ
の
後
の
時

間
で
巻
き
返

し
、
な
ん
と

か
予
定
内
で

一
次
会
を
お

開
き
に
す
る

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。　

　

当
日
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は

前
述
の
次
第

に
加
え
、
想

い
出
の
写
真

の
ス
ク
リ
ー

ン
上
映
・
懐

か
し
い
品
物

の
展
示
や
、

物
故
者
紹
介
、

同
期
の
シ
ン

ガ
ー
・
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー

が
必
須
で
す
」。
こ
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ

た
か
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
以
来
、
再
度
の

幹
事
団
立
ち
上
げ
か
ら
、
同
期
会
開
催
ま
で

都
合
五
回
の
幹
事
会
を
経
て
、
無
事
に
当
日

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
も
ク
ラ
ス
幹
事
が
中
心
と
な
り
、
連

絡
先
及
び
行
方
不
明
者
の
確
認
、
開
催
日
時

や
場
所
の
決
定
等
、
様
々
な
情
報
網
を
活

用
・
収
集
の
上
、
議
論
を
重
ね
決
定
し
て
い

き
ま
し
た
。

　

出
欠
の
確
認
に
お
い
て
は
石
川
代
表
幹
事

が
、
仕
事
さ
な
が
ら
に
メ
ー
ル
＆
サ
イ
ト
を

展
開
し
て
く
れ
大
い
に
助
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
会
場
選
定
等
も
、
直
近
に
四
〇
周
年

同
期
会
を
開
催
さ
れ
た
先
輩
方
の
情
報
を
各

し
、
大
い
に
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
会
場
ス
ペ
ー
ス
は
余
裕
が
あ
る
方
が

ベ
タ
ー
、
料
理
は
炭
水
化
物
を
少
な
め
に
、

写
真
は
全
員
集
合
・
ク
ラ
ス
単
位
の
他
に
ク

ラ
ブ
単
位
も
、
二
次
会
は
着
席
が
好
ま
し
い

等
々
」、
一
年
次
ク
ラ
ス
集
合
タ
イ
ム
も
好

評
で
し
た
。

　

司
会
は
、
前
回
同
様
、
Ｄ
組
の
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
主
将
ペ
ア
の
鈴
木
君
・
犬
養
さ

ん
に
よ
り
進
行
さ
れ
ま
し
た
。
柏
葉
団
長
の

開
会
挨
拶
に
始
ま
り
、
石
川
代
表
幹
事
の
乾

杯
・
発
声
、
恩
師
挨
拶
（
岩
波
先
生
、
齋
藤

先
生
、
野
村
先
生
）
と
続
き
、
い
き
な
り
の

終
了
時
刻
を
大
幅
に
超
過
し
、
五
時
半
頃
に

先
生
の
タ
ク
シ
ー
を
皆
で
お
見
送
り
し
て
散

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

尾
造
先
生
が
米
寿
を
お
迎
え
に
な
っ
た
れ

ば
こ
そ
、
あ
の
ク
ラ
ス
と
し
て
初
め
て
の
ク

ラ
ス
会
を
開
催
し
て
当
時
の
仲
間
が
集
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
下
さ
い
。

　
（
三
四
回　

小
野　

瑞
城
）

　　　　　
平
成
三
〇
年
一〇
月
二
〇
日　

　

三
〇
回
生 

卒
業
四
〇
周
年
同
期
会

　

な
ん
と
も
切
り
の
良
い
数
字
が
並
ん
だ
平

成
最
後
の
秋
の
一
日
。
三
〇
回
生
卒
業
四
〇

周
年
の
同
期
会
が
、
新
宿
の
ハ
イ
ア
ッ
ト

リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京
に
て
開
催
（
出
席

者
：
恩
師
三
名
、
同
期
生
一
七
二
名
）
さ
れ

ま
し
た
。

　

一
年
前
の
平
成
二
九
年
秋
、
代
表
幹
事
の

石
川
君
か
ら
、
三
〇
周
年
時
の
各
ク
ラ
ス
幹

事
に
一
通
の
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

「
来
年
は
卒
業
四
〇
周
年
。
同
期
会
開
催
準

備
と
朝
陽
会
報
誌
へ
の
ク
ラ
ス
単
位
の
寄
稿

平成30年10月20日「卒業40周年同期会」 : ハイアットリージェンシー東京
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な
ん
で
作
製
し
た
『
ミ
ス
タ
ー
ロ
ー
ズ
』
と

奥
様
の
名
前
の
『
晴
代
』
が
植
え
ら
れ
ま
し

た
。

　

朝
陽
バ
ラ
会
（
卒
業
生
と
卒
業
生
の
保
護

者
の
会
）は
会
長
が
近
藤
宣
明
氏（
中
５
回
）、

藤
野
与
志
隆
氏（
中
⓴
回
）、塩
田
澄
夫
氏（
５

回
）
と
受
け
継
が
れ
、
本
年
五
月
の
三
五
年

目
の
総
会
か
ら
佐
藤
が
会
長
を
引
き
継
ぎ
ま

す
。
花
壇
の
手
入
れ
作
業
は
副
会
長
の
武
内

俊
介
氏
の
指
導
の
も
と
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ラ
会

と
し
て
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
ち
な
ん

だ
聖
火
、
新
雪
な
ど

を
寄
贈
し
、
高
校
の

中
に
バ
ラ
園
が
で

き
、
朝
陽
バ
ラ
会
が

発
足
し
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
四
年
新
校

舎
の
完
成
に
伴
い
、
現
在
の
バ
ラ
花
壇
に
な

り
、鈴
木
省
三
氏
が
大
事
に
育
成
さ
れ
た『
朝

陽
』（
一
九
九
七
年
）
を
は
じ
め
、
校
庭
の

二
つ
の
花
壇
と
正
門
周
囲
の
道
路
沿
い
に
蔓

バ
ラ
約
百
株
が
植
え
ら
れ
、
毎
年
見
事
に
花

を
咲
か
し
て
お
り
ま
す
。

　

二
〇
一
三
年
に
鈴
木
省
三
生
誕
百
年
記

念
祭
実
行
委
員
会
に
よ
り
、「
ば
ら
の
夢
を

未
来
に
つ
な
い
で
」
と
い
う
記
念
誌
が
、

二
〇
一
四
年
に
は
朝
陽
バ
ラ
会
三
十
周
年
記

念
誌
『
朝
陽
バ
ラ
会
３
０
年
の
あ
ゆ
み
ー
ミ

ス
タ
ー
ロ
ー
ズ
鈴
木
省
三
が
母
校
に
残
し
た

バ
ラ
花
壇
』
が
発
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
新
宿
高
校
創
立
九
十
周
年
・
鈴

木
省
三
生
誕
百
年
を
記
念
し
て
朝
陽
バ
ラ
園

由
来
を
説
明
す
る
「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
が

二
〇
一
三
年
八
月
に
花
壇
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
平
成
二
六
年
に
は
鈴
木
省
三

氏
の
後
輩
で
も
あ
り
、
後
継
者
で
も
あ
る
㉚

回
生
の
武
内
俊
介
氏
が
生
誕
百
年
記
念
に
ち

山
石
敬
之
君
の
「
ミ
ニ･

コ
ン
サ
ー
ト
」
＆

「
合
唱
コ
ン
の
課
題
曲
」
の
合
唱
、
野
村
先

生
伴
奏
に
よ
る
「
六
中
健
児
の
歌
」
全
員
で

の
合
唱
、
参
加
者
全
員
・
ク
ラ
ス
・
ク
ラ
ブ

で
の
記
念
撮
影
、
さ
ら
に
は
放
送
部
芦
澤
君

の
「
シ
バ
の
女
王
」
で
の
下
校
放
送
ま
で
、

前
回
に
も
増
し
て
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と

な
り
ま
し
た
。

　

二
次
会
は
、
銀
座
ラ
イ
オ
ン
新
宿
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
店
（
出
席
者
：
同
期
生
一
五
〇

名
）
に
て
開
催
。
二
次
会
か
ら
の
参
加
者
も

あ
り
、
こ
こ
で
も
時
を
忘
れ
、
予
定
の
時
間

を
オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
多
く

の
同
期
生
が
懐
か
し
く
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

次
回
、
学
年
同
期
会
は
、
お
そ
ら
く
五
年

後
あ
る
い
は
十
年
後
に
な
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
ま
で
皆
さ
ん
の
ご
健
勝
を
祈
念
し

つ
つ
、
ま
た
元
気
な
姿
で
再
会
い
た
し
ま

し
ょ
う
。

　
（
三
十
回
生
幹
事　

高
橋　

弘
光
）

朝
陽
バ
ラ
会

　

昭
和
五
九
年
（
一
九
八
四
年
）
に
日
本
初

の
ロ
ー
ズ
ブ
リ
ー
ダ
ー
第
一
人
者
の
鈴
木
省

三
氏
を
中
心
と
す
る
府
立
六
中
バ
ラ
会
有
志

（
五
陽
会
）
の
当
時
七
十
歳
の
先
輩
が
、
高

校
の
後
輩
に
美
し
い
バ
ラ
の
花
を
見
せ
た
い

平成30年５月12日総会
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新
宿
高
校
校
歌
、
健
児
の
歌
の
三
曲
を
力

い
っ
ぱ
い
歌
い
ま
し
た
。

　

総
勢
四
十
数
名
の
合
唱
は
、
他
校
参
加
者

を
圧
倒
す
る
み
ご
と
な
出
来
栄
え
で
、
会
場

か
ら
は
ひ
と
際
大
き
な
拍
手
が
沸
き
上
が
り      

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
）

（
在
校
生
保
護
者
の
会
）
と
と
も
に
行
っ
て

お
り
、
多
く
の
バ
ラ
が
毎
年
美
し
く
咲
き
ほ

こ
り
、
生
徒
を
は
じ
め
、
私
た
ち
の
心
を
和

ま
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

（
十
六
回　

佐
藤　

健
次
）

東
京
校
歌
祭

　

昨
年
二
〇
一
八
年
で
第
二
六
回
目
と
な
っ

た
東
京
校
歌
祭
は
、
会
場
の
杉
並
公
会
堂
大

ホ
ー
ル
に
て
、
十
一
月
三
日
（
土
祝
）
十
二

時
二
十
分
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

歌
唱
指
導
と
伴
奏
は
今
年
も
母
校
音
楽
教

師
の
小
峰
先
生
に
お
願
い
し
、
現
役
音
楽
部

員
十
八
名
の
参
加
を
得
て
、
朝
陽
合
唱
団
と

六
声
会
を
中
心
と
し
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
メ
ン

バ
ー
が
声
を
合
わ
せ
て
、
旧
制
六
中
校
歌
、
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「第 25 回０の会展」のご案内
─０の会は新宿高校絵画部 OB 及び同好者の集まりです─

今年は 0 の会展が 25 回目を迎える節目の年であると同時に、恩師 故 
吉江新二先生の生誕 100 周年にあたります。これを記念して特別展示
を企画しています。どうぞご高覧ください。
会期：2019 年 12 月 9 日（月）～ 12 月 15 日（日）
時間：午前 11 時～午後 6 時 30 分（最終日は午後 3 時まで）
場所：ギャラリーくぼた 4 階
104-0031　東京都中央区京橋 2-7-11　03-3563-0005（代表）

０の会会長　澤登丈夫（14 回）
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坪井・岡部法律事務所

弁護士　坪井　昌造（26回)
〒107-0062
港区南青山1-10-4　南青山NKビル4階
TEL：03-5771-8041，FAX：03-5771-8042
e-mail:tsuboi-lawoffice@muh.biglobe.ne.jp

やまぶき法律事務所

弁護士　佐藤　貴則（27回)
〒101-0052
千代田区神田小川町2-1
　シンコー・ミュージック・プラザ　5階イーストウィング
TEL：03-5577-6901，FAX：03-5577-6902
e-mail：sato@yamabuki-law.jp

(医)社団 赤坂まつの矯正歯科

院長　松野　功（27回)
〒107-6102
港区赤坂5-2-20 赤坂パークビル2Ｆ
TEL：03-5573-8893，FAX：03-5573-8892
http://www.ak-matsuno.com/

税理士法人 アドヴァンス会計
副代表社員税理士

松野（平田）淳子（27回)
〒154-0004
世田谷区太子堂1-12-39-7Ｆ
TEL：03-5787-3255，FAX：03-3413-6255
e-mail: j-matsuno@advance-tax.com

山本会計事務所

税理士　山本　展也（27回)
〒150-0042
渋谷区宇田川町2-1 渋谷ホームズ508
TEL：03-5459-3411，FAX：03-5459-3413
e-mail: LDZ00547@nifty.com

いわさき眼科医院　都立新宿高等学校校医（眼科）

医学博士・眼科専門医
　　院長　岩崎　寿子（35回)
〒160-0022
東京都新宿区新宿3-32-5　日原ビル３F
TEL：03-5367-5455
http://www.iwasakieyeclinic.com/

島﨑会計事務所
公認会計士・税理士
島﨑　主税（28回)

〒160-0023
新宿区西新宿7-1-7　A310
TEL：03-3361-4793
e-mail:cpashima@ace.ocn.ne.jp

登坂法律事務所

弁護士　登坂　真人（29回)
〒153-0044
東京都目黒区大橋1丁目2番10号
　　ライオンズプラザ池尻大橋706号室
TEL：03-6712-7773，FAX：03-6712-7774
E-mail: cxn02345@nifty.com

矢島税務会計事務所

税理士　矢島　守（34回)
〒190-0002
東京都立川市幸町1-14-12
　　　　　　　SHOEIビル401
TEL：042-537-9660，FAX：042-537-9661
e-mail：yajima115417@jcom.zaq.ne.jp

中村・木原法律事務所

弁護士　中村 悦朗（35回)
〒160-0004
新宿区四谷１丁目10番地
　　　　　　 第２上野ビル２階
TEL：03-6384-1230，FAX：03-6384-1231
e-mail: nakamura@law-nk.jp
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医療法人社団恵比寿会 淳クリニック

理事長 院長　内藤　淳（28回)
•内科（呼吸器内科・消化器内科・気管食道内科）
•小児科•放射線科

〒150-0021
東京都渋谷区恵比寿西1-14-2　ツムラビル2F
TEL・FAX：03-5489-0463
http://www.ebisukai.server-shared.com/

ジュク!ファーイト‼
弁護士　木村　眞一（16回)
〒100-0004
東京都千代田区丸の内3－4－2
　　　　新日石ビルヂィング9階
　　　　高橋法律事務所
電話：03-3213-5771，FAX：03-3213-5774
e-mail: s-kimura@abox3.so-net.ne.jp

石束（いしづか）クリニック

院長　石束 嘉和（24回)
　精神科･心療内科（もの忘れ外来･睡眠外来）

〒157-0067
世田谷区喜多見 8-18-12 コーポ真木４階
　　　　　　　小田急線喜多見駅徒歩30秒
TEL：03-6411-8739
e-mail：ishizukaclinic@yahoo.co.jp
http://ishizuka-cli.byoinnavi.jp/

篠原法律会計事務所

弁護士　篠原 由宏（15回)

〒105-0001
港区虎ノ門１丁目16番２号岩尾ビル３階
TEL：03-3502-2086，FAX：03-3502-2069

百周年募金を応援しましょう
２７回３年Ｋ組（幹事クラス）一同
3A	大槻・若菜	 3B	 小池・高瀬・宮坂
3C	 佐藤・長	 3D	 熊谷・小林・菊沢
3E	 内田・榊原・山本
3F	 秋山・梶村 *
3G	 折井・神藤・立花
3H	北島 *・後藤・平田
　（全て旧姓表示　*印は代表幹事）

公益財団法人音楽鑑賞振興財団

松本記念音楽迎賓館（二子玉川）

50名様までの会合　音楽会に！

館長　横田　堯（15回)

090-8497-5129

現
在
、
残
念
な
が
ら
新
宿
高
校
に
は
体
操
部

が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
六
中
時
代
に
は
国
体
に

東
京
都
代
表
を
送
り
出
し
た
体
操
界
の
名
門

で
し
た
。
そ
ん
な
歴
史
の
あ
る
体
操
部
の
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
集
ま
る
会
が
あ
り
ま
す
。

　

新
年
会　

毎
年
一
月
下
旬
～
二
月
中
旬
頃　

体
操
部
の
総
会
的
な
会
。
現
在
、
上
は
六
中

時
代
及
び
新
二
二
回
位
か
ら
、
下
は
新
三
五

回
生
位
ま
で
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

夏
（
秋
）
の
会　

毎
年
七
月
～
十
一
月
頃　

松
崎
先
生
の
顧
問
時
代
の
部
員
を
中
心
に
集

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
回
、
器
械
体
操
の
話
で
盛
り
上
が
る
の

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
各
界
で
御
活
躍
の

方
々
の
話
を
伺
っ
て
、
元
気
を
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
前
川
先
生
以
降
の
部
員
だ
っ
た
方
、

途
中
で
退
部
し
た
方
も
大
歓
迎
。
興
味
の
あ

る
方
は
、
是
非
ご
連
絡
下
さ
い
。

・
吉
澤　

剛
士　
（
三
一
回
）

　

電
話　

０
９
０-

６
１
０
８-

６
５
７
７

　

メ
ー
ル　

yoshibond@
gm
ail.com

・
山
﨑　

多
恵
子　
（
三
一
回
）

　

電
話　

０
９
０-

６
７
９
５-

９
５
１
７

　

メ
ー
ルtaekoyam

azaki@hotm
ail.com

※
二
〇
二
〇
年
新
年
会
は
二
月
十
一
日
開
催

　

会
場
は
新
宿
駅
近
辺

体　操　部　ＯＢ・ＯＧ　集　ま　れ
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同
窓
会
で

な
ぜ
あ
の
人
だ
け
が

あ
ん
な
に
若
く

見
え
る
の
か

北里大学医学部卒。日本臨床抗老化医学会
名誉認定医。日本東洋医学会認定医。

監修医  細野孝郎医師
東京銀座　細野診療所　院長

1928年　京都に漢方の診療所として開院。
1950年　日本で初めて漢方薬の顆粒化に成功。

細野診療所 1928創始

40
代
で
も
50
代
で
も

若
々
し
く
な
れ
ま
す

同
窓
会
で
久
し
ぶ
り
に
会
う
友
人
た
ち
。同
じ
年
な

の
に
な
ぜ
、こ
ん
な
に
、見
た
目
に
差
が
あ
る
の
か
。

「
老
化
の
原
因
の一つ
は
Ｈ
Ｇ
Ｈ（
ヒ
ト
成
長
ホ
ル
モ
ン
）

で
す
。Ｈ
Ｇ
Ｈ
が
減
る
と
老
い
が
加
速
し
ま
す
。そ
の

Ｈ
Ｇ
Ｈ
は
ア
ミ
ノ
酸
と
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
の
で
、

若
さ
を
保
つ
カ
ギ
は
ア
ミ
ノ
酸
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
る

事
な
ん
で
す
」（
細
野
孝
郎
医
師
）

ア
ミ
ノ
酸
は
タ
ン
パ
ク
質
の
元
だ
か
ら
簡
単
に
摂
れ

そ
う
だ
が
…
…
。「
た
だ
、多
く
摂
っ
て
も
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
。若
さ
に
関
わ
る〝
美
容
ア
ミ
ノ
酸
〞を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
取
り
入
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
」

　
抗
老
化
の
専
門
医
が
監
修
し
た
美
容
サ
プ
リ
メ
ン

ト『
美
容
の
達
人
』で
体
の
中
か
ら
若
々
し
さ
を
底
上

げ
し
ま
し
ょ
う
。ま
だ
ま
だ
間
に
合
い
ま
す
！

同
窓
会
で

「
ズ
ル
ー
い

な
ぜ一人
だ
け

若
い
の
！？
」

『
美
容
の
達
人
』を
飲
ん
で
8
ヶ
月
。「
仕

事
先
の
Ｔ
Ｖ
局
で
メ
イ
ク
さ
ん
か
ら『
最

近
、な
ん
か
若
い
ね
』っ
て
褒
め
ら
れ
た
ん

で
す
。モ
デ
ル
さ
ん
や
女
優
さ
ん
を
見
慣

れ
て
い
る
美
容
の
プ
ロ
に
言
わ
れ
た
の
が
嬉

し
い
！ 
同
窓
会
で
も
、一
人
だ
け
若
く
て

ず
る
ー
い
！ 
って
囲
ま
れ
ち
ゃ
い
ま
し
た
」

落合すみ枝さん
モデル事務所経営

美
容
の
プ
ロ
も

驚
い
た
55
才

0800-111-5240
受付時間 9:00～21:00 年中無休
通話料無料
■朝陽会割引とお伝えください

●お支払いは「代引き」または「コンビニ・郵便局後払い」
●クレジットカード払いは上記ネットから
●商品は、通常3日以内にお届けいたします

東京・銀座　達人株式会社　代表取締役 本庄利朗（27回）
〒104-0061  中央区銀座6-6-1 銀座風月堂ビル5F

美肌マスク
5枚付

9,990円 6,990円
朝陽会　同窓会対策割引

大
河
ド
ラ
マ
の
子
役
や
Ｃ
Ｍ
に
出
演
中
の
タ
レ
ン
ト
な
ど
、

１
３
０
人
を
擁
す
る
事
務
所
の
社
長
。

和漢美容サプリ
「ドクターホソノ 美容の達人」
美容アミノ酸６種、和漢ハー
ブ７種、ビタミン５種など、若さ
を内側から支える美容成分
を配合。１ヶ月分32包入。

Webからはこちら



　

早
い
も
の
で
、
着
任

し
て
四
年
目
と
な
り
ま

し
た
。
皆
様
の
ご
支
援

を
得
て
昨
年
度
も
順
調

に
教
育
活
動
を
進
め
ら

れ
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

一
、
新
た
な
教
育
活
動

　

Ｔ
Ｇ
Ｇ
（
東
京
グ
ロ
ー
バ
ル
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
）
を
活
用
し
た
英
語
体
験
学
習
を
実
施
し
、

期
間
休
業
日
中
に
一
・
二
年
次
希
望
生
徒
百

二
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
昨
年
九
月
開
業

の
真
新
し
い
施
設
で
、
外
国
人
の
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
や
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
の
対
話
か
ら
自

ら
の
英
語
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を

試
す
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
進
学
に
向
け
た
指
導
に
お
い
て
も
、

セ
ン
タ
ー
試
験
直
前
に
実
際
の
試
験
そ
の
ま

ま
の
時
程
で
模
擬
問
題
に
挑
戦
す
る
セ
ン

タ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
初
め
て
実
施
し

ま
し
た
。
三
年
次
生
の
大
学
入
試
へ
向
け
た

最
終
調
整
が
で
き
た
も
の
思
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
七
十
一
回
生
は
国
立
最
難
関
４
大
学

等
へ
十
名
が
現
役
合
格
を
果
た
し
た
ほ
か
、

昨
年
度
課
題
の
一
つ
と
し
て
ご
報
告
し
ま
し

た
セ
ン
タ
ー
試
験
五
教
科
七
科
目
受
験
者
の

割
合
が
初
め
て
六
割
に
達
し
ま
し
た
。
進
学

指
導
重
点
校
を
目
指
す
本
校
と
し
て
、
大
き

な
前
進
と
考
え
ま
す
。

二
、
創
立
百
周
年
事
業
の
定
着

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
進
路
部
通
信
へ
の

寄
稿
と
取
り
ま
と
め
冊
子
の
増
補
改
訂
、

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
の
講
師
選
定
、

臨
海
教
室
へ
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
協
力
を
は
じ

め
、
理
数
研
究
校
と
し
て
の
「
内
藤
と
う
が

ら
し
」
研
究
へ
も
成
果
発
信
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
宿
高
校
百
周
年
は
、
記
念
事
業

で
あ
る
朝
陽
奨
学
金
の
給
付
、
館
山
寮
の
改

修
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催
や
百
周
年

グ
ッ
ズ
の
提
供
な
ど
を
通
し
て
在
校
生
に
お

い
て
も
勢
い
を
増
し
て
い
ま
す
。
ご
支
援
や

交
流
を
通
し
て
在
校
生
は
同
窓
会
の
皆
様
に

育
ま
れ
な
が
ら
安
心
し
て
学
校
生
活
が
送
れ

る
こ
と
を
実
感
し
、
こ
の
こ
と
が
良
好
な
卒

業
生
の
同
窓
会
加
入
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

　

新
宿
高
校
は
同
窓
会
と
の
連
携
を
さ
ら
に

深
め
な
が
ら
、
教
育
活
動
を
充
実
さ
せ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
、
昨

年
度
も
臨
海
教
室
備
品
、

小
型
船
舶
資
格
取
得
援

助
、
部
活
動
大
会
出
場

交
通
費
援
助
、
奨
学
金

制
度
、
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
講
師
派
遣
等
様
々

な
場
面
で
ご
支
援
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
昨
年
度
の
教
育
活

動
も
順
調
に
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

特
に
、
進
路
指
導
で
は
、
本
校
の
目
標
で
あ

学
校
長
所
感
　
　
校
長
　
加
藤
　
隆

　
　
　
　
平
成
三
十
年
度
の
新
宿
高
校

　
母
　
校
　
便
　
り副

校
長
　
古
溝
　
紀
也
　

母

校

便

り
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け
る
働
き
方
改
革
を
早
急
に
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
す
で
に
、
部
活
動
顧
問
の

負
担
軽
減
と
部
活
動
の
質
の
確
保
を
図
る
た

め
、
部
活
動
指
導
員
の
配
置
や
部
活
動
休
養

日
の
設
定
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
今
年
度
か
ら
長
期
休
業
期
間
中
に
お
い

て
学
校
閉
庁
日
を
５
日
間
設
定
し
、
教
職
員

が
休
暇
等
を
取
得
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
生
徒
に
と
っ

て
も
同
様
で
す
。
毎
年
実
施
し
て
い
る
学
校

評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
「
部
活
動
、
行
事
、

週
末
課
題
等
で
忙
し
い
」
と
い
う
意
見
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
少
し
で
も
改
善
で
き
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
校
は
、
生
徒
諸
君
に
次
代
の
日
本
を
担

う
「
リ
ー
ダ
ー
た
れ
」
と
期
待
し
、
生
徒
の

夢
や
希
望
を
大
切
に
し
た
教
育
を
目
指
し
て

お
り
、
創
立
の
精
神
と
も
い
う
べ
き
「
自

主
・
自
律
の
精
神
の
育
成
」
及
び
「
人
間
尊

重
の
精
神
の
育
成
」
を
大
き
な
柱
と
し
た
教

育
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
、
教
職
員
・
保
護
者
・
生
徒
が
一
体

と
な
っ
て
文
武
両
道
の
実
践
に
努
め
て
い
ま

す
。
い
か
に
伝
統
を
継
承
し
な
が
ら
、
発
展

的
に
改
革
を
し
て
い
け
る
か
が
今
後
の
大
き

な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、

今
後
と
も
、
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

る
進
学
重
点
校
指
定
に
向
け
、
基
準
で
あ
る

セ
ン
タ
ー
試
験
５
─
７
型
６
割
以
上
の
受
験

を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

さ
て
、
現
在
、
文
部
科
学
省
で
は
、
教
師

の
こ
れ
ま
で
の
働
き
方
を
見
直
し
、
自
ら
の

授
業
を
磨
く
と
と
も
に
、
そ
の
人
間
性
や
創

造
性
を
高
め
、
子
供
た
ち
に
対
し
て
効
果
的

な
教
育
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
学
校
に
お
け
る

働
き
方
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
校
で
も
、

一
層
の
推
進
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
把
握
し
た
教
員
の

在
校
時
間
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
管
理
職
が
長

時
間
労
働
に
な
っ
て
い
る
教
員
に
対
し
て
指

導
・
助
言
や
産
業
医
の
面
接
を
奨
励
し
て
い

ま
す
が
、
６
月
に
教
員
勤
務
実
態
調
査
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
実
に
半
分
以
上
の
教
職
員

が
、
１
か
月
の
在
校
時
間
の
総
時
間
か
ら
条

例
等
で
定
め
ら
れ
た
勤
務
時
間
の
総
時
間
を

減
じ
た
時
間
が
㊺
時
間
を
超
え
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
校
内
で
の
勤
務
時
間
で

あ
り
、
い
わ
ゆ
る
持
ち
帰
り
の
勤
務
時
間
を

除
い
た
時
間
で
す
。
教
職
員
の
長
時
間
勤
務

の
実
態
が
看
過
で
き
な
い
状
況
で
あ
り
、
授

業
改
善
を
は
じ
め
と
す
る
教
育
の
質
の
確

保
・
向
上
や
社
会
で
の
活
動
を
通
じ
た
自
己

研
鑽
の
充
実
の
観
点
か
ら
も
、
現
実
を
重
く

受
け
止
め
る
べ
き
で
あ
り
、
新
宿
高
校
に
お

平成30年度主な行事
始業式 ₄月₆日
入学式（72回生） ₄月₇日　男子155名　女子164名
セミナー合宿（₁年次生） ₄月10日～11日　箱根
運動会（駒沢公園） ₅月17日
戸山戦 ₆月₇日
臨海教室 ₇月24日～₈月₈日
宿泊防災訓練 ₈月₂日〜₃日
朝陽祭 ₉月₈日、₉日
勉強合宿 ₉月29日～10月₁日
修学旅行 12月10日～12日　沖縄
合唱コンクール 12月18日
マラソン大会 ₂月₁日
卒業式 ₃月15日　男子156名　女子159名
修了式 ₃月25日

母校便り　62
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母　校　行　事　ア　ル　バ　ム

₄月　入学式

₅月　運動会

₆月　戸山戦
₇〜₈月　臨海教室

₉月　朝陽祭

12月　修学旅行（沖縄）

12月　合唱祭

₃月　卒業式
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平成31年度　異動一覧（非常勤および経営企画室を除く）
【取扱注意】	 平成31年₃月20日

私立大 2010 2017 2018 2019
62 69 70 71

青山学院大 27 33 17 26
学習院大 13 12 13 5
北里大 4 8 9 7
慶應義塾大 17 30 28 23
工学院大 10 5 7 5
國學院大 6 4 9 3
国際基督教大 1 2 0 1
駒澤大 19 11 10 17
芝浦工業大 32 39 36 44
上智大 7 22 17 22
成蹊大 16 11 15 9
成城大 11 6 7 9
専修大 14 13 5 9
中央大 39 55 53 43
津田塾大 3 8 13 5
東海大 7 2 11 1
東京女子大 12 23 15 7
東京電機大 15 8 4 5
東京農業大 17 30 24 31
東京薬科大 3 3 5 11
東京理科大 27 60 45 52
同志社大 9
東洋大 28 34 36 31
獨協大 10 2 4
日本大 57 39 42 40
日本女子大 15 19 24 16
法政大 60 61 67 59
武蔵大 30 6 9 5
東京都市（武蔵工）大 11 3 9 6
明治大 98 122 108 102
明治学院大 33 21 15 12
立教大 50 70 73 57
早稲田大 57 69 66 55
以上の私立小計 758 831 796 718
他の私大短大 156 88 123 106
私大･短大計 914 919 919 824
大学･短大総計 988 1037 1021 938
卒業生の数 310 318 316 315
現役大学進学率 74.5％ 70.8％ 72.5％ 81.5％
クラス数 8 8 8 8
入学時の倍率 2.08 1.92 1.86 1.91 

国公立大 2010 2017 2018 2019
62 69 70 71

北海道大 5 3 4
帯広畜産大 1
秋田大
岩手大 1 1
東北大 2 2 2 3
山形大 1 2
群馬大
茨城大 1 1
筑波大 3 7 5 4
埼玉大 3 3 2 2
千葉大 2 14 9 11
お茶の水女子大 1 3 1
電気通信大 4 4 1 3
東京大 1 2 2 4
東京医科歯科大 2 2 1
東京外国語大 3 8 3 4
東京海洋大 1 3 3
東京学芸大 2 7 8 14
東京芸術大 4 1 1 2
東京工業大 1 6 8 3
東京農工大 1 8 6 9
一橋大 1 9 6 4
横浜国立大 5 2 7 7
信州大 2 2 3 1
静岡大 1 1 1 1
金沢大 1
名古屋大 2 1
京都大 1 1 1
大阪大 2
神戸大 1
九州大 1 1 1
首都大東京 14 11 15 24
横浜市立大 2 2 1
他の国公立大学等 7 7 8 6
国公立大学等計 59 118 118 114
現役大学進学率 74.5％ 70.8％ 72.5％ 81.5％
クラス数 8 8 8 8
入学時の倍率 2.08 1.92 1.86 1.91 

2010年及び過去₃年間の大学別合格者数（現役＋既卒）

現任校 異動先等 後任者
学校名 課程 職名 氏名 教科 備考 学校名 課程 職名 学校名 課程 職名 氏名 備考

新宿高校 全 副校長 古溝　紀也 　 片倉 全 副校長 大崎 定 副校長 内海　秀一
〃 〃 主幹教諭 田村　幸司 国 【退職】 小松川 全 非常勤教員 南多摩中等教育 全 主任教諭 石井　明子 国
〃 〃 教諭 山田　真哉 国 南多摩中等教育 全 教諭 八丈 全 主任教諭 湯田　雅也 国
〃 〃 主幹教諭 松木　丈浩 数 本所 全 主幹教諭 大泉高付属中兼大泉 中 主任教諭 日比野　智子 数
〃 〃 主任教諭 清水　正廣 体 【退職】【任期満了】 一橋 定 主幹教諭 長井　正徳 体
〃 〃 教諭 岡崎　寛 体 蒲田 全 教諭 光丘 全 教諭 長谷川　正一郎 体
〃 〃 主任教諭 黒田　英子 情 豊島 全 主任教諭 大江戸 定 教諭 羽賀　康博 情
〃 〃 非常勤教員 ─ ─ ─ 成瀬 全 主任教諭 福江　香 国
〃 〃 非常勤教員 宮崎　郁生 理・物 【任期満了】 石神井 全 主任教諭 橋本　輝夫 理・化
〃 〃 ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 土肥　修 ─ ─ ─ ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 三嶋　美穂
〃 〃 主任 吉荒　奈美 ─ 杉並総合 主任 立川ろう 主任 長田　光平
〃 〃 主事 ─ ─ ─ 目黒 主事 安田　佳穂
〃 〃 技能主事（再任用フル）成瀬　幸子 ─ 小山台 技能主事 中野特別支援 技能主事（再任用フル）阿部　典子

〃 〃 副校長マネジメント支援員 ─ ─ 都生活文化局
私学部私学行政課 私立学校教育専門員 兼島　政邦



　

硬
式
野
球
部
監
督
の
田
久
保
裕
之
（
�

回
）
と
申
し
ま
す
。「
わ
れ
ら
の
野
球
は
日

本
の
学
生
野
球
と
し
て
学
生
た
る
こ
と
の
自

覚
を
基
礎
と
し
…
」
で
始
ま
る
、
学
生
野
球

憲
章
に
則
り
、
甲
子
園
を
目
標
と
し
て
日
々

の
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
部
員

数
は
か
つ
て
の
三
分
の
一
ほ
ど
に
減
り
、
近

年
の
大
会
で
も
苦
戦
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
選
手
た
ち
は
「
文
武
同
道
」

の
精
神
の
も
と
、
学
業
と
練
習
に
励
み
、
困

難
な
道
へ
と
挑
ん
で
い
ま
す
。

　

週
末
に
は
、
関
東
近
県
ま
で
遠
征
試
合
に

出
か
け
、
経
験
を
積
ん
で
い
ま
す
。
平
成
二

九
年
度
の
夏
季
合
宿
は
長
野
県
に
行
き
、
甲

子
園
春
夏
通
算
五
二
回
出
場
の
松
商
学
園
へ
、

三
十
年
度
は
福
島
県
に
行
き
、
目
下
十
二
年

連
続
甲
子
園
出
場
中
の
聖
光
学
院
と
オ
ー
プ

ン
戦
を
行
い
、
甲
子
園
の
レ
ベ
ル
を
肌
で
感

じ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
大
、
東
京
学

芸
大
と
も
オ
ー
プ
ン
戦
等
を
通
じ
て
交
流
を

持
ち
、
卒
業
後
も
学
業
と
ス
ポ
ー
ツ
の
両
立

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

二
年
前
か
ら
は
、
本
校
卒
業
生
で
元
プ
ロ

野
球
選
手
の
井
手
峻
さ
ん
（
⓮
回
）（
東
大

→
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
）
を
外
部
指
導
員
と
し

て
招
き
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
指
導
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

社
会
貢
献
活
動
と
し
て
は
、
勉
強
会
と
セ 

ッ
ト
に
な
っ
た
少
年
野
球
教
室
「
新
宿

Baseball A
cadem

y

」
を
主
催
し
、
野
球

人
口
減
少
へ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
み
と
し
て
、

好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

「W
elcom

e 

新
宿
作
戦
」
と
称
し
た
、
新
宿

を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
へ
の
案
内
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。

 

こ
れ
ら
の
多
彩
な
経
験
が
、
豊
か
な
人
間

力
を
培
い
、
そ
し
て
勝
利
へ
と
繋
が
っ
て
い

く
こ
と
を
信
じ
て
、
日
々
の
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　
部
活
動
紹
介

　
　
硬
式
野
球
部

顧
問
　
田
久
保
　
弘
行
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平
成
一
九
年
に
赴
任

し
ま
し
た
。『
管
弦
学

部
』
の
威
風
堂
々
の
演

奏
の
中
、
明
る
く
天
井

の
高
い
体
育
館
に
六
二

期
が
入
場
。
伝
統
校
ら
し
い
入
学
式
の
雰
囲

気
に
胸
が
高
ま
っ
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

戸
山
戦
・
体
育
委
員
会
の
指
導
が
主
で
し
た
。

行
事
の
度
に
生
徒
自
身
が
誰
に
言
わ
れ
る
で

も
な
く
進
ん
で
動
き
、
幹
部
の
生
徒
は
遅
く

ま
で
準
備
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
何
よ
り
卒
業
し
た
後
も
駆
け
つ
け
て

く
れ
、
応
援
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
同
窓
、

生
徒
が
一
体
と
な
っ
た
チ
ー
ム
新
宿
で
し
た
。

　

臨
界
教
室
で
は
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
ま

し
た
。
六
四
期
担
任
の
時
、
沖
ノ
島
ゴ
ー
ル

地
点
で
待
っ
て
い
た
保
護
者
か
ら
、
お
子
さ

ん
の
ほ
と
ん
ど
の
行
事
に
参
加
し
て
い
た
と

お
聞
き
し
驚
き
ま
し
た
。
大
遠
泳
ゴ
ー
ル
後
、

和
船
で
寮
に
戻
ろ
う
と
し
た
時
、
急
に
天
候

が
悪
化
し
雹
が
降
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
指
揮
船
の
船
長
は
い
ち
早
く
沖
に
避

る
か
、
オ
ー
ブ
ン
は
回
る
の
か
、
作
り
方
は

難
し
す
ぎ
な
い
か
、
原
価
は
高
す
ぎ
な
い
か
、

お
菓
子
の
組
み
合
わ
せ
は
適
切
か
、
味
は
単

調
に
な
っ
て
い
な
い
か
等
…
何
度
も
試
作
を

重
ね
ま
す
。
何
種
類
か
の
焼
き
菓
子
を
組
み

合
わ
せ
て
袋
に
詰
め
る
の
で
す
が
、
ラ
ッ
ピ

ン
グ
も
ク
ッ
キ
ー
な
ど
割
れ
な
い
よ
う
に
慎

重
に
…
₃
₀
₀
個
で
き
た
時
の
達
成
感
は
何

と
も
言
い
表
せ
ま
せ
ん
。
販
売
当
日
、
早
く

か
ら
並
ん
で
買
い
に
来
て
下
さ
る
お
客
様
も

い
て
、
嬉
し
い
限
り
で
す
。
あ
っ
と
い
う
間

に
売
り
切
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
生
徒
た
ち
の

努
力
が
報
わ
れ
る
瞬
間
で
す
。
文
化
祭
に
い

ら
し
た
際
に
は
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

（
初
日
の
み
数
量
限
定
販
売
で
す
）

　

料
理
や
お
菓
子
を
作
る
部
活
は
多
く
の
学

校
に
あ
り
ま
す
が
、『
調
理
部
』『
ク
ッ
キ
ン

グ
部
』
な
ど
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
多
い
中
、
本

校
で
は
『
料
理
研
究
部
』
と
い
い
何
と
も
新

宿
高
校
ら
し
い
感
じ
が
し
ま
す
。
料
理
研
究

部
は
一
年
₇
名
、
二
年
₅
名
、
三
年
₈
名
の

⓴
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
何
年
か
は

女
子
部
長
で
す
が
、
過
去
に
は
私
が
赴
任
し

て
か
ら
₂
人
、
男
子
部
長
が
部
を
ま
と
め
て

し
っ
か
り
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
活
動
は

授
業
の
あ
る
土
曜
日
が
中
心
で
、
和
気
あ
い

あ
い
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー

は
主
食
か
ら
パ
ン
・
お
菓
子
ま
で
、
和
洋
中
、

イ
タ
リ
ア
ン
等
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
に
挑
戦
し

て
い
ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー
を
決
め
る
の
は
生
徒

た
ち
で
す
。
技
術
面
は
も
ち
ろ
ん
、
季
節
感

を
大
切
に
で
き
る
だ
け
手
作
り
で
き
る
よ
う

心
掛
け
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

　

一
年
間
の
中
で
、
最
も
大
き
な
活
動
は
朝

陽
祭
で
の
焼
き
菓
子
販
売
で
す
。
初
日
の
み

₃
₀
₀
個
を
販
売
し
ま
す
が
前
期
の
部
活
の

ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
費
や
し
、
何
を
販
売
す

る
か
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。
部
員
は
兼
部

の
生
徒
も
い
る
の
で
果
た
し
て
人
手
は
足
り

　

繋
ぐ

清
水　

正
廣
（
体
育
・
在
職
十
二
年
）　

離
任
恩
師
ご
挨
拶

　
部
活
動
紹
介

　
　
料
理
研
究
部

顧
問
　
村
田
　
雅
子
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る
飛
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

科
学
技
術
の
進
歩
は
早
く
、
例
え
ば

デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
深
層
学
習
）
と
い

う
Ａ
Ｉ
関
連
の
言
葉
も
、
五
年
前
に
は
広
く

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
技
術
の
進
歩

に
伴
っ
て
社
会
の
変
化
も
早
く
な
っ
て
い
ま

す
。
今
の
高
校
生
は
、
こ
の
予
測
困
難
な
時

代
に
持
続
可
能
な
社
会
を
作
る
、
と
い
う
難

題
に
挑
む
世
代
で
す
。

　

新
宿
高
校
も
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
む

場
と
し
て
、
日
々
変
革
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
五
年
で
、
授
業
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
る
教
員
が
増
え
ま
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
も
積
極
的
に
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、「
探
究
」
の
活
動
が
本
格
的
に

始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
社

会
の
不
可
逆
な
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の
試

み
で
す
。
こ
れ
か
ら
さ
ら
な
る「
新
宿
進
化
」

が
顕
在
化
し
て
く
る
こ
と
と
、
私
自
身
も
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
私
に
と
っ
て
も
変

化
の
五
年
間
で
し
た
。
新
宿
高
校
は
初
任
校

で
、
そ
の
前
は
二
年
連
続
二
度
目
の
大
学
四

年
生
。
社
会
人
に
な
る
こ
と
に
大
し
た
実
感

も
持
て
な
い
ま
ま
、
玄
関
前
に
そ
び
え
る
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
ア
ー
チ
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。

学
生
気
分
が
抜
け
な
い
私
を
叱
咤
激
励
し
て

く
だ
さ
っ
た
戸
田
前
校
長
、
一
人
で
国
語
の

授
業
が
で
き
る
よ
う
丁
寧
に
指
導
し
て
く
だ

さ
っ
た
谷
山
先
生
、
こ
の
お
二
人
に
は
特
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
六
九
回
生
の
副
担
任
、
そ
し
て
七

一
回
生
の
担
任
と
な
り
、
授
業
の
進
め
方
や

指
導
の
方
法
を
思
い
付
き
で
変
え
て
き
た
私

で
す
が
、
一
つ
変
え
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、「
生
徒
が
自
分
の
頭
で
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
」
と
い
う
観
点
で
す
。
情
報
を
鵜
呑

み
に
す
る
で
も
な
く
、
常
識
に
縛
ら
れ
る
で

も
な
く
、
自
分
で
深
く
考
え
る
。
そ
う
あ
っ

て
ほ
し
い
の
で
す
。

　

デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
脳
の
構
造
を
模

し
た
機
構
で
す
。
Ａ
Ｉ
が
よ
う
や
く
手
に
し

た
「
深
層
」
を
、
人
間
は
持
っ
て
い
る
の
で

す
。
新
宿
高
校
が
、
深
く
考
え
る
人
が
集
う

場
で
あ
り
続
け
ま
す
よ
う
に
。

　

現
代
の
難
題
は
、
も
ち
ろ
ん
私
に
と
っ
て

も
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
第
二
の
母
校
、

新
宿
高
校
で
得
た
経
験
を
礎
に
、
新
天
地
で

も
挑
戦
を
続
け
ま
す
。

難
し
て
い
ま
し
た
。
経
験
浅
い
私
な
ど
後
五

分
早
く
出
て
い
た
ら
と
思
う
と
ぞ
っ
と
し
ま

し
た
。
泳
い
で
い
る
最
中
急
に
空
が
真
っ
暗

に
な
り
強
い
雨
の
中
取
り
残
さ
れ
た
こ
と
。

点
呼
係
担
当
の
時
、
足
が
つ
く
と
思
い
、
船

か
ら
飛
び
降
り
た
の
で
す
が
足
が
つ
か
ず
、

頭
上
に
持
っ
た
画
板
を
海
に
預
け
、
浜
ま
で

泳
ぎ
別
の
点
呼
表
で
点
呼
し
た
事
。
沖
ノ
島

ゴ
ー
ル
、
学
校
プ
ー
ル
で
の
四
五
分
泳
、
寮

の
前
で
の
周
回
遠
泳
・
大
賀
海
岸
・
香
浜
ゴ
ー

ル
。
寮
の
食
堂
に
冷
房
が
入
り
、
建
物
も
風

景
も
、
取
り
組
み
方
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　

そ
の
時
代
を
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感

謝
し
、
次
に
繋
ぐ
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
も
次
の

人
が
プ
レ
ー
し
や
す
い
よ
う
に
ボ
ー
ル
を
繋

ぐ
「
あ
げ
た
お
願
い
」
と
い
う
プ
レ
ー
が
目

標
で
し
た
。
二
十
年
以
上
前
、
城
東
高
校
女

子
バ
レ
ー
部
顧
問
の
時
、
練
習
試
合
を
新
宿

で
何
度
か
や
り
ま
し
た
。
砂
埃
で
床
も
滑
り

暗
く
古
い
、
一
階
の
体
育
館
で
し
た
。
古
い

ビ
デ
オ
の
中
に
城
東
・
新
宿
戦
が
あ
り
ま
す
。

縁
が
あ
っ
た
の
だ
と
感
じ
ま
す
。
臨
界
教
室

で
の
緊
張
と
無
事
故
で
終
え
た
達
成
感
。
寮

を
後
に
す
る
時
の
寂
寥
感
。
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
た
十
二
年
間
で
し
た
。
多
く
の
人
に

支
え
ら
れ
定
年
を
新
宿
で
迎
え
ら
れ
た
こ
と

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
新
宿
高
校
の
さ
ら
な

　

深
く
考
え
る
人
が
集
う
場

山
田　

真
哉
（
国
語
・
在
職
五
年
）　
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今
年
も
、
三
月
十
七
日
、
一
九
七
〇
年
頃

か
ら
二
〇
〇
〇
年
頃
、
新
宿
高
校
に
在
職
し

て
い
た
教
職
員
の
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

七
十
年
頃
二
十
代
の
青
年
教
師
が
す
で
に

古
希
を
越
え
、
卒
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
も
。

出
歩
く
こ
と
が
困
難
に
な
る
中
で
、
出
席
三

十
人
。
欠
席
な
が
ら
近
況
報
告
を
戴
い
た
方

三
二
人
。

　

病
気
の
話
題
も
増
え
て
は
き
た
が
、
古
希

す
ぎ
て
今
も
授
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
演
奏

会
、
農
作
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
み
な

さ
ん
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
戦
争
体
験
者
も
多
い
の
で
、
平
和

へ
の
思
い
は
強
く
、
差
別
貧
困
、
政
治
腐
敗

へ
の
懸
念
や
怒
り
も
語
ら
れ
ま
し
た
。
社
会

的
関
心
と
正
義
感
は
元
気
の
素
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

あ
っ
と
い
う
間
の
二
時
間
で
し
た
。
来
年

も
元
気
で
集
ま
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

連
絡
の
届
か
な
い
方
も
お
ら
れ
る
か
と
思

い
ま
す
。
出
席
ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

（
七
三
年
～
八
九
年
在
職　

社
会
科　

菅　
　

豊
）
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「
朝
陽
」
六
八
号
に
六
八
回
生
の
担
任
団

の
一
人
で
あ
る
私
が
寄
稿
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
同
窓
の
皆
様
に
こ
こ
十
年
ほ
ど
の
新
宿

高
生
の
奮
闘
ぶ
り
を
お
知
ら
せ
す
る
と
共
に
、

若
い
同
窓
の
方
々
へ
の
期
待
を
表
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

私
が
新
宿
高
校
に
赴
任
致
し
ま
し
た
の
は
、

三
・
一
一
東
日
本
大
震
災
で
校
舎
が
帰
宅
困

難
者
の
避
難
所
に
な
っ
て
間
も
な
い
四
月
一

日
、
ま
だ
当
日
使
用
し
た
大
量
の
毛
布
が
一

階
生
徒
ホ
ー
ル
に
残
さ
れ
て
い
た
時
で
し
た
。

震
災
の
影
響
で
そ
の
年
は
六
六
回
生
の
館
山

臨
海
教
室
が
中
止
に
な
る
な
ど
、
新
宿
高
校

も
何
か
と
落
ち
着
か
な
い
日
々
だ
っ
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
も
、
六
四
、

六
五
、
六
六
回
生
は
授
業
に
、
行
事
に
、
部

活
動
に
と
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

私
は
、
部
活
動
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
を
担
当

し
ま
し
た
が
、
夏
の
合
宿
を
中
心
に
五
十
代

か
ら
二
十
代
ま
で
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
達
が
頻
繁
に

顔
を
出
し
て
く
れ
て
充
実
し
た
指
導
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
私
は
教
員
生
活
で
八
回
の
卒
業
生
を

し
励
ま
さ
れ
合
っ
て
い
る
と
い
う
最
高
の
集

団
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
受
験
結
果
も
全
体

と
し
て
素
晴
ら
し
い
も
の
を
残
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

卒
業
後
も
成
人
式
の
時
に
は
自
分
た
ち
で

祝
う
会
を
開
催
し
、
担
任
団
も
呼
ぶ
な
ど
、

相
変
わ
ら
ず
明
る
く
集
団
を
楽
し
ん
で
い
る

よ
う
で
、
非
常
に
頼
も
し
く
思
い
ま
す
。
私

個
人
的
に
は
教
員
生
活
最
初
の
教
え
子
の
娘

が
六
八
回
生
と
大
学
で
友
達
に
な
っ
て
私
の

こ
と
を
そ
の
教
え
子
で
あ
る
母
親
と
楽
し
く

語
り
合
っ
た
と
聞
か
さ
れ
、
ま
さ
し
く
感
慨

無
量
で
し
た
。

　

若
い
同
窓
の
皆
さ
ん
、
高
校
時
代
の
仲
間

は
一
生
の
仲
間
で
す
。
私
も
毎
年
二
十
人
以

上
と
ま
だ
会
っ
て
い
ま
す
。
私
達
は
も
う
病

気
の
話
ば
か
り
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
ま
た
前

を
向
い
て
明
る
く
将
来
を
語
り
合
っ
て
く
だ

さ
い
。
私
は
そ
ん
な
皆
さ
ん
の
活
躍
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ま
た
お
会
い

す
る
日
を
思
い
、
応
援
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

　

一
八
〇
名
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
第
三
回

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
は
部
活
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ

会
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
部
活
紹
介
パ

ネ
ル
展
示
や
貴
重
な
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

出
し
た
の
で
す
が
、
新
宿
高
校
六
八
回
生
ほ

ど
楽
し
い
思
い
を
さ
せ
て
く
れ
た
連
中
は
い

ま
せ
ん
。
入
学
直
後
の
セ
ミ
ナ
ー
合
宿
で
の

発
表
か
ら
三
年
最
後
の
大
学
受
験
ま
で
、
集

団
で
励
ま
し
合
い
な
が
ら
す
べ
て
に
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
運
動
会
で
は

知
ら
な
い
う
ち
に
全
員
リ
レ
ー
の
バ
ト
ン
パ

ス
の
練
習
を
し
て
ク
ラ
ス
の
団
結
を
深
め
、

球
技
大
会
で
は
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
得
手
、
不

得
手
を
考
慮
し
て
見
事
に
オ
ー
ダ
ー
を
編
成

し
、
朝
陽
祭
で
は
大
い
に
楽
し
み
な
が
ら
も

議
論
を
何
度
も
重
ね
て
劇
の
演
し
物
を
到
達

度
の
高
い
と
こ
ろ
ま
で
仕
上
げ
、
勉
強
合
宿

に
は
七
割
以
上
の
生
徒
が
参
加
し
お
互
い
の

姿
勢
を
学
び
合
い
確
か
め
合
い
な
が
ら
元
気

を
出
し
合
い
、
百
人
一
首
の
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

も
苦
手
な
生
徒
も
い
た
だ
ろ
う
に
、
ク
ラ
ス

Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
挑
ん
で
楽
し
み
大
い
に
盛

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
す
べ
て
こ
う
い
う
、

せ
っ
か
く
な
ら
楽
し
も
う
と
い
う
調
子
で
し

た
。
そ
し
て
最
後
に
立
ち
は
だ
か
っ
た
大
学

受
験
も
見
事
に
集
団
で
前
向
き
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。
一
、
二
年
の
時
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
学
年
の
自
習
室
を
よ
く
利
用
し
て
き
ま

し
た
が
、
三
年
も
六
月
に
な
る
と
一
階
の
自

習
室
は
ほ
と
ん
ど
毎
日
満
席
状
態
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
お
互
い
が
お
互
い
を
見
て
励
ま

創
立
百
周
年
記
念
事
業
特
集　
世
代
を
超
え
て
思
い
を
繋
ぐ
部
活
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
に
乾
杯
！

頼
も
し
く
思
っ
て
い
ま
す

宮
本
雄
亮
（
二
〇
一
一
～
一
七
国
語
科
）

部
活
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ　

全
員
集
合
！

　

創
立
百
周
年
記
念
事
業
事
務
局

　

大
池
克
幸
（
二
四
回
）
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た
。　

懐
か
し
い
学
び
舎
に
先
輩
・
後
輩
・

現
役
生
が
集
い
、
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

　　　

　

朝
陽
水
泳
会
の
活

動
紹
介
パ
ネ
ル
を
作

成
す
る
た
め
、
昔
の

写
真
や
記
録
ノ
ー
ト

な
ど
の
資
料
を
頑

張
っ
て
収
集
し
て
み

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

パ
ネ
ル
掲
載
テ
ー
マ

は
、
①
千
葉
県
館
山

寮
の
変
遷
（
一
九
二

三
年
〜
）、
②
プ
ー
ル
の
変
遷
（
一
九
三
二

年
〜
）、
③
競
泳
記
録
更
新
の
変
遷
。
以
上

の
三
つ
に
絞
っ
て
作
成
し
ま
し
た
。
最
近
の

現
役
選
手
の
記
録
は
、
一
九
六
四
年 

東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
金
メ
ダ
ル
記
録
を
凌
駕
し

て
い
る
こ
と
を
知
る
な
ど
、
い
く
つ
か
の
発

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
当
に
表
現
し
た
か
っ

た
の
は
「
館
山
の
臨
海
教
室
」
を
通
じ
た
学

校
、
同
窓
会
、
朝
陽
水
泳
会
三
者
の
熱
く
て

強
い
気
持
ち
が
重
な
っ
て
出
来
て
い
る
歴
史

で
す
。
こ
の
歴
史
は
言
葉
に
す
る
と
、
ど
う

し
て
も
陳
腐
に
な
る
の
で
パ
ネ
ル
に
表
現
出

　

展
示
に
は
、
終
戦
直
後
の
話
や
、
旧
体
育

館
の
全
容
の
写
真
、
最
近
の
合
宿
の
写
真
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
関
わ
り
、
九
〇
〇
名
近
く
の
卒

業
生
名
簿
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
最
大
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
三
浦
正
純

元
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
長
（
六
回
）
の
講
演
で
し
た
。

会
場
は
ほ
ぼ
満
員
で
一
〇
〇
人
以
上
の
卒
業

生
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
当
時
の
部
活
の
思

い
出
」
と
題
し
、
主
に

戦
前
か
ら
戦
後
の
状
況

を
具
体
的
で
わ
か
り
や

す
く
、
ま
る
で
昨
日
の

よ
う
な
臨
場
感
の
あ
る

話
に
、
卒
業
生
の
方
々

も
講
演
を
楽
し
ま
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　

戦
前
も
Ｏ
Ｂ
が
多
く
の
金
銭
的
支
援
を
さ

れ
て
い
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、
改
め
て
、
昔
の
Ｏ
Ｂ
の
方
の
熱

い
思
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
戦
前
に
Ｏ
Ｂ
会
の
礎
を
作
っ
た
先

輩
方
や
、
終
戦
後
、
当
時
と
し
て
は
斬
新
な

米
国
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
直
接
教

わ
っ
た
こ
と
、
東
京
都
準
優
勝
が
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ

会
の
発
展
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ
と
な
ど

興
味
深
い
お
話
で
し
た
。
詳
し
く
は
こ
の
号

に
あ
り
ま
す
「
九
五
年
の
歴
史
の
礎
は
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
我
が
部
で
は
ど
の
よ

う
な
思
い
で
活
動
し
て
き
た
か
を
、
後
輩
に

来
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
新

入
生
は
、
館
山
寮
で
大
家
族
主
義
の
精
神
を

体
感
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　　

　

今
回
、
ブ
ー
ス
の

展
示
と
三
浦
元
会
長

（
六
回
）
の
講
演
と

い
う
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ブ
ー
ス
に
は
、
昭

和
三
年
卒
業
生
か
ら

繋
が
っ
て
い
る
Ｏ
Ｂ

Ｏ
Ｇ
が
、
卒
業
後
も

母
校
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
き
た
か
を
わ

か
り
や
す
く
展
示
し
た
い
と
資
料
を
集
め
ま

し
た
。

　

資
料
を
見
な
が
ら
感
じ
た
の
が
、「
こ
の

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
九
五
年
の
歴
史
が

続
い
て
い
る
の
は
、
自
動
的
に
継
続
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
戦
前
か
ら
今
に
至
る
ま
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
時
代
で
熱
い
思
い
で
現
役
を
指
導
し
て

こ
ら
れ
た
方
々
が
い
た
と
い
う
こ
と
を
認
識

し
ま
し
た
。

伝
統
の
「
臨
海
教
室
」
を
い
つ
ま
で
も

朝
陽
水
泳
会
会
長　

佐
藤
栄
作（
二
四
回
）

先
輩
か
ら
後
輩
に
繋
ぐ
思
い

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
前
幹
事
長

　

須
藤
亮
一
（
二
六
回
）
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像
あ
り
で
、
思
い
出
話
に
も
花
が
咲
き
ま
し

た
。
生
演
奏
は
岡
田
さ
ん
の
バ
イ
オ
リ
ン
ソ

ロ
、
井
戸
沼
さ
ん
、
粟
飯
原
さ
ん
、
上
山
さ

ん
の
弦
楽
ト
リ
オ
、
現
役
三
年
生
福
田
さ
ん

の
シ
ロ
フ
ォ
ン
の
ソ
ロ
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
だ
素
敵
な
演
奏
で
し
た
。
偶
然
、
東

京
に
い
ら
し
て
い
た
九
州
交
響
楽
団
の
オ
ー

ボ
エ
奏
者
で
管
弦
Ｏ
Ｂ
の
小
林
牧
さ
ん
も
顔

を
出
し
て
下
さ
っ
て
、
現
役
の
演
奏
に
感
心

し
て
い
ま
し
た
。
当
日
に
な
っ
て
演
奏
者
の

皆
さ
ん
に
突
然
お
願
い
し
た
校
歌
や
六
中
健

児
の
歌
も
、全
員
で
快
く
奏
で
て
頂
き
、き
っ

と
一
般
参
加
の
お
客
様
の
お
耳
に
も
懐
か
し

い
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
届
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

管
弦
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
が
現
在
も

演
奏
活
動
で
参
加
し
て
い
る
各
団
体
の
演
奏

会
情
報
や
チ
ラ
シ
を
置
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

主
旨
に
賛
同
し
て
チ
ラ
シ
を
持
参
で
駆
け
つ

け
て
下
さ
っ
た
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
も
い
て
、
懐
か
し

い
顔
ぶ
れ
も
揃
い
ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
中
、
当
日
ご
協
力
頂
い
た
全
て

の
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
、
と
同
時
に
、

機
材
を
お
貸
し
く
だ
さ
っ
た
同
窓
会
事
務
局

に
も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
〇
一
九
年
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の

テ
ー
マ
は
音
楽
会
だ
そ
う
で
す
。
管
弦
楽
部

で
は
再
び
有
志
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
で
演
奏
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い

ま
す
。

　

ベ
テ
ラ
ン
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
か
ら
若
手
ま
で
、

あ
っ
た
こ
と
で
し
た
。
当
日
は
現
役
ダ
ン
ス

部
に
よ
る
演
技
、
軽
音
楽
部
に
よ
る
演
奏
を

鑑
賞
し
、
若
さ
溢
れ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

心
に
響
き
ま
し
た
。
残
念
だ
っ
た
の
は
当
日

の
Ｏ
Ｂ
参
加
者
が
一
八
〇
名
余
り
だ
っ
た
こ

と
で
す
。
二
〇
二
二
年
、
我
が
新
宿
高
校
は

創
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
記
念
す
べ

き
こ
の
時
に
は
多
く
の
Ｏ
Ｂ
が
来
場
さ
れ
現

役
高
校
生
と
の
懇
親
が
深
ま
れ
ば
と
思
い
ま

し
た
。
朝
陽
硬
式
テ
ニ
ス
部
会
も
一
〇
〇
周

年
記
念
事
業
に
向
け
て
体
制
を
整
え
協
力
さ

せ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
素
晴

ら
し
い
一
〇
〇
周
年
に
な
る
こ
と
を
心
よ
り

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　　

　

私
達
、
管
弦
楽
部
（
Ｓ

Ｐ
Ｏ＊
＊

）
は
高
校
百
周
年
の

前
年
に
創
部
六
十
周
年
を

迎
え
ま
す
が
、
今
回
の
催

し
で
は
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
現

役
生
ま
で
有
志
が
参
加
し
、

世
代
を
超
え
た
交
流
が
で

き
ま
し
た
。
生
演
奏
あ
り
、

お
し
ゃ
べ
り
あ
り
、
過
去

の
メ
イ
コ
ン＊
＊

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
映

情
報
資
産
と
し
て
残
す
取
り
組
み
を
し
て
ゆ

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　　

　

昨
年
十
一
月
二
四
日

に
開
催
さ
れ
た
新
宿
高

校
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
に
懐
か
し
い
母
校

を
訪
ね
ま
し
た
。
現
役

時
代
は
硬
式
テ
ニ
ス
部

に
所
属
し
て
お
り
ま
し

た
関
係
で
ま
ず
は
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
、
設

立
さ
れ
た
ば
か
り
の
Ｏ

Ｂ
会
に
つ
い
て
少
し
Ｐ
Ｒ
さ
せ
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

名
称
は
「
朝
陽
硬
式
テ
ニ
ス
部
会
」、
三

年
程
前
、
有
志
に
よ
り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
そ
の
組
織
は
編
成
途
上
に
あ
り
若
手
会

員
を
募
集
中
で
す
。
テ
ニ
ス
部
員
だ
っ
た
Ｏ

Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
皆
様
の
ご
入
会
を
是
非
お
待
ち
申

し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
現
在
の
新
宿
高
校
は
驚
く
ば
か
り
の

変
貌
で
し
た
。
最
も
驚
い
た
の
は
七
階
建
校

舎
の
中
の
体
育
館
で
、
屋
上
に
プ
ー
ル
が

部
活
集
合
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
現
役
生
ま
で

管
弦
楽
部
二
一
代
ホ
ル
ン　

　

小
林
悦
子
（
三
五
回
）

大
阪
な
お
み
・
錦
織
圭
選
手
の
大
活
躍
で

盛
り
上
が
る
テ
ニ
ス
部
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
へ

の
入
会
を
！

朝
陽
硬
式
テ
ニ
ス
部
副
会
長

　

角
田
智
（
二
二
回
）
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設
置
を
働
き
か
け
よ
う
と
六
高
放
送
研
究
部

を
設
立
し
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
Ｒ
Ｈ
Ｋ

部
員
は
他
校
の
設
備
を
調
査
し
、
生
徒
の
意

見
を
聞
い
て
放
送
設
備
の
原
案
を
作
り
、
職

員
会
議
に
提
出
し
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇

年
）
三
月
に
部
活
動
と
し
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
放
送
室
は
部
員
が
夏
休
み
に
材
木
な
ど

を
運
び
込
み
自
分
た
ち
で
作
り
上
げ
、
こ
こ

に
Ｒ
Ｈ
Ｋ
活
動
の
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。

　

放
送
第
一
声
は
松
村
象
一
郎
校
長
、
時
に

昭
和
二
五
年
九
月
二
六
日
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
先
人
た
ち
の
熱
き
思
い
は
、
今
も
昔
も

新
宿
高
校
放
送
研
究
部
員
に
昭
和
か
ら
平
成
、

そ
し
て
新
し
い
時
代
に
か
け
て
脈
々
と
引
き

継
が
れ
て
い
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
Ｏ

Ｇ
の
中
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、民
放
な
ど
の
ラ
ジ
オ
・

テ
レ
ビ
の
局
ア
ナ
、
放
送
記
者
、
技
術
者
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
気
概
を
持
っ
た
Ｒ
Ｈ
Ｋ-

Ｏ
Ｂ
Ｏ

Ｇ
の
有
志
が
集
ま
っ
て
Ｒ
Ｈ
Ｋ
の
歴
史
を
ま

と
め
昨
年
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
参
加

し
ま
し
た
。
当
日
は
家
族
連
れ
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ

も
来
場
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
三
一
年
三
月
に

は
創
部
七
十
年
の
喜
寿
を
迎
え
た
こ
と
を
機

に
幅
広
い
時
代
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
に
お
集
ま
り
戴

く
会
が
開
催
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
稿
は
多
く
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
か
ら
戴
い
た
資
料
、

情
報
を
も
と
に
作
成
し
ま
し
た
。
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

思
う
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
現

役
生
に
よ
る
ダ
ン
ス
や
演
奏
等
、
視
聴
覚
室

で
の
催
し
も
楽
し
く
拝
見
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
高
校
近
く
の
居
酒
屋
に
場
所
を

移
し
、
新
五
回
か
ら
新
三
二
回
ま
で
の
Ｏ
Ｂ 

十
二
名
で
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
始
め

て
お
会
い
す
る
先
輩
Ｏ
Ｂ
や
、
高
校
卒
業
以

来
四
十
数
年
ぶ
り
に
再
会
し
た
一
期
上
の
方

も
お
ら
れ
、
懐
か
し
く
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機

会
を
設
け
て
く
だ
さ
っ
た
朝
陽
同
窓
会
事
務

局
の
方
々
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　　　　

　

新
宿
高
校
放
送

研
究
部
の
略
称
Ｒ

Ｈ
Ｋ
は「Rokkou 

Hosoh Kenkyubu

」

で
す
。

　

昭
和
二
四
年

（
一
九
四
九
年
）

都
立
第
六
新
制
高

等
学
校
二
年
生
数

名
が
校
内
に
拡
声

器
や
情
報
伝
達
手
段
が
な
い
こ
と
に
不
便
と

時
代
遅
れ
を
感
じ
、
学
校
側
に
放
送
設
備
の

是
非
、
楽
器
を
持
っ
て
参
加
し
て
下
さ
い
！

　
＊
１� 
Ｓ
Ｐ
Ｏ
（Shinjuku Philharm

onic 
O

rchestra

）

＊
２� 

メ
イ
コ
ン
（
毎
年
五
月
に
開
催
さ
れ
る

現
役
の
演
奏
会 

二
〇
一
九
年
で
四
十
回

を
迎
え
る
）

　　　

　

こ
の
た
び
の
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
際
し

て
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

の
判
明
し
て
い
る
Ｏ
Ｂ

Ｏ
Ｇ
約
六
十
名
に
連
絡

し
た
と
こ
ろ
、
十
数
名

の
方
か
ら
参
加
し
た
い

と
の
返
信
が
あ
つ
た
た

め
、
天
文
部
も
参
加
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

当
部
は
二
〇
一
二
年
の

朝
陽
祭
で
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
の
展
示
を
行
な
っ

て
い
た
の
で
、
自
習
室
に
は
そ
の
時
作
成
し

た
資
料
を
掲
示
し
ま
し
た
。
朝
陽
祭
の
ク
ラ

ブ
Ｏ
Ｂ
展
示
で
は
、
ひ
と
つ
の
ク
ラ
ブ
の
展

示
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
で
は
他
の
ク
ラ
ブ
の
展
示
物
も
見
る
こ

と
が
で
き
、「
へ
ー
、
そ
う
だ
っ
た
の
」
と

喜
寿
を
迎
え
た
放
送
研
究
部
（
Ｒ
Ｈ
Ｋ
）

放
送
研
究
部
Ｏ
Ｂ  　

本
田
武
（
一
五
回
）

居
酒
屋
で
旧
交
を
温
め
る

天
文
部
Ｏ
Ｂ
会  　

大
貫
一
朗
（
二
七
回
）
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73　朝陽同窓会事務局便り

••••平成３０年度朝陽同窓会総会議事••••
１．平成29年度活動報告と決算
　•�平成30年 3 月末募金実績　4,552万円　　1,963名
　•�全国 6支部で総会開催（群馬、ＵＳＡ支部非開催）、戸山交流戦、東京校歌祭、朝
陽クラブなど同窓会活動を展開。

　•�100周年記念事業：館山寮船倉改修、竹藪伐採等
　　第 2回朝陽奨学金支給：学年奨学金 9名、就学援助金 2名
　•�母校キャリア教育支援：進路部通信への寄稿、キャリアガイダンス講師派遣
　•�内藤唐辛子プロジェクト支援
２．平成30年度活動計画と予算
　•�役員人事　全員留任
　　100周年記念募金第二期 4月　目標6,552万円　30年度目標2,000万円
　•�100周年記念事業：100周年記念準備室賃借、記念祝賀会・記念音楽会準備委員会
開設、100年誌編集室発足、記念事業未着手案件整理

　•�母校キャリア教育を引き続き支援：進路部通信への寄稿、キャリアガイダンス講
師派遣、特別講義

　•�全国 8支部で総会開催、戸山交流戦、東京校歌祭、朝陽クラブなど同窓会活動を
展開。

　•�第 4 回ホームカミングデー開催
　　上記活動には概算29,201千円の出費を想定。
各議案とも吉村幹事長より報告・提案があり、異議なく承認。
３．総会記念講演は随筆寄稿「最期まで自分らしく生きる」　をご覧ください。

母　校　支　援
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
平成30年度母校キャリア教育支援

　母校は平成27年度からキャリア教育充実のため新たな取り組みを始めました。
同窓会ではこれを重要な母校支援の一つととらえ全面的に支援してきました。平
成30年度も母校の要望に応え、各界で活躍する同窓生の協力を得て、講師の派遣、
体験談の寄稿など、母校を支援してきました。

（１）　キャリアガイダンスへの講師派遣
　キャリアガイダンスは、１年生の文理選択の参考に母校が開催する先輩の体験談講演会
です。平成30年度キャリアガイダンスは平成31年 2 月13日（水）の午後、１年次教室等15教
室を使って実施され、下記の15名の方々が講師を務めて下さいました。

　
卒業回 氏名 現職・主たる経歴等
19 根津　昭義 バイオリニスト　Ｎ響顧問
19 太田　公子 福島テレビ・TVKを経てフリーアナウンサー
20 佐藤　重和 外務省、オーストラリア、タイ大使
23 太田　正行 元新宿高校教師（社会科）
24 酒井　邦彦 弁護士・元広島高検検事長
24 佐野　良雄 三井物産定年退職後　現名古屋大学大学院教授（経済学）
25 篠原　厚子 清泉女子大人文科学研究所教授（健康科学）
26 植田　益朗 アニメプロデューサー
26 三矢　惠子 NHK放送文化研究所
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 朝陽同窓会会員諸氏の寄贈著書紹介 
平成30年度にも多くの卒業生から以下の著書の寄贈をいただきました。

著者名 卒回 書　　　　　　名 出　版　社 本体価格
三木　悟 25 現代　仏教塾 幻冬舎 ￥700

池辺晉一郎 15
歴史を見る、音楽をする 新日本出版社 ￥2,000
なつかしい街と人と 新日本出版社 ￥2,600

馬場　悠男 15 NHKスペシャル　人類誕生 ㈱学研プラス ￥1,800
遠藤　誉 13 中国製造　2025の衝撃 ㈱ PHPエディターズ ･グループ ￥1,700
猪熊　建夫 　 名門高校100 河出書房新社 ￥1,800
神蔵　孝之 26 逆境の克服とリーダーの胆力 DVD ￥DVD
寺尾　和子 15 ネイティブ表現が身につく英会話 メディカルパースペクティブ ￥1,650

過去の実施内容は同窓会ホームページ下記サイトでご覧になれます。

（２）　月刊紙『進路部通信─新宿折をり』“先輩からの言葉”寄稿
　母校進路指導部が平成27年度に創刊した月刊紙『進路部通信─新宿折々をり』（A4サイズ
４ページ）に毎号１ページ、各界第一線で活躍する同窓生が、現役生徒の進路選択の参考と
なり、励みとなる原稿を寄稿しています。平成30年度発行の34 ～ 44号（８月は休み）で下
記の方々が執筆者されました。

寄稿内容は同窓会ホームページでご覧になれます。

（３）　同窓会員による講演会・特別授業
　この他にも、①各部活OBOG会による現役支援、②奨学金支給、③定期健康診断への医
師応援、④財団法人朝陽会による臨海教室支援、内藤とうがらしプロジェクト支援ほか、
様々な場面で母校への熱い思いを持った様々な組織、同窓会員が母校支援を繰り広げてい
ます。

発行号 氏　名 卒回 寄稿タイトル
34（H30. 4 ） 堀内　直代 15 物理教師 30 年─努力は力、継続は宝
35（H30. 5 ） 藤本　貴之 47 新宿高校生が世界最大級に「幸福」である理由
36（H30. 6 ） 竹迫　和美 25 人生の扉を叩け‼
37（H30. 7 ） 和田　　勝 15 鳥のホルモンに魅せられて研究生活を送る
38（H30. 9 ） 竹内志津佳 18 医師としての人生を想う
39（H30.10） 平岡　　啓 28 「勇気だけで人生は上手くいくか」。どうか。
40（H30.11） 久保田兼士 25 寧ろ鶏口と為るも牛後と為ること無かれ
41（H30.12） 平福恵津子 40 「やりたいことを見つけよう！」
42（H31. 1 ） 太田　公子 19 ＜なってよかった　アナウンサー＞
43（H31. 2 ） 岡崎伸太郎 29 板前が教授になった
44（H31. 3 ） 未定

30 関戸由美子 シャングリラホテル勤務　元資生堂広報・人事
31 中越　一統 公認会計士　理系から公認会計士に
34 細矢　　剛 国立科学博物館植物研究部
34 本間　　謙 JICA長期派遣専門員（コートジボアール　動物水産資源）
43 西村　雄一 日本サッカー協会プロフェッショナルレフェリー
48 原田　将史 一級建築士・設計事務所代表・大学非常勤講師
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2019年度の事業計画について　　朝陽同窓会　幹事長　吉村　悟（₇回）

〇ホームカミングデー
　今年も 11 月に母校で音楽会をテーマ
に開催します。昨年度は参加者が 180 名
でしたが、今年度は 250 名迄来場者を増
やしたいと思っております。
〇記念祝賀会
　2022 年の 10 月に京王プラザホテルで
同窓生など 800 名を集め、着席パーティ
を開催すべく準備中です。今年はメイン
ゲストの決定などを行います。
〇記念音楽会
　クラシック・軽音楽などジャンルを問
わず全朝陽同窓会音楽人を結集した音楽
会を 2022 年度に開催する計画です。
〇 100 年誌
　2022 年度に発刊の予定で、既に編集
委員会が設立され資料の収集などが始
まっています。

　100 周年記念事業以外の一般活動につ
いては、概略下記の通りです。
〇母校支援
　昨年度はキャリアガイダンスや進路部
通信の他、チアリーディング部の関東大
会に進出の際の参加旅費の補助を致しま
した。今年度は現役 1年生のインターン
シップが始まりますが、その受け入れ先
などを同窓会会員に照会する等の協力を
行います。
〇会費の増収
　今年度から口座振替による年会費の納
入を開始し、会費増収を計ります。

　上記の他、今年度は例年以上の催しが
あります。大勢の同窓生の皆様のご参加
をお待ち申し上げます。
－　総会と㉑回生の記念講演開催
－　各朝陽支部総会の開催
－　戸山新宿交流戦の開催、
－　朝陽クラブ年 3回の実施、など

　昨年度で 100 周年記念事業も 10 年計
画の後半に突入しました。そして様々な
記念事業が具体的に実現し、その多くは、
母校から多大な謝意を受けております。
〇創立 100 周年記念募金
　目標 1億円の募金活動は昨年度末で 5
千 5百万円を越えました。今年度は更に
募金活動を加速し、来年度末までの 2年
間で 5千万円を集めたいと計画しており
ます。
〇朝陽奨学金
　支給を始めてから 3年目となり、昨年
度末で延べ 37 名の生徒が奨学金を受け
取っております。現役生への給付は今年
度ももちろん継続しますが、更に海外留
学する現役生・卒業生への援助も検討を
開始します。
〇館山寮改修
　既に厨房の改装や食堂の空調設置など
が完了し、生徒たちは明るく冷房の効い
た食堂で臨海教室を楽しんでいます。
〇集いの場
　昨年度から明治通りに面したビルの一
角を、事業準備室として賃借しました。
これにより今まで制約されていた夜間や
土日祝日の同窓会活動が、自由に出来る
ようになりました。
　また今年度は卒業生から山荘の寄贈を
受け、同窓生や在校生が利用できる朝陽
秋川荘の運営を開始致します。
　しかし朝陽会館の再建はまだ諦めた訳
ではありません。国や都の施設の利用と
か、卒業生からの突然の寄贈がないかと
か期待しております。
〇朝陽合唱団
　今年 3月に第一回の自主公演を神楽坂
のホールで開催しました。沢山の同窓生
が集まり、曲ごとに大きな喝采が沸き起
こりました。今後の活躍が期待できます。







ゴ　

ル　

フ　

対　

抗　

戦

　
「
第
十
回
新
宿
・
戸
山
高
校
同
窓
会　

交

流
ゴ
ル
フ
大
会
」
は
、
三
八
名
の
参
加
を
得

て
（
う
ち
女
性
五
名
）、
二
〇
一
八
年
十
一

月
九
日
（
金
）、
武
蔵
Ｏ
Ｇ
Ｍ
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
宿
チ
ー

ム
は
、
中
㉒
回
（
新
１
回
）
か
ら
新
㉙
回
ま

で
の
十
八
名
が
参
加
（
う
ち
女
性
二
名
）
し

ま
し
た
。

　

個
人
戦
で
は
、
優
勝
が
新
宿
の
池
谷
達
郎

さ
ん
（
⓮
回
、
グ
ロ
ス
�
、
ネ
ッ
ト
�
・
₂
）、

３
位
が
永
田
正
博
さ
ん
（
㉑
回
、グ
ロ
ス
�
、

ネ
ッ
ト
�
・
₆
）
と
、
素
晴
ら
し
い
結
果
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
こ
そ
、
団
体
戦
で
も
勝
っ
た
だ
ろ
う

と
思
い
ま
し
た
。
団
体
戦
は
、
各
校
上
位
十

名
の
ネ
ッ
ト
合
計
で
争
わ
れ
ま
す
が
、
今
年

は
、
何
と
全
く
の
同
ス
コ
ア
。
で
は
、
上
位

十
名
の
グ
ロ
ス
合
計
は
、
と
計
算
し
た
と
こ

ろ
、
942
対
918
。
㉔
打
も
負
け
て
し
ま
い
、
今

年
も
戸
山
に
優
勝
カ
ッ
プ
を
持
っ
て
行
か
れ

ま
し
た
。
こ
れ
で
対
戦
成
績
は
、
新
宿
の
１

勝
９
敗
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
宿
チ
ー
ム
の
幹
事
は
、
第
一
回
か
ら
第

五
回
ま
で
を
、
竹
内
秀
男
さ
ん
（
⓫
回
）
が

務
め
ら
れ
、
私
が
後
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

第
六
回
か
ら
第
十
回
ま
で
、
５
回
務
め
ま
し

た
が
、
一
度
も
勝
て
ず
、
勝
利
の
た
め
に
幹

事
を
代
わ
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

次
回
よ
り
、
大
池
克
幸
さ
ん
（
㉔
回
）
が
新

宿
の
幹
事
を
務
め
て
下
さ
い
ま
す
。
勝
利
の

た
め
に
、
我
こ
そ
は
と
思
わ
れ
る
方
は
、
朝

陽
同
窓
会
へ
お
申
し
出
下
さ
い
。
今
年
も
、

十
一
月
に
第
十
一
回
交
流
戦
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。　
　
　
　
（
二
一
回　

伊
藤　

剛
）
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戸　山　対　抗　戦

第10回ゴルフ交流戦 第10回囲碁交流戦 第₈回ブリッジ交流戦

日時 2018年11月₉日 2018年₉月₉日 2018年₆月30日

場所 武蔵ＯＧＭ ＣＣ 初台囲碁クラブ 四谷ブリッジセンター

参加者・新宿 18名 ₉名 13名

参加者・戸山 20名 ₈名 12名

ルール 新ペリア方式の両校上位10名の
ネット　スコア合計団体戦

₂回対戦（各₂名組）　持ち時
間45分　オール互先コミ₆目半

₈ボード₃ラウンドの
チーム戦

勝敗 負け、
通算₁勝₉敗

総合は６勝８敗で負け、通算新
宿の３勝３敗4分け

125対178で戸山が勝ち、
通算新宿の５勝３敗



ブ　

リ　

ッ　

ジ　

対　

抗　

戦

　

戸
山
戦
と
言
え
ば
、
一
九
五
九
年
か
ら
現

役
の
生
徒
た
ち
が
毎
年
行
っ
て
い
る
歴
史
の

あ
る
対
抗
戦
で
す
。そ
れ
に
あ
や
か
り
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
も
既
に
碁
や
ゴ
ル
フ
で
交
流
戦
を
し
て

い
ま
す
。

　

朝
陽
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
ブ
リ
ッ
ジ
倶
楽
部
も

二
〇
一
一
年
に
発
足
し
同
年
六
月
に
戸
山
高

校
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
交
流
戦
（
チ
ー
ム
戦
）
を

行
い
ま
し
た
。
立
ち
上
が
り
２
連
敗
の
あ
と

体
制
を
立
て
直
し
５
連
勝
、
昨
年
で
８
回
目

を
数
え
通
算
５
勝
３
敗
の
成
績
で
す
。

は
じ
め
ま
し
た
。

新
宿
ペ
ア
と
戸
山

ペ
ア
の
他
、
両
校

の
混
合
ペ
ア
ま
で

あ
り
和
や
か
に
プ

レ
ー
を
楽
し
み
、

ア
フ
タ
ー
ブ
リ
ッ

ジ
も
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
す
。

　

コ
ン
ト
ラ
ク
ト

ブ
リ
ッ
ジ
に
関
心

の
あ
る
方
は
是

非
、
左
記
の
同
窓

会
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
：jchouyou@

estate.ocn.ne.jp

電
話
：　

03-5368-8366

囲　

碁　

対　

抗　

戦

　

二
〇
一
八
年
の
九
月
九
日
に
、
十
回
目
と

な
る
囲
碁
対
抗
戦
が
、
高
田
馬
場
囲
碁
ク
ラ

ブ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
回
戦
を
行
い
、
１

回
戦
が
３
勝
４
敗
、
２
回
戦
も
３
勝
４
敗
と

い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
新
宿
側
は
年
々
参
加
者
が
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
戸
山
側
が
メ
ン
バ
ー
を

調
整
し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
毎
年
の
成

績
は
ほ
ぼ
拮
抗
し
て
い
ま
す
。
会
は
交
流
と

親
睦
が
主
な
目 

的
で
す
の
で
、
級
位
者
の

方
で
も
近
い
相
手
と
対
局
で
き
ま
す
し
、
戸

山
高
校
出
身
の
プ
ロ
棋
士
で
あ
る
、
平
本
弥

星
六
段
の
指
導
碁
も
あ
り
ま
す
。
多
少
な
り

と
も
経
験
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

囲
碁
に
つ
い
て
は
新
宿
・
戸
山
対
抗
戦
以

外
に
も
、
毎
年
六
月
頃
に
、
都
立
高
校
Ｏ
Ｂ

囲
碁
対
抗
戦
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら

は
５
人
一
組
の
団
体
戦
で
、
日
比
谷
、
西
、

小
山
台
、
立
川
、
両
国
な
ど
、
都
内
各
校
か

ら
チ
ー
ム
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

新
宿
も
何
と
か
毎
年
一
チ
ー
ム
出
場
し
て

い
ま
す
が
、
戸
山
は
複
数
チ
ー
ム
で
出
場
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
六
月
十
六
日
に
、
市
ヶ

谷
の
日
本
棋
院
会
館
で
開
催
の
予
定
で
す
。

そ
ち
ら
の
ほ
う
に
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
同
窓
会
事
務
局
（03-

5368-8366

）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ 

さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
四
四
回　

伊
瀬
英
介
）

　

会
員
数
は
３
回
生

か
ら
㉔
回
生
ま
で

二
九
名
で
す
。
ま
た

二
〇
一
五
年
か
ら
は

親
睦
を
深
め
る
た
め

十
一
月
に
ペ
ア
戦
を
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編
集
後
記 

　

今
号
で
は
、
随
筆
へ
の
割
り
当
て
ペ
ー
ジ

数
を
増
や
し
、
読
み
物
と
し
て
の
朝
陽
の
充

実
を
図
り
ま
し
た
。

　

今
後
一
層
、
読
み
や
す
く
、
読
ん
で
愉
し

い
紙
面
作
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

紙
面
構
成
や
掲
載
記
事
に
つ
き
ご
意
見
・

ご
要
望
を
よ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た

く
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
寄
稿
の
希
望
な
ど
遠
慮
無
く
事

務
局
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

（
朝
陽
編
集
委
員
長　

一
八
回　

林　

慶
治
郎
）

恩
師
訃
報

　
松
本
勝
洋
先
生

　

ご
逝
去
：
平
成
三
十
年
九
月

　

教
科
：
生
物

　

在
籍
：
平
成
六
年
四
月
～
十
二
年
三
月

高
木
克
　
第
十
八
代
新
宿
高
等
学
校
長

　

ご
逝
去
：
平
成
三
十
年
二
月
二
八
日

　

享
年
：
七
十
歳

　

在
職
：
平
成
十
七
年
四
月
～
十
九
年
三
月

会
員
訃
報

高
田
勇
さ
ん
（
中
⓲
回　

元
長
崎
県
知
事
）

　

ご
逝
去
：
平
成
三
十
年
九
月
八
日

　

享
年
：
九
二
歳

　

経
歴
：
長
崎
県
知
事
を
４
期
１
６
年
務
め
る

訃
　
　
報

FaceBook をご活用ください
朝陽同窓会 FaceBook（FB）の友達になっていただければ、同期会や会合の案内等を
FBにご自由に投稿頂ける他、コメント欄を通じて連絡を取り合うこともできます。

（１）FBの設定は以下の通りとなっております。
•タイムラインを読める人：　友達　　（ただし一部記事は一般公開しています）
•タイムラインに書き込める人：　友達
•友達に書き込まれたタイムラインの共有範囲：　友達の友達
（２）同窓会員のコミュニケーション活性化のため FBの活用をお願いします。同期会
案内やクラス会のお知らせなどの書き込み歓迎です。
（３）FBに送られた友達リクエストは事務局にて同窓会名簿と照合のうえ承認してお
ります。
（４）URL　https://www.facebook.com/jchouyou
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株式会社 ゼンショーホールディングス

〒108-0075 東京都港区港南2-18-1 JR品川イーストビル　Tel：03-6833-1600
代表取締役社長　小川 賢太郎 （19回卒）

図書館で勉強する子どもたち図書館で勉強する子どもたち

ゼンショー
フェアトレード商品の
お買い求めはこちら

ゼンショーネットストア 検索

世界に広がる“ゼンショーフェアトレード”
世界18か国でコーヒー、紅茶、ココアの
フェアトレードを行っています。

東ティモール ペルー

メキシコ ニカラグア

タンザニアルワンダ

ケニア インド

パプアニューギニア

コスタリカキューバウガンダ

エクアドルブルンジ マラウイ

コンゴ スリランカネパール

　ケニアには図書館が少なく、農村部に住む子どもたちが優れた書物に触れる
機会は決して十分とはいえません。
　そこで当社は、フェアトレードから生まれる社会開発資金※を活用して図書館を
建設することを提案。地域からの賛同と協力を得て、紅茶生産者の子どもたちが
通う学校の敷地内に公共図書館が誕生しました。
　科学、歴史や小説など様々なジャンルの本が揃う図書館には、50人分の机と
椅子が設置され、休日や祝日にも多くの子どもたちがやってきます。
　子どもたちからは、「時間があるときは図書館で勉強するようになった」という声
が聞かれ、もっと多くの知識に触れ学びたいという向上心を育む場所にもなって
いるようです。

ケニアの中学校に図書館を建設

農村に誕生した図書館と子どもたち

地元関係者と図書館前にて

世界中の知識に出会える場所

※社会開発資金…原料買取価格の中で現地の人々が必要とする様々な生活改善活動に充てられる金額のこと。

掲載サイズ：B5（W182×H257） S=1：1

新宿高校 同窓会名簿「朝陽」 広告入稿　（2019. 5掲載）
2019.01.28

ブランド企画室　プロジェクトデザイン課



●2019年度 同窓会 総会・懇親会のご案内
今年の朝陽同窓会総会は以下のとおり執り行います。
皆様のご出席をお待ちしています。懇親会は4時から、
参加無料です。お気軽にご参加ください。

　日時： 5月25日(土)午後2時～6時
　場所： 総会 新宿高校３階視聴覚室　2時～
　　　　  懇親会 クルーズ・クルーズ新宿店　4時～
　総会議事：　
　  ●2018年度 活動報告・決算
　  ●2019年度 活動計画・予算
　  ●100周年記念事業、その他
　記念講演：
　「ピーター・ドラッカー(1909～2005)の思い出。
　　　　　　　　　　　　　　　そのジャーナリスト論」
　 小池洋次氏(グローバル・ポリシー研究センター代表・21回)

●募金のお願い
皆様のご協力により､100周年記念募金は､第Ⅰ期､第Ⅱ期の4年間通算で5500万円超のご寄付が集まりました。
引き続き第Ⅲ期として2年間5000万円を目標に募金活動を継続します｡100周年まであと3年です｡｢朝陽奨学金の給付｣
｢館山寮改築｣｢集いの場の確保｣はもとより100周年事業全般の成功に向けてご支援のほどよろしくお願いいたします。
詳しくは同封の趣意書をご覧ください。

●“朝陽同窓会集いの場”を再び
同窓会員が時間にとらわれず夜間や休日でも集える常設のスペースを都区内で探しています。
｢同期会の準備会合を仕事帰りに行いたい｣､｢趣味のブリッジをゆっくり楽しみたい｣といったニーズに応えられる場所が手
に入らないものか。こんな願いを叶える情報を求めています。できれば長期無償借用が可能なオフィスの一部、マンション
の一室などの物件情報、またそういった資産のご提供者に関する情報など、集いの場の確保に結び付く情報を朝陽同窓
会事務局にお寄せください。

●第４回ホームカミングデーは１１月２３日（土）母校に集合！
昨年のホームカミングデーは「部活ＯＢＯＧ全員集合！」をテーマに１８０名の
ご参加で盛大に開催することができました。恩師の方々にもお越し頂き、部活
OB会では先輩・後輩が旧交を温めました。ダンス部、軽音楽部の現役生による
パフォーマンスに会場は沸きました。詳しくは、本誌「世代を超えて思いを繋ぐ
部活ＯＢＯＧ会に乾杯！」をご覧ください。
今年の「第４回ホームカミングデー」のテーマは、「音楽会」です。管弦楽部OBOG、
六声会、朝陽合唱団などのご協力の下に楽しい一時をお過ごしいただきます。
どうぞお誘いあわせの上奮ってご参加ください。

●会費納入のお願い
朝陽同窓会のさまざまな事業は、すべて皆様からの会費によって運営されています。同窓会活動をさらに充実させるため
にも、一層のご支援ご協力をお願いいたします。
●年会費2,000円、長期会費10,000円(６年間有効)のいずれか。●会費納入のご相談は、お気軽に同窓会事務局まで
どうぞ。●なお、今年から年会費納入は預金口座からの振替ができます。同窓会に振替依頼書をご請求ください。

百周年ロゴタイプはホームページからダウンロードできます｡

JR新宿駅

明
治
通
り

靖国通り

南口陸橋
国道20号（甲州街道）

JR
線

校門

伊勢丹

正面入口
雷電稲
荷神社

総会会場は正面入口を入って
右手奥３階視聴覚室

新宿高等学校新宿高等学校新宿高等学校新宿高等学校

懇親会場は第二武蔵野ビル
クルーズ・クルーズ新宿店
レインボービレッジ　８・９階
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朝陽同窓会フェースブック・ホームページをご活用ください

https://facebook.com/jchouyou
http://www.nchoyou.net  

事務局だより


